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スブハーナツラー匕ワビハムディ匕スブハーナツ 
ラー匕ルアズィーム 

この賞賛の言葉を朝晩100回唱える人の罪は許されま 
す。再び罪を犯すことから守られます。このドウアーは「メク 
トウーパツト • テルジェメジ/書簡集」の翻訳版の307ページと 
308ページにあります。全ての苦しみを取り除く要因となりま 
す。 


皆が必要とする信仰 


[信仰とイスラーム] 

前書き 

アツラーの御名を唱えることによつてこの本を始めましょう 
アツラーの御名はこの上ない庇護の場 
その恵みは数えることなど不可能て 
大いに憐れまれ、許すことを好まれるお方てす 


アツラーは、この世界て全ての人に憐みをかけられま 
す。必要とされるもの全てを創造され、皆に与えられます。永 
遠の幸福へと至る道を示されます。我欲や悪い友人、有害な書 
物や外国のメディア等を5のみにしてこの幸福の道から逸脱し 
た人、憎悪や逸脱の道に落ち込んて'しまつた人のうち、後悔し 
て許しを求める人々を導かれます。彼らを永遠の災いから救わ 
れます。残酷て無慈悲な人々にはこの恵みを与えられません。 
そのような人々と彼らが気に入るもの、求めるものを憎悪の道 
に放つておかれます。来世て'は、地獄へ行かなければならない 
信者たちのうち、ご自身の望まれる人々を許され、天国へと至 
らされるのてす。全ての生命体を創造され、全ての存在を維持 
され、全てを恐れや不安から救われるのはただアツラーてす。 
このようなアツラーの崇高な御名に庇護を求めつつ、すなわち 
アツラーのお助けを期待しつつ、この書物を記し始めます。 

アツラーに感謝します。その愛すべき使徒、預言者ム 



ハンマドに祝福と平安がありますように。この崇高な預言者の 
清らかなご家族と、公正て'誠実なそのサハーバの全てに、ドウ 
ア ー 11たします。 


わ、 

遣は 

、と 

れル 

造ュ' T1 
'IIJ シと 
fro こ 
Z-J? 

ツと毛 

ァこ rfl 
をす形 
み出5 
恵にし 
の口適 
てを？ j 
全れ AI 
、そI 
は、ラ 
とじス 
ド信V 
ムをを 
八とみ 
こ恵 
た©, 
れて 
さ全 


いれ誤か、し 
てこ、のさ汚 , CO 
じ。 T そよを/ 
禁た方そのれ g 


しIにムそ 


き 


とま。イ -' r. 
こきたパラし■ン 
るてしスス擊ゴ 
いれまのV 攻奴力 
てさ U 国、をと 
じ記ま外も項-つ 
命が広/代事こ 
、物に々時±- 導 
条書国人の禁；XI 
信な各つつや\ 
の重、持い項® 
ぇ貴れをは事 欺 
教のさぇ々令を 
のも訳考人命ム 
ム千にななち , J 
I何語的敬わス 
ラる国絡不なム 
スぇ外短、す、 
V教は、者定せ 
をくえ学規さ 
と多考た、化 
このたれ値変 
るら つ さ価、 


のべを学•るつこ去外 
ムすらくルす誤、け以 
I謝れ行フ解をえ溶す 
ラ感そをア理スいに示 
ス、、道のは一は前を 
Vはびのこくィとを足 
がの学ナ。しテる仰不 
者るてンすもハい信識 
学いいスま、やてい知 
ムて聞、びくンししの 
Iしらを呼なI出正品 ro 
ラとかちととアをの作ま 
スぅパた J こル物ちな lr 
VよI者者むク書た~ つて 
、しハ学学読、やムよつ 
r 護サくのをが話リのな 
地保を行ナ作人説スそ< 
各をムをン著のなムはな 
界れ一道スのけ切はらさ 
世そラ11=者だ適物れま 
はたスしル学た不書こ及 
T まV正アのし、や。も 
在、。、•ナ倣し話す響 
現めすたルン模解説ま影 
広てしフスく理なきの 
をとにア=な'てうい何 
条こ物卩ルと形よ て、 
信き書者アこたのつに 


礼後ルい、よ放て善せい要か 
にのフなとるを人やまなのと 
共そアれこすれたダきし定こ 
と。、いる悟そし| 'て悟否る 
団すて相す悔て教パは悔、な 
集まいと定、つ棄Vと、はと 
はれお識否めよは、こしム者 
いさに知をやにくいる棄リる 
る解動のムをえし行れ放スす 
あ理行上Iれ考もをわをム定 
、とは仰ラそた、礼救と。否 
しるた信ス。つ人巡らこすを 
白あまるVす誤た、かる T え 
告て、いがまはししいなの教 
をムとてれしく脱拝災とい、 
とリこえそ明し逸礼の因なび 
こスく教、説もが。こ要得学 
るム書が合に的彼す、のりく 
あ、、者場人絡、まも定なよ 
てはと学た本短ばれて否はを 
ム人このれを。れさしのとと 
リるすナらとすあ解とムムこ 
スい話ンけこま r 理たーリる 
厶てのス受るれのがしラス得 
つ人--見あらいと行スムり 
行のルが r めなこ実 v はな 
をそアの脱勧しるを。りと 
拝 T . も逸|つ棄あ行ん限因 



ら身を守るべきてす。ムスリムと偽っている人についてもよく 
知り、その害を避けなければならな 1 1のて'す。 

クルアーンやハチィースから誤った逸脱した意味が導 
き出されること、これによって樣々な誤った教義が生み出され 
ることを、預言者ムハンマドは告げられていました。「パーリ 
力」及び「ハーチィカ」といった書物はこのハディースを「ブ 
ハーリー」や「ムスリム」といった書物から引用し、説明して 
11ます。偉大なイスラーム学者や宗教学の学者の名のもとに示 
しているこれらの誤った派に属する人々の書物、講演によって 
欺かれてはいけません。こういった教えや信仰を盗むとする人 
々の罠に落ちないよう、十分注意深くあることが必要て'す。こ 
ういった無知なムスリムの他、共産主義者やフリーメーソン、 
キリスト教の宣教師やユダヤ教のシオニストたちも常に新しい 
手段てムスリムの子弟を欺こうとして 1 1ます。てっち上げの文 
章、映画、劇、メディアを通してイスラー厶や信仰を失われた 
ものとしようとして11るのてす。この道の為に何十億リラもの 
お金をかけているのてす。イスラームの学者たちは、これらの 
全てに対する返事を前もって書いています。アツラーの教え、 
安らぎと救いへの道を教えているのてす。 

真の学者たちの中から、偉大なイスラーム学者てある 
メヴラーナ.ハーリディ.パーダディ.オスマーン師の「信条 
の書/イーティカドナーメ」という本を、私たちは選びました。 
この本は故ハジ • フェイズツラー師によ IJ トルコ語に翻訳され 
、フェラーいチユル • フェワーィドという題をつけ,イスラーム 
暦1312年にエジプトて'出版されました。この翻訳本を私たちは 
平易な言葉にただし、「皆が必要とする信仰」という題をつけ 
ました。第一版は1966年に出されています。私たちの注記を本 
文と区別する為に、注釈という形て括弧に入れています。無事 
に出版に至ったことをアツラーに感謝します。この翻訳本の原 
本はイスタンブール大学の図書館の「イブニ • エミン_マフム 
—ド.ケマールべグ」コーナーにおいて「イティカードナーメ 
」という名称て F .2639 号として存在します。トルコ語訳はハキ 
一力トウ出版から、「信仰とイスラーム」という名て出版され 
ています。 


「ドゥツル • ウル • ムフタル」とい5書物の著者て'あ 
るアラウツデイン • ハスケフイーは力ーフイルの結婚に関する 
項目て'次のように語つて 1 1ます。 



婚姻を行うムスリムの女性が成熟して t けよがらイスラ 
ームを知らなければ、この婚姻は無効とな IJ ます。つまりムル 
タド「棄教者」とな IJ ます。アツラーのあ IJ 方を彼女に教えな 
ければならないのて'す。彼女もそれを繰り返し、それらを信じ 
ましたと述べることが必要てす。イブニ • アービテイーンはこ 
のことを解説して次のように述べて 1 1ます。「女性は小さい頃 
には、母や父に従う形てムス 1 」ムてす。成熟すると、両親の教 
えに従う、という状態は継続されなくなります。イスラームを 
知らないままて結婚すると、ムルタドとなつてしまいます。信 
仰するべき六つのことを学び、信じない限り、イスラームて従 
うべきことを信じない限り、タウ匕ードの言葉「信仰告白」を 
口に出したとしても、つまり「ラーイラーハイツラツラー、 
ムハンマダンラスールツラー」といつたとしても、ムスリム 
となつたことにならないのてす。『アーマントゥ*ビツラー匕 
』にある六つの事柄を学び、それらを信じ、アツラーの命令と 
禁止事項を受け入れますということが必要なのて'す」 

イブニ • アービデイーンのこの言葉から理解されるこ 
とは、一人の力ーフイルが信仰告白を行うとその瞬間にその人 
はムスリムとなります。しかし全てのムスリムのように、この 
人もて'きる限り、 

「アーマントゥビツラー匕ワマラーイカテイ匕ーワクト 
ゥビ匕ーワルスリ匕ーワルヤウミルアーヒリワルカダリハ 
イリ匕ーワシヤツリ匕ミナツラー匕タアーラーワルバアス 
イパアタルマウテイハツクンアシユハドアンラーイ 
ラーハイツラツラーワアシユハドアンナムハンマ 
ダンアブドゥフワラスール」 

という信仰の基本を暗誦し、その意味とイスラームの知 
識の中から自分に必要な事柄を十分に学ぶべきなのてす。ムス 
リムの子供も、この六つの事柄とイスラームの知識を学ばず、 
信じていることを述べないのてあれば、成熟した時にはムルタ 
ドとなります。信仰した後、「イスラームの知識」、すなわち 
フアルド、ハラーム、ウドゥー、クスル、そして礼拝の行い方 
、隠すべき箇所についてすぐに尋ね、学ぶことがフアルドとな 
ります。聞かれた人が教えること、あるいは正しい宗教書を教 
えることも、その人にとつてのフアルドてす。聞く相手や本が 
見つからなければ探し求めることもフアルドてす。探し求めな 
ければ力ーフイルとなるのて'す。見つけるまては、知らないこ 



とには正当な理由が認められます。フアルトを行うべき時に行 
わず、ハラームを行う人は地獄て'罰せられます。信仰の六つの 
基本について、この書物ては広く知識が与えられています。全 
てのムスリムはこの本を十分に読み、子供たちや知人に教える 
ベく努力すべきなのて'す。この章句は4 7 5ページに書かれて 
います。この本ては、クルアーンの言葉を引用する際には、 
「メアーレン」、このような意味のことが記されているという 
表現を用いています。ここての「メアーレン」とは、クルアー 
ンの解釈を行う学者たちの教えるところによるなら、という意 
味てす。なぜならクルアーンの言葉の意味は、預言者厶ハンマ 
ドのみが理解され、それをサハーパたちに教えられたからてす 
。解釈を行う学者たちは預言者ムハンマドご自身が語られたこ 
とと、偽信者や信仰心を持たない宗教学者たちがてつちあげた 
ハチイースとを区別し、ハデイースを見つけることのて'きなか 
つたものについては解釈学の基礎に基づいて、その意味を読み 
取つてきました。アラビア語を知つていても、解釈学の基礎を 
知らない人が読み取つたことを「クルアーンの解釈」と見なす 
ことはありません。これについてはハチイースては「クルアー 
ンを自分て理解したままに読み取る人は不信心者となる」と言 
われているのてす。 


ハキーカトゥ出版社の全ての本は、あらゆる言語てイ 
ンターネツトを通して全世界に公開されて 1 1ます。 


西暦 匕ジュラ歴「太陽暦」 匕ジュラ歴「太陰暦」 

2001年 1380年 1422年 

忠言：宣教師はキリスト教を広めようと努力し、ユダヤ 
教徒は律法を広めよラと、イスタンブールのハキーカトゥ出版 
はイスラームを広めようと、フメーソンは宗教を消失させ 
ようと努めます。知性、理性と良心を備えた人は、これらの中 
の正しいものを認識し、理解します。それを広める為の助けと 
なり、全ての人々が現世と来世て'幸福となる為の要因となるの 
てす。 
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今日、この世界にいるムス 1 」ムは三つの派に分類され 
ます。第一の派は、サハーパたちの道を行く、真のムスリムて 
す。この人々を「アフル-スンナ」、「スンニ」「天国に行く 
人々」、地獄から救われる人々と呼びます。第二の派は、サハ 
—パに敵対した人々てす。彼らを「シーア」「逸脱した人々」 
といいます。第三の派は、スンニとシーア派とに敵対する人々 
てす。この人々を「ワッハーブ」「ナジュティ」と呼びます。 
なぜならこれは最初にアラビアのナジュド地方に起こつたから 
てす。彼らは「追放された人々」とも呼ばれます。なぜなら彼 
らがムスリムに対して不信心者と主張したことが「永遠の幸福 
」「復活と来世」といつた書物て'書かれているからてす。預言 
者ムハンマドはこのように主張する人を呪われました。ムスリ 
ムをこの三つの派に分裂させたのはユダヤ教と当時のイギリス 
てした。 


全ての信者は、我欲を清める為、つま IJ その本分にあ 
る無知さと罪から清められる為に、いつでも「ラー • イラーハ 
• イツラツラー」と唱え、心を清める為、つまり我欲やシヤイ 
ターン、悪い友達、そして有害な誤つた書物からもたらされる 
不信仰や罪から救われる為に「アスタグフルツラー」と唱える 
べきてす。イスラームに従い、罪を悔悟する人々のドウアーは 
受け入れられます。礼拝をしない人、体を隠さない女性、そし 
て体を覆つていな11人を見る人、禁じられたものを飲み食いす 
る人は、イスラームに従つていないことになります。彼らのド 
ウアーは受け入れられな11のてす。 



初めに 

メヴラーナ_ハーリデイ • パグダデイはこの本を書き 
始める前に、イマーム.ラッバーニ.アフマド.フ アールキー 
• サルハンデイ「アッラーが彼に慈悲を与えてくださいますよ 
うに」の「メクトウーパット/書簡集」という本の第3巻、17本 
目の手紙を書き、自分自身の本に彩りと恵みを与えようとしま 
した。イマーム，ラッパーニ 111 はこの手紙て'次のように記して 
います。 
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、そだて理 I アけツときラーえにら許ともく。 
を、くえ、ラだ続アこえツラさ令め。こにした 
紙れて与えツたせはる数アツに命しすの友らし 
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[1] イマーム.ラッパーニは1034年「西暦1624年」に死去しました。 

- 9 - 



るよう励まされているのてす。天国の無限の恵み、尽きること 
のな 1 1喜び、そしてアツラーのご満悦と愛情を得ることがてき 
るよう、預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えく 
ださいますように」に従うことを命じられました。アツラーの 
恵みは太陽のように明らかてす。他者からもたらされるように 
見えるものても、そもそもはアツラーからもたらされたものて 
す。人々を媒介にし、よいことを行おうという意欲を与え、ま 
た彼らによいことが行えるだけの力、強さを与えられたのもア 
ツラーてす。だから、あらゆる場所から、あらゆる存在からも 
たらされる恵みを与えられるのはやは IJ アツラーなのて'す。ア 
ツラー以外の何かに恵みを求めることは、何かを預かつている 
だけの人からそれを求めること、貧者にサタカを期待すること 
に似ています。この言葉が正しいものてあることは、イスラー 
ムについて知識のない人も学者同様に知つていることて'す。な 
ぜならこれらは明らかなことてあり、考え直す必要すらない様 
な事実て'あるからてす。 

人が、これらの恵みを与えられたアツラーに力を尽く 
して感謝することは、人としての務めてす。理性もそれを要求 
する、一つの務めてあり、責務てす。しかしアツラーに対して 
なされるべきこの感謝を実行することは、容易てはありません 
。人は無から創造され、無力て多くの助けを必要とし、不足や 
欠点の多い存在てす。アツラーは常に存在され、永遠に存在し 
続けられるお方てす。欠点や不足とはかけ離れたお方て'す。人 
はどの観点からもアツラーとは似ても似つかな t »存在て'す。こ 
のようなしもべが、崇高なアツラーの誉れにふさわしい感謝を 
することがてきるてしょうか。なぜなら、人がよいと思つても 
アツラーがその害をご存じて'あり、望まれないということは多 
くあります。私たちが敬意、感謝のつもりて行うことても、ア 
ツラーのお気に召さな 1 1ものてあるかもしれな 1 1のてす。だか 
ら人はその不十分な知識や短絡的な思考によつて、アツラーに 
対する敬意や感謝がどのようなものて'あるべきかを知ることは 
てきないのてす。感謝し、敬意を示す為に意義のある行為がア 
ツラーから知らされな11限り、称賛するつも ur 卑しめること 
になる可能性もあるのてす。 

だからこそ人がアツラーに対しその心、言葉、体て果 
たさなければいけない、そして信じなければいけない感謝、そ 
してしもべとしての責務についてアツラーが教えてくださり、 
預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくださいま 
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2. 体や心て行うべき、もしくは避けるべきイパーダの 
知識てす。行うことが命じられている事柄を「フアルド」と、 
避けることが命じられている事柄を「ハラー厶」と呼びます。 
これらを「宗教上の規則」もしくはイスラー厶の知識と呼びま 
To 

皆にとつて最初に必要となるのは、「タウ匕ードの言 
葉」を唱えること、その意味を信じることてす。タウ匕ードの 
言葉とは「ラーイラーハイツラツラームハンマドゥンラ 
スールツラー」て'あり、その意味は「アツラーは存在し、唯一 
であられ、ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくださ 
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いますように」はその使徒てある」というものて'す。これを信 
じることは、信仰する、もしくはイスラーム教徒になることて 
す。信仰する人のことは「信者」、イスラーム教徒「ムスリム 
」と呼びます。信仰は继続的なものてある必要があります。従 
つて、不信仰の要因となるようなことを行い、不信仰を意味す 
るようなものを用いることは避ける必要があります。 

クルアーンは、アツラーの言葉てす。アツラーはジブ 
ラーイールという名の天使を通し、クルアーンを預言者ムハン 
マド「アツラーが祝福と平安をお与えくださいますように」に 
遣わされました。クルアーンの言語はアラビア語てす。しかし 
それらの言葉を並べられたのはアツラ ー T す。アツラーが並べ 
られたままの形て現在に至 U ます。これらの文字や言葉の意味 
は、神の言葉という意義を備えるものてす。これらの文字、言 
葉を「クルアーン」と呼びます。神の言葉を示すそれらの意味 
もまた、クルアーンてす。この神の言葉てあるクルアーンは作 
りものてはなく、アツラーのその他の特性と同様、始ま U も終 
わりもな11存在てす。天使ジブラーイールは毎年一度訪れて、 
それまてに啓示されたクルアーンを「保護された銘板」に記さ 
れた順序に従つて詠み、預言者ムハンマドもそれを繰り返して 
いました。来世へと移られることになる年には2回訪れ、全て 
を読みました。預言者ムハンマドとサハーパたちの多くは、ク 
ルアーンを全て暗誦していました。来世へと移られた年、カリ 
フアブー • パクルは暗誦している人々を集め、それらを書き留 
め、ある一団の人々にクルアーンの全てを筆記させました。こ 
うして「ムスハフ」と呼ばれる本がまとめられました。3万3 
千人のサハーパが、このムスハフの一文字一文字が全て正しい 
ものて'あるという点て'見解を一致させて11ます。 


預言者ムノ \ンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくだ 
さいますように」の言葉を、「ハチイース」と呼びます。このう 
ち、その意味がアツラーによるものてあり、その言葉が預言者ム 
ハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくださいますように」 
によるものについては聖ハテイース「ハチイース.クドウシー」 
と呼びます。多くのハデイースの本があります。これらのうち、 
「ブハーリー」及び「ムスリム」の本が有名て'す。 

アツラーが命じられ、信じるべき事柄を「イーマーン 
」、行われるべき事柄を「フアルド」、避けるべき事柄を「ハ 
ラーム」と呼びます。フアルドとハラームを「イスラームの規 
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定」と呼びます。それらを全く信じない人を力ーフィル「不信 
心者」と呼びます。 

次に人に必要なのは、心を清めることてす。心という 
と、二つのものが思い浮かびます。胸に位置する臓器も、心「 
心臓」と呼ばれます。これは動物にも存在するものてす。もう 
1つの心は、目には見えないものてす。イスラー厶の書物ての 
心とは、こちらを指します。イスラームの知識は、この心にあ 
ります。信じるのも、信じないのも心てす。信仰する心は清ら 
かてす。信仰しない心は汚れを持ち、死者のようてす。心を清 
める為に努力することが第一の務めてす。イパーダを行うこと 
、特に礼拝を行うこと、悔悟の言葉を述べることは心を清めま 
す。ハラームて'あることを実行することは心を破壊します。預 
言者ムハンマドは次のようにおっしゃられました。「十分に悔 
悟を行いなさい。悔悟のドウアーを継続して行う者を、アツラ 
一は病気から、あらゆる苦しみから救われる。予想もしなかっ 
たところから糧を与えられる」悔悟とは、アスタグフルツラー 
と唱えることて'す。ドウアーが認められる為にはそれを行う 
人が信者てあり、その罪を悔やみ、ドウアーの意味を理解し信 
じ、それを唱えることが必要となります。暗くなってしまった 
心のままて行われたドウアーは受け入れられないのてす。三度 
ドウアーを唱え、日に五回の礼拝を継続して行う人の心は清め 
られ、心そのものがドウアーを行うようになります。心がそれ 
を行っていな 1 1のに、口先だけて'行われたドウアーは何の役に 
も立たな11のて'す。 

イスラームの教えが伝えた宗教上の知識は、預言者ム 
ハンマドの言行に従う人々「アフル • アル • スンナ」てある学 
者たちの書物て記された事柄てす。この学者たちが伝えている 
信仰やイスラー厶に関する知識のうち、その意味が明白である 
もの「ナース」、すなわちクルアーンの言葉とハチィースを信 
じない人を力ーフィル「不信心者」と呼びます。信仰を持たな 
いことを隠すのて'あれば、偽信者「ムナーフク」と呼ばれます 
。信仰を持たないことを隠し、かつ、ムスリムのように見せか 
けてムスリムをだまそうとするのてあれば、「ズンドウク」と 
呼ばれます。意味が明白て'はない事柄を誤って解釈し、誤った 
まま信じた場合は力ーフィルにはなりません。しかし預言者ム 
ハンマドの言行に従う人々「アフル • アル • スンナ」の正しい 
道からは逸れており、地獄に行くことになります。意味が明白 
な事柄を信じた場合、永遠に罰を受けることはなく、地獄から 
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出されることにな IJ ます。この人々のことを「逸脱した人々」 
と呼びます。これには樣々な種類があります。こういつた人々 
、そして力ーフイルの人々のイパーダや善行は認められず、来 
世ても何の益ももたらしません。正しい信仰を持つ人々のこと 
を「スンナに従う人々」、もしくは「スンニ」と呼びます。ス 
ンニてある人々は、崇拝行為によつて四つの派に分けられます 
。これらの四つの派に属する人々は互いがスンナに従う者て'あ 
ることを認識し、尊重し合います。これらのうちのどれにも属 
さない人は、スンナに従う人てはあり得ません。スンナに従わ 
ない人々は、力ーフイルもしくはビドゥア「逸脱」した人とな 
ることが、イマーム，ラッパーニの書簡、特に第1巻286番の手 
紙、そして「ドゥッル • ムフタル」という書の「タフタウイー 
-ハーシエ」の「ゼバアーユフ」の部分、及び「アル，ぺサー 
イル • リムンキールッツタヴアッスル」という本に書かれてい 
ます。この二冊の書物はアラビア語てす。二冊目はインドて書 
かれ、印刷され、1395年「西暦1975年」、及びその後に.イス 
タンブールて'ハキーカトゥ出版によつてオフセット印刷て'多数 
出版されています。 
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セ五書」やインジール「旧約聖書」を信じる、啓典を持つ力一 
フィルてす。彼らが、何らかの物体が神性を持つと信じる場合 
は「多神教徒」となります。アツラーにはザートの特性とスブ 
—卜の特性と呼ばれるものがあり、それらをウルー匕ーヤ「神 
性」の特性と呼びます。 

啓典を持つ、もしくは持たな 1 1力ーフィルがムスリムと 
なれば、地獄に行くことから救われます。罪のない、無垢なムス 
リムとなります。ただし、「スンニ」てあることが必要となりま 
す。スンニてあるとは、預言者の言動に従う学者たちの書物を読 
み、学び、それに従つて話し、行動する人てあることを意味しま 
す。現世において人がムスリムてあるかどうかは、強制のない状 
態て明白に語つた言葉や行動から明らかになります。人がムスリ 
ムとして来世に行くかど5かは、最期の瞬間に明らかになります 
。大きな罪を犯したムスリムは清らかな心て悔悟を行えば、罪は 
必ず許されます。清らかな状態となるのて'す。「悔悟」が何てあ 
るか、どのように行われるかについては、イルミハルの本、例え 
ばトル□語、アラビア語の「信仰とイスラーム」及び「永遠の幸 
福」という書物て'詳しく説かれています。 
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イーマーンとイスラー厶 

この本「イーティカドナーメ」ては、預言者ムハンマ 
ドが「イーマーンとイスラー厶」について説かれているハチィ 
ースを取り上げます。このハティースの恵みにより、ムスリム 
の教義が完成され、[強められ],それによつて平安と幸福に至る 
こと、そしてこれによつて罪深い私自身も救われることを私た 
ちは望むのてす。 

決して何ものも必要とされず、気前の良さと恵みを豊 
かに持たれ、しもべたちを深く憐れまれるアツラーへの信条を 
思うなら、この貧弱で暗 t »心を持つ私の至らな 1 1言葉がどうか 
許されますように。この不十分な崇拝行為が受け入れてもらえ 
ますように。偽り、騙すシヤイターンの悪から守り、お慶びい 
ただけますように。慈悲深いものの中ても最も慈悲深く、恵み 
を与えられるものの中て'最も気前のよいお方はアツラーなのて 
す。 

イスラーム学者たちによれば、「ムカツラフ」てある 
人、すなわち知性を備え、思春期以降に達している男女全ての 
ムスリムが、アツラーのザート及びスブートの特性を正しく知 
り、信じることが必要て'す。皆にとつて第一の義務「フアルド 
」がこれてす。知らないことは弁解にはなりません。知らない 
ことは罪になるのてす。アフマドの息子てあるハ 1 」ーチィ•パ 
—ダティがこの本を書 1 1たのは、他者に対する優位さや知識を 
誇示する為ても、誉れを得る為て'もありません。一つの記憶、 
一つの奉仕を遺す為てす。アツラーがこの無力なハーリデ 111 と 
全てのムスリムに、ご自身のお力と預言者ムハンマドの神聖な 
魂の助けを持つて、援助を行つてくださいますように。ア ー S 
ーン。 

アツラーの「ザートの特性」は六つあります。ヴジユ 


[1] ハーリデイ.バーダデイは1242年「西暦1826年」にダマスカスで 
死去しました。 
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—ド、クダム、バカー、ワフダーニヤ、ムハラファトウン-リ 
ル-ハワーデイス、クヤーム-ピナフシ匕一てす。ヴジユード 
とは、ご自身て存在していることを意味します。クダムはその 
存在に始まりやそれ以前の時間がないことを意味します。パカ 
一とは、その存在に終わりがないことてす。決して無になるこ 
とはないことを意味します。ワフダーニヤはどのような観点か 
らも同類のもの、類似するものが存在しないことを意味します 
。ムハラファトウン-リル-ハワーデイスとは、どのような存 
在にも、どのような被造物にも一切の観点から似て 1 1ないこと 
を意味します。クヤーム-ピナフシ匕一とは、存在し、その存 
在を続けていく為に他の存在を必要としないことを意味します 
。この六つの特性は、どのような被造物にも存在しないものて 
す。またこれらの特性は、どの被造物とも結びつかないものて 
す。一部の学者はワフターニヤとムハラファトウン-リル-ハ 
ワーテイスが同じものて'あるとし、「ザートの特性」は五つて 
あると見なしています。 
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キーン」てあることのまた別の根拠は、この世界が無から有へ 
至つたもの「ハーデイス」てあることてす。存在とは、あるこ 
とてす。存在には三つの種類があります。一つめは必須「ワー 
ジブルヴジユード」てある存在、すなわちあることが必須てあ 
る存在て'す。それは常に存在し、過去にも以前にも無となつた 
ことがありません。たたアツラーのみがこの「必須てある存在 
」にあてはまります。二つめは「不可能てある存在」、すなわ 
ち存在し得ないことてす。常に無て'あることが必須となるのて 
す。アツラーと並ぶもの、アツラーのような第二の神は存在し 
得ません。三つめは、「存在し得るし」、無にもな IJ 得るとい 
うものて'す。全ての世界「アーレム」、被造物は皆、これに該 
当します。存在「ヴジユード」という語の対義語は、「無/アデ 
ム」てす。無とは、存在しないということて'す。全てのものは 
、存在するようになるまては無て'した。つまり、存在しなかつ 
たのてす。 

存在するもの「マウジユード」は、二つに区別てきま 
す。一つめは無から有へと至るもの「ムムキーン」てあり、も 
う一つが常に存在することが必須て'あるもの「ワージブ」てす 
。もし存在するものの全てが厶ムキーンてあり、ワージブてあ 
るものが何もなかつたとしたら、その時には一切、何も存在し 
得なかつたてしょう。なぜなら、ないところから存在するよう 
になるというのは、一つの変化だからてす。物理の知識によれ 
ば、ある物質て'何らかの事象が発生する為には、この物質への 
外部からの力が働きかけること、そしてその力の源がこの物質 
よりも以前から存在していることが必要となるからてす。この 
為、ムムキーンて'あるものはそれ自体 r 存在し始めることはて' 
きず、また存在し続けることもてきません。それに対して何ら 
かの力が影響を及ぼさない限り、ずつと無のままて'あつたて'し 
ょう。存在することはなかつたて'しょう。自力て'存在すること 
がてきな 1 1ものは、当然他のムムキーンを創造することもてき 
ません。ムムキーンてあるものを創造てきるものは、ワージブ 
「常に存在することが必須て'あるもの」てしかあり得な11のて 
す。この世界が存在することは、それを無から有へと至らせた 
創造主が存在することを示しているのてす。それはハーデイス 
てはなく、ムムキーンてもなく、常に存在し、全ての被造物の 
唯一の創造主てあり、その存在はワージブてす。それはカテイ 
ム、すなわち常に存在します。存在がワージブてあるというこ 
とは、その存在が他者に依つたもの r はなく、完全に自生する 
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ものてあることを意味します。つまり、常に自らの力て'存在し 
ているのて'す。他者によって創造されたのて'はありません。他 
者によって創造されたのてあれば、ムムキーンかつハーデイス 
て'あることになります。これはここまての考えに相容れない結 
果なのてす。 

ペルシャ語て「フダー」とは、常に自らて'存在するこ 
と、つまりカチイムを意味します。「私たちの本の第一部第6 
節、74ページにより詳しい知識が書かれています。そちらも読 
んてください。」 

この世界は、驚異的な秩序のうちに存在していること 
を私たちは目にします。科学は毎年これを新しく見出していま 
す。この秩序を創造した存在はハーイ「生命を持つお方」て'あ 
り、アーリム「知を備えたお方」て'あり、力ーチイル「十分な 
力を備えたお方」であり、ムリード「望まれるお方」て'あり、 
サミイ「聞かれるお方」てあり、パーシル「ご覧になるお方」 
て'あり、ムタカツリム「語られるお方」てあり、ハールク「創 
造されるお方」てあることが必須となります。なぜなら、死ぬ 
こと、無知て'あること、力が不十分て'あること、無理に行うこ 
と、聞こえないこと、見えないこと、語られないことはそれぞ 
れが一つの不足てす。万物を、この世界を、これだけの均衡の 
もとに創造され、無てあることから守られる存在に、このよう 
な不足があることは考えられな 1 1のて'す。 

原子から星に至るまて、全ての被造物はそれぞれの秩 
序に用いて創造されています。物理学、化学、天文学、生物学 
て見ることのて'きる法則における秩序は驚くべきものて'す。ダ 
—ウインてすら「目の構造ての秩序の細かさを考えるごとに、 
驚嘆せずにはいられない」と語っています。空気は78パーセン 
卜が窒素、21パーセントが酸素、そして1パーセントが不活性 
ガスの混ざったものてす。複合体て'はなく、混ざったものてす 
。酸素が21パーセントよりも多かった場合、私たちの内蔵が焼 
かれていたて'しょう。21パーセントよりも少なければ、血液中 
の糧となる物質を燃焼させることがてきなかったてしょう。こ 
の21パーセントという数値は、どこても、そして雨が降ったと 
しても変化しません。これは大きな恵みてす。アツラーの存在 
、力、そして慈しみを示すものて'はないてしょうか。この奇蹟 
に比べるなら、目の構造すら些細なものとなります。科学知識 
において定着している全ての法則、細かな計算、定義を創造さ 
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れる存在に、不足などがあり得るてしょうか。 

これ以外の完成された特性は、被造物にも見ることが 
てきます。これらを被造物においても創造されたのて'す。これ 
らの特性がご自身にもなかつたとしたら、なぜそれを被造物に 
おいて創造することがてきるてしょうか。それらがアツラー自 
身にもないのて'あれば、被造物の方がアツラーよりもより尊い 
ということになつてしまうのて'す。従つて、この世界を創造さ 
れたお方には、全ての完成された、優れた特性があり、また不 
足を意味するような特性は一切な 1 1ということがてきます。不 
足や欠点を持つ存在は、フダーにも、創造主にもなることはな 
I 、のてす。 

理性が示すこれらの根拠を脇によけたとしても、クル 
アーンの言葉や聖ハデイースもまた、アツラーが完成された特 
性を持つことを明白に知らせるものてす。これに疑念を持つこ 
とは正しいことてはなく、不信仰につながるものてす。上記の 
八つの完成された特性を、「スブートの特性」と呼びます。す 
なわち、アツラーのスブートの特性は八つてす。アツラーには 
、全ての完成された特性があります。その特性にも、みわざに 
も、一切の不足、混同、変化はありません。「ザートの特性」 
と「スブートの特性」を、ウルー匕ーヤ「神性」の特性と呼び 
ます。何らかの被造物にウルー匕ーヤの特性があることを信じ 
るのて'あれば、その人は「多神教徒」とな IJ ます。 
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イス ラームの 条件 

万物を常に存在させ、常に存在され、全ての善と恵み 
を与えられるお方て'あるアッラーのご援助により、ここては預 
言者ムハンマド「アッラーが祝福と平安をお与えくださいます 
ように」の祝福された言葉の解説を始めましよう。 

ムスリムたちの勇敢なイマームてあり、サハーパたち 
の中ても先に立つ存在て'あり、常に正しいことを語る人として 
知られる愛すべき先達ウマル • ビン • ハッターブは次のように 
言いました。 

「あの素晴らしい日、私たちサハーパのうち一人が、預 
言者ムハンマド「アッラーが祝福と平安をお与えくださいます 
ように」のそばてお仕えしていた。」 


その日、その時はこの上なく誉れ高く、尊く、かけが 
えのないものて'した。その日、預言者さまの説話に参加し、お 
そばにいることて、誉れを受け、魂の糧てあり、生命に喜びを 
与えるその神聖な御姿を見ることがてきました。この日の誉れ 
、尊さを説明する為に素晴らしい日という表現を用いているの 
てす。ジブラーイールを人間の姿て'見ること、その声を聞くこ 
と、しもべが必要として 1 1る知識を明白な形て'預言者ムハンマ 
ド「アツラーが祝福と平安をお与えくださいますように」の祝 
福された口からきくことがて'きたこの日ほどに、誉れ高く尊い 
時が他にあるてしょうか。 

「その時、月が昇るかのように、ある人が我々のそば 
に来た。その服は真つ白て、髪は大変黒かつた。その人には、 
埃や砂、汗といつた旅をしてきたような様子は見られなかつた 
。アツラーの使徒「アツラーが祝福と平安をお与えくださいま 
すように」のサハーパてある私たちは誰も、彼のことを知らな 
かつた。つまり、私たちがあつて、見知つている人てはなかつ 
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た。彼はアツラーの使徒「アツラーが祝福と平安をお与えくだ 
さいますように」の前に座った。その膝を、その祝福されたお 
ひざに近づけた」 

この時訪れたのは、天使ジブラーイールてした。彼は 
人間の姿をして現れました。天使ジブラーイールのこの座 IJ 方 
が礼儀作法に適っていな 1 1かのように見えたとしても、この状 
況は重要なことを伝えるものなのてす。つまり、宗教上の知識 
を得る点て恥ずかしがることは正しいこと r はなく、また教え 
る者にもうぬぼれや思 t »上がりは似つかわしくないということ 
を示しているのてす。皆、イスラー厶について知りたいことを 
その師に自由に、委縮することなく聞くべきて'あることを、こ 
の振る舞11によって天使ジブラーイールはサハーパたちに教え 
られたのてす。教えを学ぶことを恥ずかしがること、アツラー 
を正しく知り、学び、教えることを苦にすることは正しいこと 
てはな 1 1のてす。 

「その人は、手をアツラーの使徒「アツラーが祝福と平 
安をお与えくださいますように」の神聖な膝の上に置き、アツ 
ラーの使徒に質問した。アツラーの使徒よ！私にイスラームと 
、信者について説明してほしい、と。」 

「イスラーム」とは辞書て'は、服従すること、委ねる 
ことを意味します。預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安 
をお与えくださいますように」は、イスラームという言葉を、 
イスラームの五つの基本的な柱の名称てあるとして、次のよう 
に説かれました。アツラーの使徒「アツラーが祝福と平安をお 
与えくださいますように」は次のように言われました。 

1 . イスラームの条件の一つめは、信仰告白「カリマ 
-シャハーダ」の言葉を唱えることて'す。これは、「アシユハ 
ドアンラーイラーハイツラツラーワアシユハド 
アンナムハンマダンアブドウフワラスール」と唱えるこ 
とてす。つまり理性を持ち、思春期以上に達していて話すこと 
のて'きる人が、「地にも天にも、アツラー以外に崇拝されるに 
ふさわしく、崇められるべきてある存在は何もない。真に、崇 
拝されるべきなのはただアツラーのみてある。」アツラーの存 
在は必須てある、あらゆる優れた特性がそのお方にあり、その 
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お方には一切の不足はない、そのお方の名が「アツラー」てあ 
る」と口に出すことてあり、それを心から、絶対的に信じるこ 
とてす。そしてまたこのパラのような肌の色を持ち、赤みがか 
つた白く輝く愛しい顔と、黒い眉、黒い目を持ち、神聖な額が 
広く、素晴らしい性質を持ち、優しい言葉を話し、アラビアの 
マツカに生まれた為にアラブ人と言われ、ハーシム家の「アブ 
ドウラーの息子ムハンマドと呼ばれる尊11お方がアツラーのし 
もべてあり、またその使徒、すなわち預言者て'ある。」という 
ことて'す。 


預言者ムハンマドは、ワッハーブの娘アーミナの息子 
てす。西暦571年、4月20日の月曜日の朝、暁の光が出す頃にマ 
ッカの町て'お生まれになりました。40歳の時、預言者てあるこ 
とがご自身に告げられました。この年をビセットの年「預言者 
さまが遣わされた年」と呼びます。 

この後、13年間マッカて人々をイスラームへと招かれ 
ました。アッラーのご命令により、マデイーナヘ匕ジュラ「聖 
遷」をされました。ここて'、イスラームが広く伝えられるよう 
になりました。匕ジュラから10年たち、西暦632年6月、ラビー 
ウル，アッワル月の12日目の月曜日にマデイーナて亡くなられ 
ました。 

歴史家によると、預言者ムハンマドはマッカからマチイ 
—ナヘの匕ジュラにおいて、西暦622年、サフアル月の27日、 
木曜日の夕方、サウル山の洞窟に入られました。月曜日の夜に 
洞窟を出て、西暦て'は9月の20日、そしてラビーウル • アッワ 
ル月の8日、月曜日にマデイーナ近郊のクーパの村に到着しま 
した。この幸福な日は、ムスリムの「匕ジュラ歴」の始まりの 
日となりました。シーア派ての匕ジュラ太陽暦の始ま U は、こ 
れよ U 6か月前になります。すなわち、拝火教徒のノールーズ 
の祝日て'ある3月20日に始まつています。夜と昼が等しい価値 
を持つ木曜日にもクーパに滞在し、金曜日にその地を離れ、そ 
の日、マデイーナに入られました。その年のムハッラム月の第 
一日が、匕ジュラ太陰暦の初日とされました。この太陰暦の初 
日は、西暦ては7月16日の金曜日てした。いずれかの西暦の年 
始が該当する匕ジュラ太陽暦の年は、この西暦から622を引い 
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たものてす。またいずれかの匕ジュラ太陽暦の年始が該当する 
西暦の年は、この太陽暦に621を足したものてす。 

2. イスラー厶の五つの条件のうち二つめは、その形式や 
フアルド「義務」に適した形て'、毎日5回の「定められた時間 
に礼拝を行うこと」てす。全てのムス 1 」ムは毎日、定められた 
時間に礼拝を行うこと、それらを正しい時間に行つていると認 
識していることがフアルド「義務」になります。無知な人々、 
派に属さない人々が作つた誤つた暦に従つて時間より前に礼拝 
を行うことは罪になり、この礼拝は正当なものと見なされませ 
ん。同時に、ズフルの最初のスンナと、マクリブのフアルド「 
義務の礼拝」を、礼拝を行つてはいけない時間にしてしまう要 
因にもなります。礼拝の時間が来たことは、ムアッズィンがア 
ザーンを唱えることによつてわかります。信仰を持たない人に 
よつて、もしくはスピーカーなどを用いて唱えられるアザーン 
は、「ムハンマドのアザーン」とは呼ばれません。礼拝はフア 
ルド、ワージブ、スンナに注意を払い、心をアッラーに寄せ、 
時間が過ぎる前に行わなければなりません。クルアーンては、 
礼拝のことを「サラート」と表現しています。イスラームにお 
ける「サラート」とは、イルミハルの本て書かれている形て、 
一定の行動をし、一定の言葉を唱えることてす。礼拝は「イフ 
ティタフ • タクビール」によつて始めます。すなわち、男性は 
手を耳の高さまて上げた後てへその下に下ろし、女性は手を肩 
の高さまて上げた後て胸の前て組み、「アッラーフ_アクパル 
」と唱えることにより始まります。最後は、座つた状態て'頭を 
左右の方に向け、「アッサラーム，アライクムワラフマト 
ウッラー」ということて'終わります。 

3. イスラームの五つの条件の三つめは、「財産に対 
してザカートを行うこと」てす。ザカートの辞書的な意味は、 
清めること、ほめること、そしていい状態になることて'す。イ 
スラームにおけるザカートは、必要最低限のもの以上、そして 
「ニサーブ」として定められている一定の基準以上のザカート 
をするべき財産を持つ人が、財産のうち一定の量を取り分け、 
クルアーンて定められているムスリムたちへ、相手を軽視した 
りすることなく与えることて'す。ザカートは七つの層に属する 
人に与えられます。四つの派ごとに、四つの種類のニサーブが 
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定められています。金や銀のザカート、貿易用の品のザカート 
、一年の半分以上を平原て放牧されている四足の家畜、そして 
土から収穫されるもののザカートて'す。この四つめのザカート 
を「ウスル」と呼びます。収穫されるとすぐにこのウスルが支 
払われます。残りの三つのザカートは、ニサーブの量に達して 
から1年後に支払われます。 

4. イスラー厶の五つの条件のうち四つめは、「ラマ 
ダーン月に毎日断食を行うこと」てす。断食を行うことを「サ 
ウ厶」と呼びます。サウムは辞書的には、何かを何かから守る 
ことを意味します。イスラー厶においては、その条件に留意し 
つつ、ラマダーン月にアツラーのご命令故に、毎日三つのもの 
から自らを守ることを意味します。この三つのものとは、食べ 
ること、飲むこと、そして性的交渉て'す。ラマダーン月は空に 
新月が見られることで始まります。カレンダーに前もって計算 
を書き加えることて始まるのてはありません。 


5. イスラームの五つの条件の五つめは、「それがてき 
る状態にある人が生涯に一度ハツジを行うこと」てす。道中が 
安全て、体が健康てあり、マツカの町に行って帰ってくるまて 
に家に残す家族が生計を立てられるだけの財産と、そこに行っ 
て戾ってくることのてきる人が、生涯に一度崇高なる力ーパを 
周回すること、アラフアトに留まることはフアルド「義務」て 
す。 

この時やってきていた人は、預言者ムハンマドのこの答 
えを聞いて、「あなたは正しいことを言っている、アツラーの 
使徒よ」といいました。その場にいたサハーパたちはこの様子 
に驚いていたとウマルは伝えています。なぜなら彼は質問し、 
かつその答えが正しいと評価したからてす。何かを尋ねること 
は、知らないことを学びたいと求めていることを意味します。 
あなたが言っていることは正しいと答えたのてあれば、その人 
がそれらを知っていることを意味しているのてす。 

このイスラームの五つの条件の5ち最も重要なものは、 
「信仰告白の言葉を唱えること」、そしてその意味を信じるこ 
とてす。その次に重要なことが、礼拝を行うことて'す。それか 
ら断食を行うこと、ハツジを行うことと続き、最後がザカート 
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を支払うことてす。信仰告白の言葉が最も重要て'あることにつ 
11ては意見が一致して t ぼす。残りの四つの順序についても、 
学者たちの多くは上記のように述べています。信仰告白の言葉 
は、イスラームの最初期に、最初にフアルドとなったものてす 
。5回の礼拝は、預言者て'あることが明らかになってから12年 
目、匕ジュラの一年と少し前にミラージュの夜に定められたも 
のて'す。ラマダーン月の断食は、匕ジュラの2年目にシャーパ 
ン月に定められました。ザカートを支払うことは、断食がフア 
ルドとされた年のラマダーン月てフアルドとなりました。ハツ 
ジは、匕ジュラから9年目にフアルドとなりました。 

誰かがイスラームの五つの条件のうち一つを否定した場 
合、すなわちそれを信じず、認めない場合、あるいはそれをか 
らかったり敬意を払わなかったりした場合は、その人は信仰を 
持たない人「力ーフィル」となります。またハラールもしくは 
ハラームて'あることが明白に、意見の一致によって宣言されて 
I »るもののうちどれかを認めな11場合、すなわちハラールをハ 
ラームといったり、ハラームをハラールといったりする人もま 
た、力ーフィルとなります。宗教上必ず認識されるべきもの、 
つまりイスラーム国家に暮らし、教えについて知識のな 1 1人々 
てすら耳にし、知っているような宗教上の知識のうちどれかを 
否定する人、気に入らない人も力ーフィルとなります。 

例えば、豚肉を食べること、アルコール飲料を飲むこ 
と、賭博を行うこと、女性が頭や髪、腕や足を見せること、男 
性が膝とへその間が見える状態て'他の人の前に現れることはハ 
ラームてす。つまりアツラーが禁じられています。アツラーの 
ご命令と禁止事項を教えて t 〗 る四つの派は、男性が隠すべき場 
所についてそれぞれ異なった見解を示して 1 1ます。ムスリムは 
、自分が所属する派が示している見解に従って、隠すべき場所 
を覆うことが必要てす。またそれらの場所が見えている人を他 
の人が見ることもハラームてす。「幸福の錬金術」ては、女性 
が頭や髪、腕、足が見える状態て外を歩くことがハラームて'あ 
ると同様に、薄く、飾リの多く、ぴったりとしていてよい香り 
のする服て外に出ることも禁じられています。このような姿て 
外に出ることを認め、許し、またそれを気に入る親や兄弟もそ 
の罪を共に行つたことになります。もし悔悟を行えば、その罪 
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は許されます。アツラーは悔悟を行う者を愛されるのてす。 


ムスリムてあると話す人は、その行いがイスラームに 
おいて適したものて'あるかどうかを知る必要があります。もし 
知らないのて'あれば、預言者ムハンマドに従う学者に尋ねた IJ 
、そうした学者の本を読んだりするべきてす。行つていること 
がイスラームに適したことてなければ、罪や教えへの嫌悪とな 
ります。毎日真の悔悟を行うことが必要て'す。悔悟を行えば、 
罪も教えへの嫌悪も必ず許されます。悔悟を行わなければ、現 
世と来世てその罰を受けることになります。この罰については 
この本の樣々な箇所て書かれています。大きな罪を犯したムス 
リムは、その罪に相当するだけ地獄て焼かれた後、そこから出 
されます。アツラーを信じず、イスラームを壊滅させようと努 
めた人は、永遠に地獄に留まることになります。 

男性 • 女性が礼拝中及び常に隠して t 〗 なければ11けな 
い場所を、「アウラの場所」と呼びます。アウラの場所を見せ 
ること、他者のアウラの場所を見ることはハラームてす。イス 
ラームにはアウラなどといつたものはない、と発言する人は力 
—フィルとなります。四つの派が一致してアウラと見なしてい 
る場所を見せ、また他者のその場所を見ることがハラールてあ 
るという人、重要視しない人、その罰を恐れない人は力ーフィ 
ルとなります。女性がアウラの場所を見せること、男性のいる 
場所て歌を歌うこと、マウリードを唱えることも同様て'す。男 
性のひざと鼠蹊部の間は、ハンパ 1 J 一派てはアウラとされてい 
ません。 


私はムス 1 」ムだという人は、信仰と信仰の条件、そし 
て四つの宗派が見解を一致させているフアルドとハラームにつ 
いて学び、それに重きを置くことが必要てす。知らないことは 
弁解にはならな 1 1のて'す。知らないことは信じないことのよう 
です。女性の顔と手以外の場所は、四つの宗派においてハラー 
ムてす。見解が一致していないもの、つまり残りの三つの宗派 
のうちどれかにお 1 1てはアウラてはな 1 1場所を、重きを置かず 
見せる人は力ーフィルにはならないものの、それぞれの宗派に 
おいては大きな罪を犯したことになります。男性がひざと鼠蹊 
部の間を見せることはこれに該当します。知らないことについ 
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ては学ぶことがフアルドとなります。学んだ時にはすぐに悔悟 
を行い、そこを覆うべきてす。 

嘘をつくこと、陰口、噂話、中傷、窃盗、不正行為、 
裏切り、心を傷つけること、人々の間に不和を生じさせること 
、他者の財産を許可なく使うこと、労働者、運搬人の料金を支 
払わないこと、国家に反逆すること、すなわちその法律、憲法 
の命じていることに従わないこと、税を支払わないことも罪て 
す。これらは、信仰を持たない人、信仰を持たない国家に対し 
ても行うことはハラームとなります。教えについて無知て'ある 
人の耳に入るほどよく知られていて、必須というわけて'はない 
事柄をその人たちが知らないことは、不信仰にはなりません。 
ただ、罪となります。475ページを参照してくた'さい。 
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イーマーンの条件 

ウマルは語つています。「この人はさらに尋ねていつ 
た。アツラーの使徒「アツラーが祝福と平安をお与えください 
ますように」よ、イーマーンが何て'あるかについても私に教え 
てくたさ U 、 と」 

イスラームが何てあるかを尋ね、答えを得てから、天 
使ジブラーイール「彼の上に祝福あれ」は預言者ムハンマド「 
アツラーが祝福と平安をお与えくださいますように」にイーマ 
—ンの真実とあり方を尋ねています。イーマーンは辞書的には 
、誰かを完全に正しいと認識すること、彼を信じることを意味 
します。イスラームにおけるイーマーンとは、預言者ムハンマ 
ド「アツラーが祝福と平安をお与えくださいますように」がア 
ツラーの使徒て'あること、アツラーによつて選ばれた、使者て 
あることが正しいと認識し、それを信じ、口にすること、預言 
者ムハンマドがアツラーからお伝えられたことを信じること、 
てきる限り信仰告白の言葉を唱えることてす。強 1 1信仰とは、 
火が焼くこと、ぺビが毒を持つて人を死なせることを熟知して 
それらを避けるように、心から完全にアツラーとその特性の偉 
大さを知り、信仰し、そのご満悦、美を求め、お怒りや罰から 
逃れること、そして大理石の上に書かれた文字のように、信仰 
を心に強く定着させることて'す。 

預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えく 
ださいますように」が教えられたイーマーンとイスラームは同 
— T す。信仰告白の言葉を信じることはその双方に含まれます 
。いくつかの一般的な、もしくは個別の違いがあるとはいえ、 
辞書的な意味が異なつて 1 1ても、イスラームにお 1 1てはその差 
はな t 〗 のてす。 

イーマーンとは唯一のものてしょうか、それとも複数 
のものが一体化したものて'しようか。一体化したものてあるな 
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ら、そこにはいくつのものがあるのてしょうか。行動や崇拝行 
為はイーマーンによるものてしょうか、違うのて'しょうか。私 
は信仰を持つ、というのて'あれば、インシャラーということは 
適当てしょうか、違うのて'しょうか。イーマーンには大小はあ 
るのてしょうか。イーマーンを持つことは、自らの力ててきる 
ことてしょうか。信者は無理にイーマーンを持つのてしょうか 
。イーマーンに強制があるなら、皆がイーマーンを持つことが 
なぜ命じられたのて'しょうか。これらを個別に説明することは 
非常に長い時間を要します。従つてここては、これらの問いに 
—つ一つ応えていくことはしません。しかし、次のことは知つ 
ておくべきて'しょう。アシュアリー派とマートゥリーティー派 
によるなら、可能てはな 1 1ことをアツラーが命じることはあり 
得ません。ご自身にとつて可能ても、人間の力がそれには及ば 
ないことを命じられることは、マートゥリーディー派によれば 
あり得ないことてあ IJ 、アシュアリー派によればそれはあり得 
ることてはあるけれども、命じられてはいないとされています 
。人が空を飛ぶことなどがその例て'す。イーマーン、イパーダ 
、宗教的実践においてアツラーはしもべの力が及ばないことは 
命じられてはおられないのてす。たからムスリムてありつつも 
精神に異常をきたしている場合、もしくは不注意てあつたり、 
眠つていたり、あるいはすてに死亡していたりする場合は、そ 
の状態においてイスラームを認めていなかつたとしても、ムス 
リムてあるという状態は維持されます。 

このハディースては、イーマーンの辞書的な意味を考 
えるべきてはありません。辞書的には認めること、信じること 
という意味て'あるということは、宗教の知識を持たないアラブ 
人て'あつてさえ、知らない人は皆無てあるからてす。だからサ 
ハーパたちがそれを知らなかつたとは考えられないのてす。天 
使ジブラーイールはイーマーンの意味をサハーパたちに教える 
ことを望み、預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与 
えくださ 1 1ますように」にイスラームては何をイーマーンとす 
るかを尋ねたのてした。「イーマーン」とは、気づきにより見 
出し、あるいは良心によつて見出し、もしくは何らかの根拠に 
よつて論理的に理解すること、あるいは選んだ、気に入つた言 
葉を信頼し、それに従い、定められた六つの事柄を心から信じ 
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ること、それを口に出すことてす。預言者ムハンマド「アツラ 
一が祝福と平安をお与えくださいますように」も、イーマーン 
とは定められた六つのことを信じることてある、ということを 
次のように示されました。 

1. この六つの事柄の一つめは、「アツラーが「常に存在 
が必須」てあるお方てあり、真に崇拝されるべき存在てあり、 
全ての被造物の創造主てあることを信じることてす。」現世と 
来世にある全てのものを何の材料も用いず、時間もかけず、か 
つ比類なきものとして無から創造されたのが、ただ崇高なるア 
ツラーてあると絶対的に信じることてす。全ての物質、原子、 
量子、要素、混合物、組織体、細胞、生命、死、あらゆる出来 
事、あらゆる反射、全ての力、エネルギー、動き、法則、魂、 
天使、生命の有無に関わらず全てのものを無から創造され、全 
てをあらゆる瞬間に存在させられるのは、ただアツラーてす。 
世界にある全てを、何もない、全てが無て'ある状態から瞬時に 
創造されたように、あらゆる瞬間に新たに創造され、また最後 
の審判の時が来れば、全てを瞬時に無とされます。存在する全 
てのものの創造主、主、統治者はアツラーてあり、アツラーを 
支配し、命令を下し、アツラーよりも優れた存在はない、と信 
じることが必要なのてす。全ての崇高さ、完成された特質はア 
ツラーのものてす。アツラーには一切の欠点や不足はありませ 
ん。望んだことを全て実践されます。そのみわざは、ご自身の 
為、あるいは誰かにとつて効果があるゆえに行われるのて'はあ 
りません。また混同させる為に行われることもありません。あ 
らゆるみわざに英知と効用、恵みがあります。 

アツラーはしもべによいもの、価値のあるものを与え 
たり、人に善行を与えたり、罰を与えたりする義務を負うわけ 
て'はありません。罪を行う人の全てを天国に入れられたとして 
も、それはその崇高さ、恵みにふさわしいものてしょう。また 
従い、イパーダを行う人の全てを地獄に入れられたとしても、 
その公正さに適したものとなつて U たことてしょう。しかしア 
ツラーはムスリムて、イパーダを行う人々を天国に入れられ、 
教えを否定する人々を地獄て永遠に罰されることを望まれ、そ 
れを告げられているのてす。アツラーは約束をたがわれること 
はありません。生命を持つ全てのものが信仰を持ち、従つたと 



シヤイフ.アブドゥルハツク.ダフラウィー師 11] はへ: 
ルシア語のその「タクミ-ウルイマーン」という本て次のよう 


[1] アブドゥルハック•デフレヴィは1052年「西暦1642年」にデリー 
で死去しました。」 


しても、アツラーに何かの効果があるわけてはありません。ま 
た全世界が教えを否定し、激しく反抗したとしても、アツラー 
に何らかの害が及ぶわけてはあ U ません。しもべが何かをする 
ことを望み、それをアツラーも望まれれば、それを創造されま 
す。しもべの全ての行動を創造されるのはアツラーてす。アツ 
ラーがそれを望まれず、創造されなければ、何も動くことはあ 
りません。アツラーが望まなければ、誰も力ーフイルとなるこ 
ともありません。反抗することもてきません。教えへの敵対や 
罪を望まれたとしても、それに満足されることはありません。 
アツラーのみわざには誰も干渉することはてきません。なぜこ 
うしたのか、こうしたらよかつたのにという権利、その理由を 
問う力や権利は誰にもありません。シルク「アツラーに何もの 
かを配すること」と不信仰以外、大きな罪を犯し、悔悟もせず 
死んだ人を、アツラーはお望みてあれば許されます。小さな罪 
の為に罰せられることもあります。ただし信仰を否定する者と 
して死んだ場合は、決して許されず永遠に罰せられることが告 
げられています。 
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に記しています。ハデイースては次のように語られている。「 
最後の審判の日、あなた方の主を14番目の月に見たかのように 
見るだろう」アツラーは現世において人知を超越しているよう 
に、来世においても同様て'しょう。 アプル， ハサニ • アシ ユア 
リーやイマーム，スユーテイのような偉大な学者たちは天使た 
ちも天国てアツラーを見ると語つています。アブー • ハニファ 
やその他の学者たちは、ジンがサワーブを得られず、天国に行 
くことがてきないこと、ただし信仰を持つジンは地獄から救わ 
れることを語つています。女性は現世てのイードのように年に 
数回、完全な信者は毎日朝晩、それ以外の信者は金曜日にアツ 
ラーのお姿を目にします。私の考えては、信者て'ある女性と天 
使、ジンもまた、この吉報に含まれているのてす。聖ファーテ 
イマ、聖カテイージヤ、聖アーイシヤやその他の預言者ムハン 
マド「アツラーが祝福と平安をお与えくださいますように」の 
ご家族、そしてマ 1 」ヤムやアーシヤのような完成された忍耐強 
11女性たちは、それ以外の女性たちとは区別されるのが適切て 
しょう。イマーム’スユーテイもそのことを示唆しています。 

私たちはアツラーをお目にかかるということを信じる 
べきてあり、それがどのような形て'行われるのかを考えるべき 
てはありません。なぜならアツラーの行われることは、人知の 
及ばな11ものて'あるからてす。この世界ての出来事に類したも 
のてはなく、物理や化学の知識て対応て'きるものてはな 1 1から 
てす。アツラーには方向はありません。アツラーは物質て'はな 
く、物体てもありません。要素てもなく、それらが合成された 
ものてもありません。数えられるものてはなく、測定て'きるも 
のて'もありません。計算て'きるものてもあ U ません。またアツ 
ラーに変化は生じません。時空を超えた存在てあられ、ある場 
所に存在されるわけてはありません。アツラーには過去も未来 
も、前も後ろも、上も下も右も左もありません。だから、人の 
考え、人の知識、人の理性はアツラーについて何も把握するこ 
とはてきな11のてす。アツラーがどのようにご覧になつている 
か、ということを理解することもてきません。手、足、姿、場 
所といつたアツラーにつ t 〗 て許容されな 1 1表現がクルアーンや 
ハチイースて用いられているのは、私たちが理解し認識してお 
り、今日用いているような意味てはありません。このようなク 
ルアーンの言葉やハチイースを「ムタシ ヤービ ハートゥ」「隠 
喩的なもの」と呼びます。これらは信じるべきて'あり、かつそ 
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れがどういう形て行われるのかを知ろうとするべきてはありま 
せん。あるいはこれらについて短くもしくは長く詳細に「解釈 
」がなされます。つまりアツラーにふさわしい意味が与えられ 
ます。例えば手という語は、力、熱源という意味なのてす。 

預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えく 
ださいますように」は、アツラーをミラージュの際に目にされ 
ました。これは、この世界てのような、目て見ることてはあり 
ません。誰かがアツラーをこの世界て'見たというの r あれば、 
彼はズンドウクとなります。アツラーの友てある人たちの見方 
は、現世や来世を見るというようなものてもありません。つま 
u 「視覚的」なものてはないのて'す。彼らは「心の目て見てい 
る状態」てす。アツラーの友てある人々の中にはアツラーを見 
たという人が 1 1たとしても、それは心の目て'見たものを視覚と 
とらえているか、解釈を通して理解すべき言葉として用いてい 
るかのどちらかなのてす。 

質問：アツラーを現世において目て見ることは許容され 
たものてあると先にも述べられている。許容されている事柄が 
実際に起こつたと述べる人がなぜズンドウクとされるのか。そ 
れが起こつたと語つた場合にその人が力ーフイルとされるのて 
あれば、その事柄は許容されて 1 1ると言えるだろうか。 

答え：辞書的には、許容される「ジヤイズ」とは、それ 
が起こつても起こらなくてもどちらても適切て'あるという意味 
てす。しかしアシュアリー派ては、見ることが許容されるとい 
うことは、アツラーがこの世界に近くあられること、前におら 
れること、またこの世界て創造された物理的な法則に基づいて 
見ること以外を指すものて'あり、人において全く特別な見る力 
を創造されるだけの力があるということを意味します。例えば 
、中国にいる目の見えない人に、アンダルシアのハエを見せる 
、もしくは地球にいる人に月や星にあるものを見せるだけの力 
が十分にあり、それは許容されているのてす。このような力は 
、アツラーのみに限られるものてす。二つめとして、この世界 
て見たということは、クルアーンの言葉や学者たちの一致した 
意見にそぐわないものてす。だから、このようなことを話す人 
は、「ムル匕ド」もしくは「ズンド」ウクになるのて'す 。三つ 
めとして、この世界て見ることが許容されているということは 
、アツラーをこの世界て、物理的な法則に従つてみることが許 
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容されているということを意味しないのてす。しかしアツラー 
を見たと話す人は、他のものを見るのと同じようにアツラーを 
見た、といつたことになります。これは許容されていない見方 
なのてす。これと同様に、不信仰をもたらすようなことを話す 
人をムル匕ドもしくはズンドゥクと呼びます。「メヴラーナ- 
ハーリド師はこの答えの後て、注意してくださいと述べ、これ 
によつて二つめの答えがより確実なものてあることを示唆され 
ています」「ムル匕ド」及び「ズンドゥク」と呼ばれる人々は 
、自分たちがムスリムて'あると言います。「ムル匕ド」は、こ 
の言葉て嘘をついてはいません。自分がムスリムてあり、正し 
い道にあると信じているのてす。ズンドゥクは、イスラームの 
敵てす。イスラームを内部から崩壊させ、ムスリムを騙す目的 
て'ムスリムのようなふりをしている人々のことを指します。 

アツラーにおいて朝と夜、もしくは時間の経過がある 
ことは考えられません。どの観点からも全く変容されることが 
なく、過去にこのようて'あられた、未来にはこのようになられ 
るということはてきません。アツラーは何ものとも一体化され 
ず、何ものとも統合されません。「シーア派のうち、聖アリー 
がアツラーと一体化したと見なすヌサイリーという派は、力一 
フイルとなります」アツラーと対になる存在、似ている存在、 
共同て何かを行う存在、援助者、庇護者はいません。母、父、 
息子、娘、配偶者はいません。常に皆のそばにおられ、全てを 
包括され、全てをご存じてす。それぞれの人にとつて、自分の 
頸動脈よりもより近い存在てす。しかしそばにおられること、 
包括されること、共におられること、近くおられることは、私 
たちの知つているような形てはありません。アツラーの近しさ 
は学者たちの知識、科学者たちの知能、アツラーの友て'ある人 
々の気づきや心の目による発見によつて理解されるようなもの 
ではありません。これらの内面は、人の理性が把握てきるもの 
てはな1のてす。アツラーはその特性にお11て同一てあられ、 
—切の変化、変容はありません。 「TefekkerQ IT alciillahi ve la 
tetefekkerQ fT z6tillQhi/ テフエツキユルフイーアラーリツ 
ラー匕ワラーテテフェツケルフイー ザー テイツラ 
一匕.]第一卷第46の手紙を読んてください。 

アツラーの美名は、「タウキーフイー」とされます。す 
なわち、イスラームが教える美名を述べることは許容されてお 
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り、それ以外を語ることは許容されていません。例えば、アツ 
ラーについてアーリム「全てを正しくご存じて'あるお方」とい 
うことはてきます。しかし、ファーキフ「知識を持つ者」とい 
うことはてきません。なぜならイスラームは、アツラーについ 
てファーキフとはいわないからてす。同様に、アツラーという 
名の代わりに、神という表現を用いることも許容されていませ 
ん。なぜならこれは例えば、ヒンズー教徒の神は牛てある、と 
いう表現に用いられる言葉てす。アツラーは唯一てあられ、ア 
ツラーの他に神はない、という表現をすることはてきます。外 
国語における Dieu , Gott , God といつた言葉も、神という意味て 
使われる物て'あ U 、アツラーという言葉の代わりに用いること 
はてきません。 

アツラーの美名は限りなくあります。1001個の名が、 
人には知られています。つまり多くの名のうち1001個を人間に 
教えられたのてす。預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安 
をお与えくださいますように」はそのうちの99を教えられまし 
た。これをアツラーの美名「エスマ-イフスナ」と呼びます 


前述したとおり、アツラーの「ザートの特性」は六つ 
てす。「スブートの特性」は、マトウリデイによれば八つ、ア 
シャ U によれば七つてす。これらの特性も、アツラーご自身と 
同様に始まりも終わ U もな 1 1ものて'す。すなわち無限にあるも 
のてす。それらは神聖なものてあり、被造物の特性のようなも 
のて'はありません。知や推論によつて、あるいは現世のものに 
似せることによつて理解されることはありません。アツラーは 
これらの特性からそれぞれの例を、人々に恵みとして与えられ 
ました。これらを見ることて'、アツラーの特性を少しだけ理解 
することがてきるのてす。人はアツラーを理解することがてき 
ないのてあり、だからアツラーについて考え、理解しようとす 
ることは許容されていません。アツラーの八つのスブートの特 
性はアツラーご自身と同じてもなく、異なつているわけてもあ 
U ません。すなわち、その特性はご自身てはなく、ご自身以外 
のものて'もありません。 

この八つの特性はハヤート「生命を持つ」、イリム「全 
てをご存じてある」、パサル「全てをご覧になる」、クドウラ 
「力が十分て'ある」、カラーム「語られる」、イラーダ「望ま 
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れる」、タクウイーンて'す。アシュアリー派て'はクドウラと夕 
クウイーンが同じものとされています。 


アツラーの八つの特性のどれもが、常にその状態て'あ 
ることを示します。どれにおいても一切の変化は生じません。 
しかし被造物への関わりにおいては、それぞれが多様なものて 
す。これらの特性の被造物への結びつきがその影響の観点から 
多様てあることは、これが常に変わらないものて'あることに害 
は与えません。同様にアツラーは、これほど多くの種類のもの 
を創造され、全てをあらゆる瞬間に消失から守つておられます 
。しかしやはり、アツラーは唯一の存在なのて'す。アツラーに 
変化は生じな 1 1のて'す。全ての被造物はあらゆる観点からアツ 
ラーを必要としています。そしてアツラーは、何ものをも必要 
とはされていないのてす。 

2 . 信仰され、信じられるべき六つの事柄の二つめが、 
「その天使たちを信じることて'す」。天使てす。天使「マーリ 
ク」とは使者、使い、あるいは力を意味します。天使は物体て 
あり、非常に軽やかて繊細な存在て'す。気体よりもさらに軽い 
存在てす。光を帯び、生命を持つています。知性を備えていま 
す。人間にあるような悪い事柄は、天使にはありません。あら 
ゆる形に入ることがてきます。気体が液体や固体になり、固体 
になつた時に形を持つよラに、天使たちも美しい形を持つこと 
がて'きます。天使は、偉大な人々の肉体から離れた魂て'はあり 
ません。キリスト教徒は天使をこのような魂て'あると見なして 
います。熱源、力のように物体のない存在てもありません。過 
去の哲学者の一部は、このように考えていました。それぞれを 
「マラーイカ」と呼びます。天使たちは生命体よりも先に創造 
されました。その為、啓典への信仰よりも前に、天使を信じる 
ように告げられています。啓典は、預言者たちよりも前て'す。 
クルアーンは、信仰するべきものの名前を、この順に示してい 
るのてす。 


天使への信仰は、次のようなものてある必要があ U ま 
す。天使たちは、アツラーのしもべて'す。共同て'何かを行う存 
在てはありません。アツラーの娘てもありません。力ーフイル 
てある人々や多神教徒てある人々にそのように考えられている 
ようて'す。アツラーは天使たちの全てを愛されます。天使たち 
はアツラーのご命令に従います。罪を犯す事はありません。命 
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令に反発することもありません。男性ても女性てもありません 
。結婚はせず、子供を生むこともありません。生命を持ち、生 
きています。アブドウラ— r ブン•マスドによれば、天使た 
ちの一部には子供がてき、イブリースやジンがそれてあるとさ 
れてはいますが、このことへの答えは、書物て'十分に説明され 
て 1 1ます。アツラーが人を創造しようと望まれた際に天使たち 
が「主よ、地上を台無しにするような、血を流すような存在を 
創造されるのてすか」と天使たちが「ゼツラ」と呼ばれる問い 
をしたことは、彼らが無垢て'罪を犯さな11存在て'あることと矛 
盾するものて'はありません。 

数が最も多11被造物が天使てす。その数はアツラー以 
外誰も知りません。天には、天使がイパーダを行つていない、 
空いた場所はありません。天のあらゆる場所は、ルクーやサジ 
ダを行う天使たちて満たされています。天て'、地て、草の上て 
、星て、生命を持つもの、持たないもの、雨の粒、木の葉、全 
ての微粒子、原子、あらゆる反射、動き、全てにおいて天使た 
ちの役割があります。あらゆる場所てアツラーの命令に従つて 
いるのてす。アツラーと人の間の媒介とな u ます。一部の天使 
は、他の天使の長の立場にあります。一部は預言者たちに知ら 
せをもたらします。また一部は人々の心によい考えをもたらし 
ます。これを「イルハム」といいます。一部の天使は、人間や 
その他の被造物のことを知りません。アツラーの美を前にして 
夢中になつているのてす。それぞれの天使には定められた場所 
があります。そこから離れることはありません。一部のものに 
は2枚、一部のものには4枚かそれ以上の翼があります。それぞ 
れの動物の翼や飛行機の翼がそれぞれに固有て'あり、互 t H こ似 
ていないように、天使たちの翼も彼らに固有のものてす。人は 
見たことのない、知らないものの名前を聞いた時には、それを 
知つているものと同じように思い、過ちを犯します。天使たち 
には翼があり、私たちはそれを信じます。しかしそれがどのよ 
うなものてあるかを知ることはてきません。 

教会や雑誌、映画などて天使として現れる、羽の生え 
た女性像は架空のものてす。ムスリムてはな11人々のこうした 
绘を真実だと思い込んてはいけないのてす。天国の天使は、天 
国にいます。そのうちの崇高な存在の名は「ルドウパン」とい 
います。地獄ての天使たちの名は「ザバーニ」てす。彼らは地 
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獄において命じられた役割を果たします。地獄の炎は彼らに害 
を与えることはありません。海が魚に害を与えないのと同様て 
す。地獄のザバーニのうち著明なものの数は19て'あ IJ 、 そのう 
ち最も偉大な天使の名が「マーリク」てす。 

全ての人々の善悪全ての行いを記録し、夜に二人、昼 
に二人が役目を果たしている四人の天使の名を「キラーマン • 
力ーティビーン」、もしくは「記録の天使」と呼びます。記録 
の天使は他にも11るとも言われて 1 1ます。右側に1る天使は左 
側に t 〗 る天使を管理しており、よい行 1 1とイパーダを記録しま 
す。左側の天使が悪い行いを記録します。墓において力ーフィ 
ルや反抗的なムスリムに罰を与える天使と、墓て'質問をする天 
使がいます。質問をする天使を「ムンカル」と「ナキル」と呼 
びます。ムスリムに質問をする天使を「ムパッシル」と「パシ 
ル」とも呼びます。 

天使たちの間には優位性の違11があります。最も崇高 
な天使を四大天使と呼びます。これらのうち一番目は「ジブラ 
ーイール」てす。彼の役割は預言者たちに「啓示」をもたらす 
こと、命令と禁止事項を伝えることてす。二番目は「スール」 
と呼ばれるラッパを吹く、「イスラーフィール」という天使て 
す。スールは二度、吹かれます。一度めては、アッラー以外の 
全ての生物が死に絶えます。二度めては、全てが再び蘇ります 
。三番目の天使は、「ミカーイール」てす。経済の秩序を司り 
、安らぎや心地よさをもたらし、あらゆる物質を動かすことが 
彼の役割て'す。四番目は「アズラーイール」てす。人々の命を 
取るのがこの天使てす。この四大天使について偉大てある天使 
たちは四つの階級に分類されます。 「ハマ ラ•イ • アル シユ」 
と呼ばれる天使は四人て'すが、最後の審判の時には八人になり 
ます。アッラーの御前にいる天使を「ムカッラビーン」と呼び 
ます。罰を与える天使たちのうち崇高なものを「カルービヤー 
ン」と呼びます。慈悲を与える天使をルハーニヤーンと呼びま 
す。これらの天使は全て、天使たちのなかてより崇高な存在て' 
す。彼らは預言者たちよりも、全ての人々よりもよ U 崇高な存 
在て'す。ムスリムのうち、誠実な信者たちやアッラーの友と呼 
ばれる聖人たちは天使たちのうち地位の低い者たちよりもよ U 
崇高て'あるとされます。天使たちのうち下位に位置する者ても 
、ムスリムの中て'下位に位置する人々、すなわち教えに対して 
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反発していたり大罪を犯したりする人々よりは崇高て'す。 

力ーフイルたちはあらゆる被造物よりも下位に当たり 
ます。一度目のスールが吹かれると、四大天使とハマラ•イ • 
アルシユ以外の全ての天使もいなくなります。その後、ハマラ 
•イ • アルシユと四大天使もいなくなります。二度目のスール 
が吹かれると、まずすベての天使たちが復活します。ハマラ • 
イ • アルシユと四大天使は、二度目のスールが吹かれるよりも 
前に復活します。砂割これらの天使たちは、全ての生命体より 
も先に創造されたように、全ての生命体よ IJ も後に11なくなる 
のてす。 


3. 信仰されるべき六つの事柄のうち三つめは、「アツラ 
一が下された書を信じること」てす。アツラーはこれらの書を 
、天使たちを通して一部の預言者たちの神聖な耳に語られ、ま 
た一部の預言者たちには銘板として書かれた状態のものを、ま 
た一部の預言者たちには天使を通さずに、下されました。これ 
らの書の全てはアツラーのお言葉てす。始まりも終わりもない 
ものてす。創造されたものてはないのてす。これらは天使や預 
言者たち自身の言葉ではありません。アツラーのお言葉は、私 
たちが書き、記憶し、話している言葉のようなものて'はありま 
せん。文字や言葉、頭にあるようなものてはないのてす。文字 
や音はあ U ません。アツラーを、そしてその特性を人間は理解 
てきません。しかしそのお言葉を人間は読むのて'す。頭に留め 
ておき、書くのてす。私たちと共にあればそれはハーテイス「 
最初からあるものてはなく、変容する存在」となります。アツ 
ラーのお言葉は、人間たちの元にある時は被造物てあり、ハー 
デイスとなるのてす。アツラーのお言葉てあるという点を考え 
るなら、それはカデイーム「始まりも終わ U もないもの」てす 


アツラーの下された書の全ては正しく、真実てす。つ 
まり、過ちてはありません。罰、処分を行うと語つた後て許さ 
れることは許容されるものとはいえ、私たちの知ることのて'き 
ない条件、もしくはアツラーのご意志によるものとなります。 
あるいは、そのしもべが受けるべき罰を許されるという意味て 
す。罰や処分を告げる言葉は、それが許された時には嘘を述べ 
たことにはならないのてす。アツラーが約束された恵みを与え 
られないことは許容されることてはなかつたとしても、罰を許 
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されることは許容されることなのてす。理性も、またクルアー 
ンの言葉もそれを示すのてす。 

何らかの支障がない限りは、クルアーンの言葉やハチ 
ィースに明白に理解され得る意味をあてることが必要て'す。そ 
れらに似た、他の意味をあてることは許容されていません。ク 
ルアーンとハチィースは、クライシュ族の言葉と方言て'記され 
ています。それらの言葉には、1400年前にヒジヤーズ地方て用 
いられていた意味を充てることが必要となります。時の経過と 
共に変化した、今日用いられている意味をあてて翻訳すること 
は正しいことて'はありません。隠喩「ムタシヤービフ」と呼ば 
れるクルアーンの言葉には、理解されて11な 1 1秘められた意味 
があります。これらの意味はただアツラーがご存じて'あり、幽 
玄界からの智が与えられた、ごくわずかな選ばれた偉大な人々 
のみが、自分たちに明らかにされた形てそれを理解することが 
てきるのて'す。それ以外の誰も、理解することはてきません。 
だから隠喩的なクルアーンの言葉については、それがアツラー 
のお言葉てあると信じ、その意味を探ろうとしては 1 1けないの 
てす。アシュアリー派の学者たちはこのような言葉を長く、も 
しくは短く「解釈すること」は許容されるとしています。ここ 
ての解釈とは、その言葉の様々な意味の中から、一般的て'ない 
ものを選ぶという意味て'す。例えば、夜の旅章に置ける「アツ 
ラーの御手は、彼らの手の上にある」という意味になる言葉は 
、アツラーのお言葉てす。アツラーがこれにより何を望まれて 
いるのてあれ、それを信じた、というべきなのてす。この意味 
を私は理解て'きない、アツラーのみがご存じだ、ということが 
最適の道なのて'す。アツラーの知識は私たちの知識のよラなも 
のて'はなく、アツラーのご意志も私たちの意志には似ても似つ 
かないものてす。アツラーの御手も、しもべたちの手のような 
ものてはな 1 1のて'す。 

アツラーの下された書において、いくつかの章はその 
読み方もしくは意味のみ、あるいはその両方が取り消され、ア 
ツラーによつて変えられています。クルアーンは全ての啓典を 
取り消し、その規定を無効としました。クルアーンにおいては 
最後の審判の日まて、決して誤 U や忘却、過度や不足はあり得 
ないのてす。過去と未来の全ての知識が、クルアーンにはあり 
ます。従って全ての啓典よりも優れ、尊い存在て'す。預言者ム 
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ハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくださ 1 1ますように 
」の最大の奇蹟は、クルアーンてす。全ての人間とジンが集ま 
り、クルアーンの中て最も短い章ほどの言葉を語る為に努力し 
たとしても、それはできないのてす。アラビアの全ての雄弁な 
人々、文学者、能弁な詩人立ちが一か所に集まつて努力をした 
ものの、短 1 1章程の言葉てすら語ることはてきませんてした。 
クルアーンと対抗することがてきず、驚愕したのてした。アツ 
ラーはイスラームに敵対する人々が、クルアーンを前にして無 
力て弱い存在とされました。クルアーンの雄弁さは、人の力を 
超えたものて'す。人間はそのように語ることはてきな11のてす 
。クルアーンの言葉は、人の韻律、韻を踏まない散文、そして 
韻を踏んだ言葉には似てはいません。一方て、アラビアの文学 
者が用いる文字によつて語られています。 

啓典のうち私たちに教えられているものは、104あり 
ます。これらのうち10ページは預言者「アーダム」に、50ペー 
ジは預言者「シート」に、30ページは預言者「イドゥリス」に 
、10ページは預言者「イブラー匕一厶」に下されたことがよく 
知られています。タウラート「律法」の書は預言者ムーサーに 
、「サブール」という書は預言者ダーウードに、インジール「 
新約聖書」という書は預言者イーサーに、そしてクルアーンは 
預言者ムハンマドに下されたのて'す。 

人が、命令を下すこと、何かを禁じること、あるいは 
何かを尋ねること、何かを伝えることを望むと、まずそれを頭 
て'考え、用意します。頭の中にあるこの概念を「カラーム•ナ 
フス」と呼びます。この概念に対しては、アラビア語、ペルシ 
ア語、トルコ語といわれることはありません。異なる言葉て'語 
られることは、これらがそれぞれに異なる意味を持つ理由とは 
なりません。これらの意味を表現する言葉を、「カラーム•ラ 
フズ」と呼びます。ここからわかることは、カラーム•ナフス 
は他の特性と同様、例えばイリム、イラーダ、パーシルのよう 
に、カラームという徳性の持ち主が備えた、変化しない固有の 
特性なのてす。カラー厶 • ラフズは、カラーム • ナフスを表現 
し、人の耳に入り、話す人の口から出る文字の集合体て'す。ア 
ツラーのカラーム「語られるお方」という特性は、決して沈黙 
しない、また被造物てもない、始まりも終わりもないものなの 
てす。アツラーのザートの特性てあるイリム、イラーダの特性 
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と同様、スブートの特性とは異なつてそれ自体が一つの特性な 
のてす。 


カラームという徳性は変化することのないものて'す。 
文字や音を持つものてはありません。命令、禁止事項、通告の 
ように、アラビア語、ペルシア語、へブライ語、トルコ語、ア 
ラム語といつたように、変化したりばらばらになつた IJ するこ 
とはありません。このような形を取ることもありません。文字 
として書かれることもありません。知能、耳、舌といつた器官 
や媒介は必要としません。どの言葉て'語ることが望まれるのて 
あれ、その言葉て語られます。このようにしてアラビア語て'語 
られたものがクルアーンと呼ばれ、へブライ語て語られたもの 
がタウラート「律法」てす。アラム語て語られたものがインジ 
—ル「新約聖書」 T す。「シェフルフル•メカーシド」という 
本 11] ては、ギリシア語て'はインジール、シリア語て'はザブール 
て'あると書かれています。」 

神の言葉は樣々な種類の事柄を伝えます。出来事、起 
こつたことを伝える場合、「知らせ」と呼ばれます。そうてな 
いものは「構文」と呼ばれます。行われるべきことを告げる場 
合は「命令」となります。行つてはいけないものを告げる場合 
は「禁止」どなります。しかし、神の言葉には変貌や複製はあ 
りません。下された啓典や頁の全てが、アツラーの「語るお方 
」という特性からもたらされたものてす。語るお方という特性 
、すなわちカラーム • ナフスからのものなのて'す。アラビア語 
となつたものがクルアーンてす。文字を持ち、書かれ、あるい 
は語られ、聞かれ、頭て覚えられ、韻が調つた形て下された啓 
示を、「カラー厶•ラフズ」もしくは「クルアーン」と呼びま 
す。このカラーム • ラフズは、カラーム • ナフスを示すものて 
あり、これをも神の言葉、そして神の特性と呼ぶことが r きま 
す。その全体をクルアーンと呼ぶように、その一部もクルアー 
ンと呼びます。 

カラー ム • ナ フスがマフ ルーク 「創造されたもの」て 
はなく、始まりも終わりもないものて'あることについては、正 


[1] 「シェフ ルフル•メカ ーシド」 はサド ウーツデイン.テフター ザ 
一二一によって書かれ、彼は792年「西暦1389年」にサマルカン 
ドで死去しました。 
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しい道を行く学者たちが意見を一致させています。カラーム • 
ラフズが始まりも終わりもな11存在てあるかどうかにつ 1 1ては 
、学者たちの意見は一致していません。カラーム•ラフズが始 
まりも終わりもないものとして11る人の一部は、カラーム•ラ 
フズが始まりも終わりもな 1 1ものてあると言つては 1 1けないと 
語つています。もしそれを、始まりも終わりもないものという 
のてあれば、カラーム • ナフスが始まりも終わりもないものて 
あることがわかるとしています。最も的確な言葉がこれて'しょ 
う。人の知性は、何かを示すものを聞いた時に、それを私たち 
の口から出した声、言葉がマフルーク「創造されたもの」てあ 
ることを指摘して11るのてす。預言者ムハンマドの道を行く学 
者たちは意見を一致させ、カラーム • ラフズもカラーム • ナフ 
スも、アツラーの言葉てあるとしています。この言葉に関して 
は、隠喩という手段に逸れた人々がいたとはいえ、カラーム • 
ナフスがアツラーの言葉てあるということは、アツラーの「語 
る」という特性てあるということを意味します。カラーム•ラ 
フズがアツラーの言葉てあるということは、アツラーがその創 
造者て'あることを意味します。 

問い：ここまての文章から、アツラーの永遠て'あるお言 
葉は聞くことがてきないことがわかります。アツラーの言葉を 
聞 1 1たということは、それを詠む声や言葉を聞 1 1たということ 
てす。もしくは、それを詠む声と永遠てあるカラーム•ナフス 
を理解したということて'す。全ての預言者、むしろすベての人 
は、この二つの形てあれば、そのお言葉を聞くことがてきます 
。預言者ムーサー「彼の上に平安あれ」が「カリームツラー」 
「アツラーの言葉」として区別される理由は何て'しょうか。 

答え：預言者ムーサー「彼の上に平安あれ」は神の公正 
さの範疇外のこととして、文字や音を持たないアツラーの永遠 
の言葉を聞きました。天国て'、私たちには理解て'きない、説明 
もて'きない形て'アツラーのお姿が目にされるように、説明て'き 
ない形てそれを聞いたのて'す。他に誰もそのような形て'聞いた 
人はいません。しかし、ただ耳て聞いたのて'はなく、体の全て 
の細胞て聞ききました。あるいはただ、木によつて聞かれまし 
た。しかし音によつてて'はありません。空気の振動やその他の 
形て聞 1 1たのて'はな 1 1のて'す。この三つの形て聞 1 1たという理 
由から、「カリームツラー」という名を得たのて'す。預言者ム 
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ハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくださ 1 1ますように 
」がミラージュの際にアツラーの言葉を聞かれたこと、天使ジ 
ブラーイールから啓示を得る際に聞かれたことも、このような 
形て実現したのて'す。 


4. 信仰されるべき六つの事柄の四つめは、「アツラーの 
預言者たちを信じること」てす。人々をアツラーの喜ばれる道 
に至らせ、正しい道を示す為に遣わされました。ルスールとい 
う語は、ラスールの複数形てす。ラスールとは、辞書的には遣 
わされた人、使者という意味て'す。イスラームにおける「ラス 
ール」とは、その本質、性格、知識、理性の点て'同時代に生ま 
れた全ての人々よりも優れており、尊く愛すべき人を意味しま 
す。一切の悪い性質、好ましくない態度はありません。預言者 
たちには「イスメツト」と呼ばれる特性があります。つまり、 
預言者てあることが明らかになる以前も、その後も、大小を問 
わずどのような罪も犯しては I けよいということて'す。預言者て 
あることが明らかにされた後、預言者てあることが人々にも告 
げられ、理解されるまては目が見えなかつたり、耳が聞こえな 
かつた U といつた事態にもなりません。全ての預言者に七つの 
特性があることを信じることが必要てす。これらは信頼、誠実 
さ、伝道、公正さ、罪のなさ、預言者としての英知、そしてア 
ムヌル • アズル、すなわち預言者とい5任務を解かれることは 
ない、というものて'す。ここての英知とは、非常に理性が高く 
、また思慮深 U ということてす。 

新たな教えをもたらす預言者を、「ラスール」と呼び 
ます。新たな教えはもたらさず、人々をそれ以前の教えに導く 
預言者を「ナビー」と呼びます。命令を伝え、人々をアツラー 
の教えに招くという点てラスールとナビーとの間には何の違い 
もありません。預言者たちを信仰するとは、その間に何の差も 
つけず、その全員が誠実て'正しいことを話す人て'あると信じる 
ことて'す。彼らのうちの誰かを信じない人は、預言者たち全員 
を信じないことになるのてす。 

預言者となることは、努力すること、空腹や苦しみに耐 
えること、イパーダを多く行うことによつて手にされるものでは 
ありません。ただアツラーの恵みと選択によるものて'す。人々の 
現世と来世ての仕事が問題のない、効果のあるものとなる為、そ 
して 有害な行いから身を守り、安らぎや導き、安泰へ至ることが 
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てきるよう、預言者を媒介として教えを下されたのてす。多くの 
敵を持ち、彼らを嘲笑い、悲しませたにも関わらず、アッラーの 
ご命令を人々に伝え、それを信じさせ、実行させる為に敵を恐れ 
ず、また敵から目をそむけることもありませんてした。アッラー 
は預言者たちが誠実さを持ち、正しいことを語つていることを示 
す為に、奇蹟によつて彼らを強められました。誰も、この奇蹟に 
関しては反発することがてきなかつたのて'す。預言者を認めて信 
じた人を、その預言者の「ウンマ」と呼びます。最後の審判の日 
には、ウンマの中から多くの罪を犯した人々についてとりなしを 
行う為の許しが与えられ、そのとりなしが認められます。ウンマ 
の中て、学者、誠実な信者、ワ IJ — 「アッラーの友、聖人」てあ 
る人々にも、とりなしの為にアッラーは許可を与えられ、彼らの 
とりなしも認められます。預言者たちはその墓において、私たち 
が知ることのてきない形て'、生きています。その祝福された肉体 
を、土は腐敗させることがありません。その為にハディースては 
、「預言者たちはその墓において礼拝をし、巡礼を行う」と言わ 
れているのて'す。 

サウジアラビアに存在する「ワッハーブ」派と呼ばれる 
人々は、このハディースを信じません。これらを信じる真のム 
スリムを不信心者と呼んて 1 1ます。意味が明白て'はなく疑わし 
I »伝承を誤つて解釈して 1 1るため、彼ら自身は不信心者とはな 
りませんが、ビドゥア「こしらえものに従う者」となります。 
ムスリムたちに大きな害を及ぼしています。ワッハーブ派はム 
ハンマド • ビン • アブドゥルワッハーブという名のナジュド出 
身の愚か者によつて作られたものて'す。イギリスのスパイはイ 
ブニ•タイミヤー [1] の逸脱した考えを主張し、彼をだましたの 
てした。「アブドゥフ」 [2] という名のエジプト人の書物により 
、トルコやあらゆる場所に広まりました。これらの全ては宗派 
て'はなく逸脱て'あり、誤つた道にある、ということを「スンナ 
の道を行く学者たち」が何百もの書物て語つています。「永遠 
の幸福」と「最後の審判と来世」という書物て'もこれらが詳し 
く記されています。アツラーが若い宗教者を、イギリス人が作 


[1] アフメッド•イブニ.タイミヤーは728年「西暦1328年」にダマ 
スカスで死去しました。 

[2] ムハンマド•アブドウフは1323年「西暦1905年」にエジプトで死 
去しました。 
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り出したワッハーブの道に滑り落ちてしまうことのないようお 
守りくださいますように。ハテイースにおいて称賛されている 
「スンナを守る学者たち」の道から離れることがありませんよ 
ラに」 


預言者たち「彼らの上に平安あれ」の祝福された目が 
眠つている時ても、心の目は眠りません。預言者としての役割 
を果たし、預言者としての優位性を備えているという点て'、全 
ての預言者は同等て'す。先に述べた七つの特性は全ての預言者 
にあるものて'す。預言者たちは預言者という立場を解かれるこ 
とはありません。ワリー「聖人」の場合は、その立場を失うこ 
とがあります。預言者たち「アッラーの祝福あれ」は人間から 
選ばれます。ジンや天使が、人の預言者となることはありませ 
ん。ジンや天使は預言者という位階に達することはないのて'す 
。預言者たちの間には、誉れやその有意差において違いがあり 
ます。例えば、ウンマの数が多いこと、遣わされた国が大きい 
こと、その知識やアッラーへの知が広い範囲に広まること、奇 
蹟がより多く、より継続的にあること、彼らの為の特別な恵み 
が与えられることといつた優位性の点から、預言者「ムハンマ 
ド」「アッラーが祝福と平安をお与えくださいますように」は 
全ての預言者よ IJ もより尊い存在て'す。特に崇高な六人の預言 
者たちはそれ以外の預言者よ IJ も、そしてラスール「新しい教 
えを携えてくる預言者」は、ナビー「新しい教えを携えてこな 
い預言者」よりもより尊い存在て'す。 

預言者たち「アッラーの祝福あれ」の数は明らかて'は 
ありません。12万4千よりも多いことが知られています。これ 
らのうち、310人もしくは315人がラスールて'す。そのうちの六 
人が、より尊い存在とされます。彼らは「ウルル•アズム」て 
ある預言者と呼ばれます。 

ウルル•アズムの預言者とは、アーダム、ヌーフ、イブ 
ラー匕一厶、ムーサー、イーサ ー 、そしてムハンマド•ムスタ 
ファてす。預言者たちのうち、33人はよく知られています。そ 
の名は、アーダム、イドリース、シートもしくはシース、ヌー 
フ、フード、サーリフ、ルーツ、イスマーイール、イスハーク 
、ヤークープ、ユースフ、アイユーブ、シユアイブ、ムーサー 
、ハールーン、匕ドゥル、ユーシャ.ビン.ヌン、イリヤース 
、アルヤサ、ズルクフル、シヤ厶ウン、イシユモイル、ユーヌ 
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ス•ビン•マター、ダーウード、スライマーン、ルクマーン、 
ザカリヤー、ヤフヤー、ウザイル、イーサー•ビン • マリヤム 
、ズルカルナイン、そしてムハンマド「アッラーの祝福と平安 
がありますように」てす。 

このうち、28人の名前がクルアーンて'伝えられていま 
す。シート、匕ドゥル、ユーシャー、シャムウン、イシユモイ 
ルにつ 1 1ては言及されて11ません。この28人のうちズルカルナ 
イン、ルクマーン、ウザイル、そして匕ドゥルが預言者て'ある 
かどうかははつき U とはわかつて 1 1ません。「マクトゥパート 
•マスーミヤ」という本の第2巻、第36の手紙ては、匕ドゥル 
が預言者てあるとする伝承が信頼て'きるものて'あるとしていま 
す。また、匕ドゥルが人間の姿て現れること、いくつかの事柄 
を行つていることは彼が今ても生きていることを意味するもの 
てはありません。アッラーは彼の、そして同様に他の多くの預 
言者やワリーたちの魂が、人間の形て'姿を現すことを許された 
のてす。彼らを目にすることは、彼らが生きているということ 
を示すものて'はないのて'す。預言者ズルフィカルの二つめの名 
前はハルクルてす。また彼が預言者イルヤスもしくはイドリー 
ス、あるいはザカリヤてあるという見解もあります。 

預言者イブラー匕ーム「アッラーの祝福あれ」は、ハ 
リールッラー「アッラーの深い友」と呼ばれます。なぜなら彼 
の心には、アッラーへの愛情以外、どの被造物への愛着もあり 
ませんてした。預言者ムーサーはカリームッラー「アッラーが 
お話になつた者」と呼ばれます。アッラーと話をした為て'す。 
預言者イーサーはカリマトゥッラーと呼ばれます。なぜなら彼 
には父がなく、ただ『在れ』というアッラーの言葉のみて'その 
母から生まれたからてす。それに加え、アッラーの英知に満ち 
たお言葉を、説教を行つて人々に伝えたのてした。 

人間のうち最も崇高て'最も誉れ高く、最も尊く、そし 
て全ての存在の創造の理由てもあられる預言者「ムハンマド」 
「アッラーが祝福と平安をお与えくださいますように」は、ハ 
ビーブッラー「アッラーが最も愛される存在」と呼ばれます。 
彼がハピーブッラーてあられること、そしてその偉大さ、崇高 
さを示すものは非常に多くあります。その為、彼に対して、敗 
北した、駄目になつたというような言葉を用 1 1ることはてきな 
いのて'す。最後の審判の日、墓場から誰よりも先に出られ、マ 
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フシャルの場に最初に行かれ、天国にも誰よりも先に入られま 
す。その奇蹟は数え切れず、人間にはそれを数える力はありま 
せん。ここて'は、ミラージュと呼ばれる奇蹟について紹介しま 
しょ5 〇 

預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えく 
ださいますように」は寝床におられる際に起こされ、その祝福 
された体て、マツカの町からエルサレムにあるアル • アクサ • 
モスクへと、そしてそこから天べ、天の第7層からアツラーの 
望まれるいくつかの場所へと運ばれました。 

ミラージュについて、このように信じることが必要て'す 
。イスマイル派の逸脱した宗派に属する人々、イスラーム学者 
の外観に身を包む宗教に敵対する人々は、ミラージュは一つの 
状態てあり、魂によつて実現した、肉体を伴つて行つたのては 
ない、と語り、書き、若者を欺こうとしています。このような 
誤つた本を買い、彼らに騙されてはいけません。ミラージュが 
どのようなものてあるかは、多くの尊い本、例えば「シファー 
イ • シェリーフ」 [1] て'詳細に書かれています。「永遠の幸福」 
の本ても詳しく説明がなされています。 

ミラージュについては一部の人々が、預言者ムハンマド 
の魂だけが旅をしたと述べて11ますが、そのような見解は誤り 
てす。 


マツ カの町から、 「スイ ドラ •アル =ムンタハー」と 
呼ばれる木の聳えるところまては天使ジブラーイールと共に行 
かれました。 「スイ ドラ •アル =ムンタハー」とは、天の第6 
層と第7層に存在する木て'あり、どのような知識てあれどのよ 
うな上昇てあれ、その木よりも先に進むことはないのてす。預 
言者ムハンマドは スイ ドラ木のそばて、天使ジブラーイール「 
アツ ラーの祝福あれ」を600の翼を持つ彼本来の姿て目にしま 
す。天使ジブラーイー ル「アツ ラーの祝福あれ」はその スイ ド 
ラの木のそばて'待ちます。 マツ カからエルサレムまて、あるい 
は天の第7層まては、「ブラク」に乗られていました。ブラク 
とは白色て、ラバより小さくロパより大きい、天国の動物て'す 


[1] シファーイ.シェリーフを書いたいヤード.マーリキは 544 年「西 
暦 1150 年」にメッラーキュシュで死去しました。 
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。現世にいる動物の一種て'はありません。オスとメスの区別は 
なく、非常に高速て'進みます。一歩一歩が目に見えない程の距 
離となります。預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお 
与えくださいますように」は、「アル•アクサ•モスク」て、 
預言者たちのイマームとなり、イシヤーもしくはフアジュルの 
礼拝をされました。預言者たちの魂が、彼ら自身の人間として 
の姿となつてその場にいました。「エルサレム」から天まて、 
「ミラージュ」という名の私たちが知ることのない梯子のよう 
なものて一瞬にして上がられました。その途上て'は天使たちが 
左右に並び、預言者ムハンマドを賞賛していました。天の各層 
に至るたびに天使ジブラーイール「アツラーの祝福あれ」は預 
言者ムハンマドに誉れが与えられたことを吉報として伝えまし 
た。天の各層て、それぞれの預言者とあいさつを交わしました 
。「スィドラ木のそばて」は、驚くべき多くの事柄を目にされ 
ました。天国ての恵みと地獄ての罰を目にされました。スィド 
ラ木の先へと、お一人て'光の中を進んて行かれました。天使た 
ちのペンの音を聞かれました。7万の覆いを超えられ、それら 
の覆いの間は、それぞれは500年かかる距離てした。その後、 
太陽よりも明るく輝く「ラフラフ」と呼ばれる敷物に乗つて、 
天の層を超え、神の玉座へと至りました。天の第9層から、時 
間から、空間から、物質世界からその外て'と出られたのて'す。 
アツラーのお言葉を聞くことのて'きる位階に至られたのて'す。 

時空を超越した形て'来世においてアツラーがお姿を示 
されるように、私たちには理解てきず言葉にもならな11形てア 
ツラーとお会いになられました。文字や音を伴わない形て'アツ 
ラーと語られました。アツラーを唱念し、感謝し、称賛されま 
した。限りのない誉れを受けられました。ご自身とそのウンマ 
に50回の礼拝がフアルドとされたものの、預言者ムーサー「ア 
ツラーの祝福あれ」の示唆によつて、少しずつ、5回にまて減 
らされました。これ以前にはフアジュルとアスルもしくはイシ 
ヤーの礼拝がなされていました。これほど長い旅の末に多くの 
恵みを受けられ、驚嘆するような物事を目にされて寝床に戻ら 
れた時には、寝床にはまだぬくもりが残つていたのてした。こ 
こて'記したことの一部はクルアーンて、一部はノ\デイースて語 
られていることて' す。この全てを信じることはワージブてはな 
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いとはいえ、預言者の道を行く学者たちが告げたことて'あるこ 
とから、これらを信じない人は預言者の道を外れることにな IJ 
ます。クルアーンの言葉やハティースを信じない人は、カーフ 
ィルとなります。 

預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えく 
ださいますように」が「サイード • ウル • アンビヤー」、すな 
わち預言者たちの長てあることを示す数えきれないほどの事柄 
のうち、いくつかをここて紹介しましょう。 

最後の審判の日、全ての預言者たち「アツラーが祝福 
と平安をお与えくださいますように」は預言者ムハンマドの旗 
の陰に入 IJ ます。アツラーは全ての預言者に、「創造物のうち 
て'私が選び、愛する存在てあるムハンマド「彼の上に平安あれ 
」が預言者となる時に至つた際には、彼を信じ、助けなさい」 
と命じられました。また預言者たちもそのウンマに、このよう 
な遺言と命令を遺しました。 

預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えく 
ださいますように」は「ハタム•アル•アンビヤー」、すなわ 
ち最後の預言者てあ IJ 、預言者ムハンマド以降にはもはや預言 
者は遣わされません。神聖なその魂は全ての預言者たちよりも 
先に創造され、預言者としての立場も誰よ IJ もまず彼に授けら 
れました。預言者の到来は、預言者ムハンマドがこの世界に誉 
れを与えられたことによつて完了しました。預言者イーサーは 
最後の審判が近づいた頃、マフディの時代において天からダマ 
スカスに下るとされていますが、地上て預言者ムハンマド「ア 
ツラーが祝福と平安をお与えくださいますように」の教えを広 
めます。彼のウンマとなります。 

「匕ジュラ歴12 9 6年、西暦18 8 0年にインドてイ 
ギリス人が作り出した「力ーティヤーニ」と呼ばれる逸脱者た 
ちは、預言者イーサー「アツラーの祝福あれ」についても醜い 
嘘をついています。自分たちのことをムスリムと呼んていたと 
しても、イスラームの教えを内部から崩壊させようとしている 
のて'す。彼らがムスリムて'ないことが宗教的に宣言されていま 
す。彼らは「アフマチィーヤ」とも呼ばれます。」 

インドて生じた、ビドゥアを持ち、ズンドゥクてある人 
々の一派が、「ジャマアト•タブリーグ」という派てす。これ 



は 1345 年「西暦1926年」にイリヤースという無知な人物によっ 
て創設されました。「ムスリムは逸脱している。彼らを救うた 
め、私は夢て'指示を受けた」と語っていました。逸脱した人々 
を師としており、ネジール•フセイン、ラシード•アフメッド 
• セハーレンプルーニの本から学んだとしています。ムスリム 
を欺くため、常に礼拝と信者集団の重要性について語りました 
。しかしビドゥアを持つ人々、つまりスンナ派の道に属さない 
人々の礼拝や崇拝行為は認められな 1 1のて'す。彼らがスンナ派 
の本を読み、まずビドゥアてある信条から救われ、真のムス U 
ムになることが必要てす。クルアーンては、秘めた形て'伝えら 
れた章句から誤った意味を読み取る人を「ビドゥアを持つ人々 
」もしくは「逸脱者」と呼びます。クルアーンの章句に、自ら 
の背信的て'逸脱した思想によって誤った意味を与えるイスラー 
ムの敵対者をズンドゥフと呼びます。ズンドゥクは、クルアー 
ンとイスラームを変容させようとします。彼らを登場させ、育 
て、世界各地に広めるために何十億も費やす最大の敵はイギリ 
ス人てす。イギリス人の力ーフィルの罠に落ちた無知て'不名誉 
な「ジャマアト•タブリーク」の人々は、自らを「スンナ派」 
と呼び、礼拝を行いながら嘘をつき、ムスリムを欺いています 
。アブドゥッラー • ビン • メスードは次のように語っています 
。「信仰を持っているわけてはないのに、礼拝を行う人々がい 
る。彼らは地獄の底て'永遠に焼かれ続ける。その一部は、ミナ 
ーレのてっぺんのコウノトリの巣のように、大きなターパン、 
ひげ、長い上衣を身に着け、クルアーンの章句を 

読み、それらに誤った意味付けを行ない、ムス 1 J ムを欺 
く。しかし聖ハチィースては、アッラーは姿かたちや衣装ては 
なく、あなた方の心と意思をご覧になる、とされている」 


詩 


Kadd-i biilend dared, destar pare pare, 

Qun a^iiyan-i leklek, ber kelle-i minare. 

この無知て'愚かな、金メッキの目が嘘てあることを示し 
ている人々は、「ハキーカトゥ出版」の本に返答することがて 
きないため、「ハキーカトゥ出版の本は間違つている、逸脱し 
ている。こういう本を読んてはいけない」と言うのてす。イス 
ラームの敵てある逸脱した人々、ズンドウクたちの最大のしる 
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しは、スンナ派の学者たちの文章や真の宗教書について、これ 
らは逸脱している、読んてはいけないということてす。イスラ 
ームに対して彼らが及ぼす害や、スンナ派の学者たちのそれに 
対する返答は「有益な知識」という本て詳しく言及されていま 
す。 


預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくだ 
さいますように」は預言者たちの中て最も崇高なお方て'あり、 
この世界への慈悲てあられました。1万8千の諸世界が、彼の慈 
悲の海からそれぞれに益を受けたのてす。全ての人とジンの為 
の預言者てす。天使、植物、動物、そしてそれぞれの物質に、 
彼が預言者て'あると教える多くの存在があります。他の預言者 
は、一定の国、一定の民族の為に遣わされました。預言者ムハ 
ンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくださいますように」 
は全世界、生命を持つ者持たない者、あらゆる被造物の預言者 
てあられるのてす。アツラーは他の預言者たちをその名て'呼ば 
れました。預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与え 
くださいますように」に対しては「わが使徒よ」「わが預言者 
よ」と呼ばれ、誉れを与えられていたのて'した。他の預言者た 
ちに与えられた奇蹟それぞれに類似するものが、預言者ムハン 
マドにも授けられました。アツラーは愛されるお方預言者ムハ 
ンマドに非常に多くの恵みと奇蹟を授けられました、他のどの 
預言者にもそれらは与えられてはいなかつたのて'す。その神聖 
な指を動かすことて月が二つに分かれ、その祝福された手に取 
られた石がタスビーフとなり、木々が「アツラーの使徒よ」と 
言つて挨拶を行つたこと、預言者ムハンマドのそばから離され 
た為に、「ハンナーナ」という名の乾いた薪が声を出して泣い 
たこと、神聖な指の間から澄み切つた水が流れたこと、来世に 
おいて彼に「マカーム"マフムード」「偉大なるとりなし者」 
「カウサルの泉」「ワシーラ」「ファチイーラ」という名の位 
階が与えられること、天国に入る前にアツラーの美を目にする 
という誉れを授けられること、現世においても偉大な被造物、 
教えへの覚醒、知識、穏やかさ、忍耐、感謝、ズフド「禁欲」 

、純潔、公正さ、人間性、たしなみ、勇敢さ、謙虚さ、英知、 
徳、慈善、慈愛、そして無限の美徳と誉れによつて、全ての預 
言者たちよ IJ も優れた存在とされたのて'す。預言者ムハンマド 
に与えられた奇蹟の数は、アツラー以外誰も知ることがてきま 
せん。預言者ムハンマドの教えは他の全ての教えを取 U 消し、 
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無効としました。彼の教えは全ての教えの中て最良のものてあ 
り、最も崇高なものて'す。その教えに従うワリー「アツラーの 
友、聖人」は、他の教えに従う聖人たちよりもより誉れある存 
在てす。 


預言者ムハンマド「アッラーが祝福と平安をお与えくだ 
さいますように」のウンマのワリーたちの中て'、アッラーの使 
徒の後継者「カリフ」という地位を獲得し、カリフという地位 
に誰よ IJ もふさわしい、イマームたちやワリーたちの誉れてあ 
る「アブー • パクル • スッドゥーク」は、預言者たちに次いて 
過去と未来の全ての人々の中て最も尊く、崇高な存在て'す。力 
リフという地位、誉れを最初に得たのは彼て'した。イスラーム 
が現れる以前から、アッラーにお恵みによつて偶像崇拝は行つ 
ていませんてした。教えを否定したり、逸脱したりといつた恥 
ずべき状態からは守られていたのて'す。「一部に預言者ムハン 
マドがイスラーム以前に偶像を崇拝して11たと主張する人々が 
11ますが、その考えが 1 1かに無知て犯しものて'あるかがここか 
らも理解されます。」 

彼に次いて最も崇高な人は、 アッラー がその愛するお方 
の友として選ばれた、第二代の後继者てある「ウマル • ビン • 
ハッター ブ」てす 「アッラー の祝福あれ」。 

彼に次いて'最も崇高な人は、預言者ムハンマドの三代目 
の後継者てあり、善と恵みの宝庫てあり、慎み深さ、信仰、そ 
して知の源て'あつた「ウスマーン_ビン • アッファーン」「ア 
ッラーの祝福あれ」てす。 

彼に次いて'最も崇高な人は、預言者ムハンマド「アッラ 
一が祝福と平安をお与えくださいますように」の四代目の後継 
者てあ IJ 、 驚くよラな優れた素質を持ち、「アッラーの獅子」 
と呼ばれた「アリー • ビン • ターリブ」「アッラーの祝福あれ 
」てす。 

彼の後には、「ハサン」がカリフとなりました。ハティ 
ースて'言及されて t 〗 る 30 年の後継者時代はここて'完了しました 
。 [1] 彼に次いて最も崇高な人は、預言者「アツラーが祝福と平 


[1] ノ、セン.ビン.アリは49年「西暦669年」にマデイーナで毒によ 
り死去しました。 
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安をお与えくださいますように」の目の光てあつた「フサイン 
• ビン.アリ—」 てす。 

ここての崇高さとは、そのサワーブが多くあること、イ 
スラームの教えの為に祖国や愛するものを放棄すること、他の 
人々よりも早くムスリムとなること、預言者ムハンマドに深く 
従うこと、そのスンナを守ること、教えを伝える為の努力をす 
ること、不信仰や内部分裂、不和などを防ぐことを意味します 


アリー「アツラーの祝福あれ」は、アブー • パクルを除 
いて誰よりも先にムスリムになつたとはいえ、当時はまだ子供 
て'あり、また資産がなく預言者ムハンマドの家て'彼に奉仕する 
立場にあつた為、彼が早期に入信したことは他者の入信の為の 
きつかけもしくは力ーフイルたちの痛手とはなりませんてした 
。しかし彼を除く三人のカリフの入信は当時、イスラームを強 
化するものとなつたのて'す。イマーアリーとその子供たち 
は、預言者ムハンマドの最も近い親戚てあり、その血をひく者 
として、アブー • パクルやウマルよりも崇高て'あるということ 
はて'きますが、しかしここての崇高さは、あらゆる観点ての崇 
高さてはな 1 1のてす。あらゆる観点からこの二人のカリフをし 
のぐ根拠とはならな11のてす。匕ドゥルが預言者ムーサーにい 
くつかのことを教えた例と似ていると言えるて'しょう。血統の 
観点から預言者ムハンマドにより近い者がより崇高てあるなら 
ば、アツパースがアリーよりもより崇高とされることになりま 
す。血筋という点ては預言者ムハンマドに非常に近いアブー- 
夕一 1 >1 ブとアブー • ラハブには、信者のうち最も卑小な者にす 
らある、誉れと崇高さすらないのてす。 

「ファーテイマ」は血筋の面からは、預言者ムハンマ 
ドに近い為に「ハデイージヤ」と「アーイシヤ」よりもより崇 
高とされます。しかし一つの面から崇高てあることは、全ての 
面における崇高さを示すものてはありません。この三人のうち 
誰が最も崇高かという点ては、学者たちの意見は一致していま 
せん。ハデイースが述べるところによるなら、この三人と「マ 
リヤム」、そしてフイラウンの妻「アーシヤ」は、全ての女性 
の中て最も崇高とされています。またハチイースては「ファー 
テイマは天国の妻たちの中て'最も崇高て'あり、ハサンとフサイ 
ンは天国の若者たちの中て'最も崇高て'ある」とされています。 
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これも、一つの観点からの崇高さてす。 

彼らに次いて'、サハーパたちの中の最も崇高な人々が、 
アシェレイ • ムべツシェレ「天国を伝えられた10人と呼ばれる 
人々」てす。彼らに次いて'、パドゥルの戦いに参加した313人 
てす。彼らに次いて'はウフドの戦いに参加した700人の獅子に 
含まれる人全て、彼らに次いて'「ビアーテユツリドゥワーン」 
木陰て'預言者たちに誓いの言葉を述べた1400人となります。 

預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくだ 
さいますように」の道て生命や財産を捧げ、彼を助けたサハー 
パ全て「アツラーの祝福あれ」の名を、私たちは敬意と愛情を 
込めて呼ぶことは、私たちにとつてワージブて'す。彼らの偉大 
さにそぐわない言葉を語ることは決して許されることて'はあり 
ません。彼らの名を失礼な形て口にすることは逸脱となります 


アツラーの使徒を愛する人は、その友「サハーパ」の全 
てをも愛するべきてす。なぜなら聖ハデイースて、「私の友を 
愛する者は、私を愛するがゆえに彼らを愛するのてある。彼ら 
を愛さない者は、私をも愛さないことになる。彼らを傷つける 
者は、私をも傷つける。私を傷つける者は、アツラーをも傷つ 
けたことになる。アツラーを傷つけた者は、当然その罰を受け 
る」と言われているからてす。別の聖ハデイースても、「アツ 
ラーは我がウンマの誰かによいことをなされようと思われた際 
には、彼の心にわが友への愛情を与えられる。彼ら全てを自分 
の命のように愛するようになる」と言われています。 

従つて、サハーパの間に生じた争いについては、悪い考 
えや力 1 」フの地位争い、自らの欲望の追及などの為に行われた 
と見なすべきてはありません。このように考えること、このよ 
うな考えてこの偉大な人々についてものを述べることは偽信者 
の行いとなり、災いへと導くものとなります。なぜなら預言者 
ムハンマドのおそばにいること、その祝福された言葉を聞くこ 
とにより、頑迷さや嫉妬心、地位への固執、この世界への愛着 
などは彼らの心から取 U 除かれているからてす。彼らは皆、欲 
望、憎悪といつた悪い性質から救われ、清らかな状態となつた 
のてす。この偉大な預言者「アツラーが祝福と平安をお与えく 
ださいますように」のウンマの中の一人のワリーと数日一緒に 
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過ごした人が、そのワリーのよい性質と崇高さから影響を受け 
、清められ、この世界への執着心から救われます。サハーバた 
ちは何よりも預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与 
えくださいますように」を愛し、財産や生命を捧げ、祖国を放 
棄し、魂の糧となる彼の説話を熱望して11たにもかかわらず、 
彼らが悪い性質から救われず、我執が清められず、はかない現 
世の為に争うことがどうして考えられるてしょうか。この偉大 
な人々は当然、他の人々よりも清められた存在て'した。彼らの 
争いごとについて、私たちのような悪い二ーヤを持つた人々と 
同等に考えること、現世のため、自らの我欲の為、悪い欲望の 
為に彼らが争つたということは、彼らにふさわしいことて'しょ 
うか。サハーパたちについてこのような醜いことを考えること 
は許されるものてはないのてす。このようなことを語る人は、 
サハーバを敵視することが、彼らを育成され、導かれた預言者 
ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えくださいますよう 
に」を敵視することになるということを考えたことがな t 、のて 
しょうか。彼らをののしることは、預言者ムハンマドをののし 
ることて'す。だから、偉大な宗教者たちは「サハーパを偉大て 
あると見なさず、彼らに敬意を示さない人は、アツラーの使徒 
を信じないことになる』と言つているのてす。「ラクダの戦い 
」とスィツフィーンの戦いは、彼らをあしざまに言う根拠には 
なりません。この戦いて'アリーと敵対した人々の全てに、悪い 
存在となることから救い、さらにはサワーブを獲得させるだけ 
の宗教上の理由があるのてす。ハディースては「論議する者の 
うち、誤つている側に一つのサワーブ、真実を見出した方に2 
もしくは10のサワーブがある。二つのサワーブのうち一つは論 
議したサワーブ、もう一つは真実を見出したサワーブて'ある」 
と語られています。 

また偉大な宗教者たちの間の争いは、頑迷さや敵対心 
によるものて'はありません。イスラームの命じるところを果た 
したいという願いから生じたものてす。サハーパの全てはムジ 
ユタ匕ド「独立した解釈をすることによつて合法的な決定を下 
す人」てした。「例えば、アムル • イブニ • アス「アツラーの 
お喜びがありますように」がムジユタ匕ドてあることは、「ハ 
—ティカ」の298ページのハティースて告げられています。」 

ムシユタ匕ドはそれぞれが、自らのイジユテイハード「 
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クルアーンやスンナといつた法源の独立した解釈をすることによ 
つて合法的な決定をすること」によつて見出し、得た知識に従つ 
て振る舞うことがフアルドとなります。自分のイジユティハード 
が、自分よりも偉大なムシユタ匕ドのイジユティハードと一致し 
ないものて'あつたとしても、やはり自分のイジユティハードに従 
うことが必要となります。他者のイジユティハードに従うことは 
適切とはされないのて'す。イマーム，アザームアブー • ハニ 
—フアの 111 弟子てあるアブー • ユースフとムハンマド • シヤイパ 
一二、そしてイマーム.ムハンマド.シヤーフィーの 121 弟子てあ 
るアブー • サウルとイスマーイール • ムサーニーは多くの場面て 
、その師に従いませんてした。その師がハラームて'あると言つた 
ことに対しハラールてあると言い、ハラー厶てあると言つたいく 
つかのことについてもハラームてあると言つたのてす。これをも 
つて彼らが罪を犯した、悪いことをしたということはてきません 
。このように言う人もいません。なぜなら彼らもまた、その師と 
同じようにムジユタ匕ドだつたからてす。 

アリー は、 ムアーウィヤやアムル • ビン • アース「アツ 
ラーの祝福あれ」よりも優れた学者てした。彼を残 IJ の二人と 
区別する多くの優れた点がありました。そのイジユティハード 
も、彼ら二人のイジユティハードよりもよ IJ 強く、的確なもの 
てした。しかしサハーパはその全員がムジユタ匕ドてある為、 
彼ら二人が偉大なイマームのイジユティハードに従うことは適 
切とはされませんてした。自らのイジユティハードに従つて振 
る舞うことが必要とされたのて'す。 

問い：ラクダの戦いとスィツフィーンの戦いて、ムハー 
ジルとアンサールの多くのサハーパがアリーの側に着き、彼に 
従つていました。彼らは皆ムジユタ匕ドなのに、イマーム•ア 
リーに従うことを許されると見なしたのてす。従つて、イマー 
ム-アリーに従うことはムジユタ匕ドにも許されるということ 
てす。イジユテイハードが一致していなくても、彼と共にある 
ことが必要だつたということになります。 


[1] アブー.ハニーファ.ヌマン.ビン.サービトは150年「西暦767 
年」にバグダッドで死去しました。 

[2] ムハンマド.ビン.イドリス.シャーフイーは204年「西暦820年 
」にエジプトで死去しました。 
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答え：アリー「アツラーの祝福あれ」に従つた人々、ア 
リーと共に戦つた人々は、彼のイジユテイハードに従つた為に 
彼と共にいたのてはありません。自分自身のイジユテイハード 
とイマームのイジユテイハードが合うものてあり、彼自身のイ 
ジユテイハードがイマーム-アリーに従うことをワージブとし 
た為なのてす。同様に、サハーパの偉大な人々の多くは、その 
イジユテイハードがイマーム.アリーのイジユテイハードとは 
一致していませんてした。そこてこの偉大なイマームと争うこ 
とがワージブとなつたのてす。当時のサハーパのイジユテイハ 
—ドは三種類となつていました。一部は、イマーム，アリーが 
正しいと見なしました。彼らには、イマー厶_アリーに従うこ 
とがワージブとなつたのてす。また一部は、彼と争う人々のイ 
ジユテイハードを正しいと見なしました。彼らには、ア 1 J — 「 
アツラーの祝福あれ」と争う人々に従うこと、彼らとともに争 
うことがワージブとなりました。また一部は、どちらにも従わ 
ないこと、争わないことが必要てあると見なしました。彼らの 
イジユテイハードは、争 1 1に関与しないことを要求するものと 
なつたのてす。そしてこの三通りの見解を持つ人々はそれぞれ 
に正しく、サワーブを得たのて'す。 

問い：上の文章は、イマーム，アリー「アツラーの祝福 
あれ」と争つた人も正しいと見なしています。しかしスンナに 
従う学者たちは、イマーム_アリーが正しく、その相手が誤つ 
ていたこと、正当な理由があるとして許されたこと、あるいは 
サワーブを得たことを示しています。 

答え：イマーム，シャーフイーやウマル • ビン，アブドゥ 
ルアジズのような偉大な宗教者たちが、サハーパの誰についても 
、「誤つていた」と述べることを適切て'あるとは見なしていませ 
んてした。だから、「偉大な人々に対して間違いを犯したという 
ことは誤りてある」と述べていました。卑小な者が、偉大な人々 
に対して「正しいことをした、誤つたことをした、我々は気に入 
つた、気に入らない」といつたことを語るのは許容されないこと 
てす。アツラーが私たちの手をこの偉大な人々の血統には触れさ 
せないように、私たちも正しい、正しくないといつた言葉を口に 
することから自らを守るべきてす。深い考えを持つ学者たちは、 
論拠を把握し、出来事を細かく調べ、イマーム • アリーが正しか 
つた、彼と対立した側が誤つていたと述べていますが、この言葉 
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によつて「アリー「アツラーの祝福あれ」が相手の側と話すこと 
がてきれば、彼らも自分と同じイジユティハードを持つようにて' 
きたてあろう」と言いたかつたのてす。実際ズバイル • ビン•ア 
イワーンは「ラクダの戦いてアリーの側にいたにもかかわらず、 
出来事をより深く調べ、自らのイジユティハードを変え、争うこ 
とをやめています。従つて、スンナに従う学者たちのうち、誤り 
を許容されるものと見なす人々の言葉については、このように理 
解すべきなのてす。アリー及び彼の側にいた人々が正しく、彼ら 
と対立していた側にいた信者たちの母アーイシヤ，スツドゥーカ 
や共に 1 1たサハーパたちが誤つたことをして 1 1たと言うことは、 
許されないのてす。 

サハーパのこれらの戦いは、シヤーリアの判断に関する 
見解の相違から生じたものてす。イスラー厶の根本、一定の事 
柄においては何の相違もありませんてした。現在、一部の人々 
がムアーウィヤやアムルのような偉大な人に言及し、彼らに対 
し敬意を欠いた態度を取つています。サハーパを傷つけること 
は預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えください 
ますように」を傷つけること、軽視することになり得るという 
ことを理解していないのてす。イマーム，マーリク • ビン•ア 
ナスは、「ムアーウィヤやアムル • ビン • アサー w をあしざま 
に言う人は、彼らが放つた言葉にふさわしい存在となる。彼ら 
に対し恥ずべき行為を取る人、話す人、語る人には重罪を与え 
るべきてある」と「シファーイ • シェリーフ」て語つています 
。アツラーが私たちの心を、アツラーの愛するお方の友て'ある 
人々への愛情て'満たしてくださ11ますように。偉大なこの人々 
は、誠実て成熟した人によつて愛され、偽信者や思慮の浅い人 
々には愛されないのてす。 

アツラーの使徒「アツラーが祝福と平安をお与えくださ 
いますように」の友「サハーパ」の尊さと崇高さを理解し、彼 
ら全てを愛する人、全てに敬意を払う人、そして彼らの道を行 
く人を、「スンナに従う人々」と呼びます。一部のことは好き 
てあるが他の人は好きてはな 1 1と言い、その大多数について否 
定的なことを言う人、それにより誰の道も進んていない人は「 


[1] ムアーウイヤ.ビン.アブー•スフヤーンは60年「西暦680年」 
にダマスカスで死去しました。アムル•イブニ•アスは43年「西 
暦663年」にエジプトで死去しました。 
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ラーフズィー派」「アブー • パクルとウマルのカリフ就任を認 
めていない人」、もしくは「シーア派」と呼ばれます。ラーフ 
ズィー派はイランやインド、イラクに多くいます。彼らの一部 
はトルコの「アレヴィ派」をだます為に自らを「アラヴィ」と 
呼びます。しかし「アラヴィ」とは、アリーを愛するムスリム 
、という意味を持ちます。誰かを愛するのてあれば、その人の 
道を行き、その人が愛するものをも愛することが必要てす。彼 
らがアリーを愛して11たのてあれば、その道を進んて11たてし 
ょう。アリーは全てのサハーパを愛していました。第2代カリ 
フてあるウマルに対しても忠言を行う存在てした。ファーティ 
マ「アツラーの祝福あれ」が産んだ娘ウンム_ギユルスムは、 
ウマル「アツラーの祝福あれ」と結婚しました。またそのフト 
パても、ムアーウィヤについて「我々の兄弟が、我々から離れ 
た。彼らは力ーフィルや罪人てはない。彼らのイジユティハー 
ドがこうてあつたのだ」と語つていました。彼自身と戦つた夕 
ルハーが殉死した時には、その顔から土を払い、その礼拝を自 
ら導きました。アツラーはクルアーンて、「信者たちが兄弟て 
ある」と告げておられます。勝利章の最後の節ては、「サハー 
パがお互いの間ては優しく親切てある」と語られています。サ 
ハーパの誰か一人ても愛さないこと、さらには敵対心を持つこ 
とは、クルアーンを信じないことになるのてす。スンナに従う 
学者たちはサハーパたちの尊さをよく理解していました。彼ら 
皆を愛することを命じ、ムスリムを災いから救つているのてす 


預言者の家族、すなわちア _ J — 「アッラーの祝福あれ」 
や全ての子供たち、その血統を愛さない人、スンナに従う人々 
にとつて大切な存在であるこの偉大な人々と敵対する人々をハ 
ワーリジユ派「単数形て'ハーリシー」と呼びます。今日、ハー 
リジーは「ヤズィディ」と呼ばれます。ヤズィティの人々の宗 
教、信仰は非常に逸脱したものて'す。 

サハーパの全てを愛すると言 1 1つつも彼らの道を迪らず 
、彼ら自身の誤つた考えをサハーパの道てあると主張する人々 
を「ワッハーブ派」と呼びます。ワッハーブ派は、宗派に属さ 
ない宗教者て'あるアフマド • イブニ • タイ S — ヤの書物にある 
逸脱した考えとイギリスのスパイ • ヘンファーの助力て成立し 
たものてす。ワッハーブ派は、スンナに従う学者たちや神秘主 



義者、シーア派を否定し、全てを非難しています。自らのみが 
ムスリムてあると見なしているのてす。自分たちとは異なる者 
を偶像崇拝者と呼びます。その人々の財産、生命は、ワッハー 
ブ派にはハラールてあるとして11ます。すべてを合法と見なす 
主義をとつて 1 1るのてす。クルアーンやハチィースにつ 1 1て誤 
つた解釈をし、イスラームをそのような形て理解しています。 
イスラー厶法の論拠やハチィースの多くを否定して 1 1ます。四 
つの宗派の学者たちやスンナの道を外れた人々が逸脱している 
こと、イスラームに多くの害を与えていることは多くの書物て 
証明されています。 

さらに深い知識を得るためには、トルコ語の「最後の審 
判と来世」「永遠の幸福」といつた本、そしてアラビア語の「 
ミンハトウル • ワフビヤー」「アッ • タワッスル • ビン • ネビ 
—•ワ • ビサッリヒーン」「セビールンネジャト」そしてペル 
シア語の「サイフル • エブラル」といつた本を読んてください 
。これらの本や、ビドウアを持つ人々に対して明白に書かれた 
多くの貴重な本が、イスタンブールて'「ハキーカトウ出版」に 
よつて出版されています。「イブニ • アービディン」 11 ]の第三 
巻て'詳細に説かれ、さらにトルコ語の「イスラームの恵み」と 
いう本の婚姻に関する項ても、ワッハーブ派が逸脱 r あること 
が明白に書かれています。スルタン • アブドウルハミド • ハン 
2世の提督の一人てあつたエユッブ.サブリ.パシャ p ] は「ミラ 
—トウル • ハレメイン」及び「ターリヒ • ワッハービヤーン」 
という本て、 

そしてアフメッド-ジェヴデット • パシャは「歴史」の 
第七巻て、ワッハーブ派についてトルコ語て'長々と言及してい 
ます。ユスフ • ネブハーニのエジプトて印刷された「シャワー 
匕ド • ウル，ハック」という本ては、ワッハーブ派やイブニ • 
タイミヤーに長 1 1返事を与えて11ます。この本のうちの50へ:一 
ジは、1972年にイスタンブールて'アラビア語として出版した「 
イスラー厶学者とワッハーブ派」にも引用されて 1 1ます。 


[1] ムハンマド •エ ミン. イブニ. アー ビデ インは 1252年「西暦1836 
年」にダマスカスで死去しました。 

[2] アイユーブ•サブリ•パシヤは1308年「西暦1890年」に死去しま 
した。 
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アイユーブ • サブリ • パシヤは次のように書いています 
。「ワッハーブ派は、西暦1791年にアラビア半島の流血を伴う 
革命において生じた。」ワッハーブ派や無宗派を書物と共に世 
界に広めようとした人物の一人が、エジブト人のムハンマド- 
アブドウフてした。フリーメーソンの一員てあり、カイロのフ 
リーメーソンロッジの代表て会つたジヤマーレッディン • アフ 
ガーニ [1] への驚嘆を堂々と書き記しているアブドウフは、偉大 
なイスラーム学者、進歩的な思想家、貴重な社会改善者とされ 
、若者たちに模範と示されるようになりました。スンナに従う 
人々に打撃を与え、イスラー厶を陥れる為の機会をうかがつて 
いたイスラームに敵対する人々は、宗教者のように装い、耳触 
りのいい言葉てイスラームを評価しつつ、密かに内紛をあおつ 
たのてした。アブドウフは高く評価され、スンナに従う学者た 
ちやそれぞれの宗派のイマー厶たちは無知てあるとされ、その 
名が口にもされないようになつていきました。しかし、イスラ 
—ムの為に血を流し、預言者ムハンマド「アッラーが祝福と平 
安をお与えくださいますように」の為に命を捧げた父祖たち、 
幸運て誉れ高 1 1殉教者たちの高潔て由緒正しい子孫たちはこれ 
らのブロパガンダや大金を積んて仕掛けられた広告に騙される 
ことはありませんてした。むしろこのねつ造された勇者たちを 
聞くことも、知ることもなかつたのてす。アッラーは殉教者の 
子供たちをこの動きから守られたのてす。現在ても、今日ても 
、マウドウーチィ (3 冊)やサイード.クトウブ，ハミードウッラ 
— (4 冊）、そして「ジヤマアト • タブリーク'」といつた正し 
い宗派に属していない人々の書物が翻訳され、紹介され続けて 
います。派手な広告て'次第に称賛されるようになつたこれらの 
翻訳本には、イスラー厶の学者たちが伝えている事柄徒勝ちし 
ない誤つた思想が含まれて 1 1ることを私たちは目にします。ア 
ッラーが、その愛されるお方預言者ムハンマド「アッラーが祝 
福と平安をお与えくださいますように」への愛によつて、ムス 
リムを不注意さという眠りから目覚めさせてくださいますよう 
に。敵対する人々の欺瞞、中傷に惑わされることから守つてく 
ださいますように。アーミーン。ただ、ドウアーを行うことて' 
私たち自身を欺 1 1ても行けな 1 1のて'す。アツラーの設けられた 


[1] ジャマールッデイン.アフガーニは1314年「西暦1897年」に死去 
しました。 
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規律に従わず、その要因となるものに働きかけることもなく、 
何の努力もせずにドウアーだけを行うことは、アツラーに奇蹟 
を求めることを意味するのてす。ムスリムは努力もし、そして 
ドウアーをも行うのです。まずは要因に働きかけ、それからド 
ウアーをすることが必要なのて'す。イスラームへの憎悪から救 
われる為の第一の要因は、イスラームを学び、そして教えるこ 
とてす。そもそも、スンナに従つた教義、フアルド、禁止事項 
などを学ぶことは男女問わず皆にとつての義務て'す。主たる義 
務なのてす。今日、これらを学ぶことは非常に容易て'す。なぜ 
なら正しい宗教書を書き、出版することは自由とされているか 
らてす。ムスリムにこれらの自由を確保する政府に、ムスリム 
それぞれが助けとなるべきなのてす。 

スンナに従つた教義、フアルド、禁止事項を学ばず、子 
供たちに教えない人は、イスラームから離脱し、イスラームへ 
の憎悪という災いに陥る危険の中にいます。このような人のド 
ウアーはそもそも認められません。預言者ムハンマド「アツラ 
一が祝福と平安をお与えくださいますように」は次のように言 
われています。「知識がある場所に、イスラームがある。知識 
がない場所には、イスラームは残らない」。生き続ける為に飲 
み食いすることが必要て'あるように、力ーフィルに惑わされず 
、教えを逸脱せずにとどまる為には、イスラームとその信仰を 
学ぶことが必要なのてす。私たちの父祖はいつても集い、法学 
書を読み、イスラームを学んていました。これによつて彼らは 
ムスリムてあり続けたのてす。私たちがムスリムて'あり続け、 
子供たちをも守る為に第一の、そして最も不可欠な方策が、何 
よりもまず、スンナに従う学者たちの記したイスラームに関す 
る本を読み、学ぶことてす。子供がムスリムとなることを望む 
両親は、その子供にクルアーンを教えるべきなのて'す。まだチ 
ヤンスがあるうちに読み、学び、教え、子供たちに、周囲の人 
々に教えましょう。学校に行き始めてからては困難となります 
。むしろ不可能といえるて'しょう。困つたことが起こつてから 
嘆いても、何の役にも立たないのてす。イスラームに敵対する 
人々やムスリムて'あると偽る人々「ズンドウク」の書物、テレ 
ビ、ラジオ、映画などに欺かれてはいけないのてす。イブニ- 
アー ビディンは 「どの宗教も持たないのに、ムスリムのように 
偽つて、イスラームへの反感への要因となる事柄をイスラーム 
てあるかのように説明し、ムスリムを教えから離脱させようと 
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する密かな力ーフイルを「ズンドウフ」と呼ぶ」と説明してい 
ます。 


質問：宗派に属さな 1 1人々の書物の翻訳本を読んてい 
たある人が次のように話していました。「クルアーンのタフシ 
—ル「解釈」を読むべきだ。イスラームの教えやクルアーンの 
理解を、宗教学者に任せることは危険てあ IJ 、 恐ろしい考えだ 
。クルアーンても、『学者たちよ』という呼びかけはなく、『 
信仰する者よ』『人々よ」といつた呼びかけが用いられている 
。だからムスリムは皆、クルアーンを自ら理解するべきて'あり 
、他者に頼つてはいけない」 

この人は、皆がタフシールやハチィースを読むことを 
求めているのてす。イスラー厶学者たち、スンナに従う偉大な 
人々の言葉、法学、そしてイルミハルの本を読むことを勧めて 
いません。トルコ宗務省の出しているエジプト人のラシド•ル 
ザー [1] が書き、1974年に発行された「イスラームにおける統一 
と宗派」という本も読む者を完全に驚かせるものてした。この 
本て'は多くの箇所て'、例えば第6話て次のように語られていま 
す。 


「彼らはムシユタ匕ドのイマームたちを預言者たち程に 
崇高な存在とした。さらには、預言者ムハンマドのハチイース 
に従わないムジユタ匕ドの言葉を優先し、ハデイースを無視し 
た。このハテイースが取り消されたものてある可能性、もしく 
は彼らのイマームは別のハチイースについて考えている可能性 
があると主張した。 

こういつた模倣者は、判断を誤つたり、知らなかつたり 
する可能性のある人の言葉に従つて行動し、過ちを犯す可能性 
のな 1 1預言者ムハンマドのハデイースを放棄することにより、 
模倣することからも離れ、さらにはクルアーンからも離れてし 
まう。ムジユタ匕ドはイマーム以外の誰も、クルアーンを理解 
しないと主張する。法学者やその他の模倣者たちのそのような 
言葉は、ユダヤ教徒やキリスト教徒から伝わつたものてあると 
見なす。しかしクルアーンやハデイースを理解することは、法 


[1] ラシド.ルザーはムハンマド.アブドウフの弟子です。1354年「 
西暦1935年」に死去しました。 
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学者の書いた書物を読むことよ IJ もずつと容易て'ある。アラビ 
ア語の言葉や形式を知つている人て'あればクルアーンやハチィ 
—スを理解するのに苦労はしない。アツラーが、ご自身の教え 
を明白に教えるのに十分なお力を持つていることを誰か否定て 
きるだろうか。預言者ムハンマドがアツラーの望まれることを 
誰よりもよく理解し、またそれを説明する上ても誰よりも優れ 
た力をお持ちて'あることを、誰が否定て'きるだろうか。預言者 
ムハンマドの説明がウンマにとつては不十分て'あるということ 
は、彼が教えを伝えるという義務を完全に果たせていないとい 
うことに通じるものてある。ほとんどの人がクルアーンやスン 
ナを理解てきないのてあれば、アツラーはそれらの本やスンナ 
における法規に従うことを全ての人々の責任とはされなかつた 
たろう。人は自らの信じることについて、その根拠を含めて知 
るべきてある。アツラーは模倣者を承認されない。父や祖父を 
模倣することて十分とは見なされな 1 1ことは明白に語られてい 
る。クルアーンの言葉は、模倣することがアツラーの位階にお 
いては受け入れられないということをはつきりと示している。 
宗教上の事柄をその根拠の点から理解することは、信条的な部 
分から理解する事よりもより容易て'ある。困難て'あるものを奨 
励するのてあれば、困難てないものは当然行うべきこととされ 
る。いくつかの例外的な出来事の意味を理解することは困難て 
はあるとはいえ、それらを知らないこと、実践しないことは才 
ズル「認められる理由のあること」とされる。法学者たちは彼 
ら自身ていくつかの問題を作り出した。これらについてはその 
判断をも下している。これらについて、「見解」「類推」とい 
つたものを論拠としようとした。これらは論理によつて知識を 
得ることが不可能な、イパーダに関する内容ても適用された。 
このようにしてイスラームを拡大し、2_ 3倍に膨張させた。私 
は類推を否定するわけてはない。イパーダに関する事柄につい 
ては、類推はされない、と言いたいのてある。信仰とイパーダ 
は、預言者ムハンマドの時代に完成された。誰もそれに何かを 
付け足すことはてきないのだ。ムジユタ匕ドのイマームたちは 
人々に模倣をさせず、模倣を禁じられたものとした。」 

無宗派のラシド • ルザーの「イスラームにおける統一 
と宗派」という本の上記て'抜粋した内容は、宗派に属さない人 
々の全ての本と同様に、ムスリムが四宗派のイマームに従うこ 
とを妨げています。皆がタフシールとハチィースを学ぶことを 
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命じています。これについてはどのように考えますか。 

答え：宗派に属さない人の文章を注意深く読めば、誤つ 
た考え、分離主義者的な見解、腐敗した論理という鎖と、耳触 
りの Ul 1言葉て'飾り、ムスリムたちを欺こうとして 1 1ることが 
わかります。無知な人々はこういつた文章を、論理や理性に照 
らし合わせて正し11知識に基づ11たものてあると思11込み、信 
じ、彼らの後に続こうとするかもしれません。しかし知識やは 
つき IJ した見解を持つている人は決して彼らに惑わされること 
はありません。 

ムスリムを限りのない災いへと引きずり込む無宗派の 
人々の危険性に対し若者たちに警告を与える為、イスラーム学 
者たちは14世紀前から何千もの貴重な本を記してきました。 

上の問いへの返答として、ユスフ.ネツバーニー w の「 
フツジヤトウッラ—匕 • アラ ルアー ラミ—ン」といラ本の771 
ページから始め、その一部を翻訳することが適切てあると考え 
ました。 


「クルアーンを読んてそこから何かを読みとることは、 
皆にてきることてはありません。ムジユタ匕ドのイマームてす 
ら、クルアーンを完全に読み取ることはてきない為、預言者ム 
ハンマドはクルアーンにおける意味をハディースて説明されて 
11るのてす。クルアーンを預言者ムハンマドのみが説かれたよ 
うに、ハチィースもまたサハーパとムジユタ匕ドのイマームた 
ちが理解し、解き明かすことがてきました。 

これらを理解することがてきるよう、アツラーはムジ 
ユタ匕ドのイマームたちに理性、知識、理解力と優れた知能、 
知性といつた多くの優れた性質を与えられました。これらの優 
れた性質の最たるものが、篤信「タクワー」てす。次に、心の 
中の神の光てす。ムジユタ匕ドのイマームたちは、こうした優 
れた性質の助けによつてアツラーと預言者ムハンマドのお言葉 
から、そこて望まれていることを理解したのてす。理解てきな 
かつた点については、「類推」によつて見解を述べています。 

4つの宗派のイマームたちは皆、自分の考えに基づいて話して 


[1] ユスフ.ネッパーニーは1350年「西暦1932年」にベイルートで死 
去しました。 
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いるのてはないと語つています。そしてその弟子たちには「正 
しいハテイースに出会つた時には、私の言葉は放棄しなさい。 
アツラーの使徒のハデイースに従いなさい」と言つていたのて 
す。それぞれの宗派のイマー厶たちはこの言葉を、自分たちと 
同様にムジユタ匕ドであり、深い知識を持つ学者たちに言つて 
いたのて'す。この学者たちは、四つの宗派の論拠を知 IJ 、 選択 
を行つた人々てす。ムジユタ匕ドてあるこの学者たちは、宗派 
のイマー厶たちの判断の根拠により、新しく学んだ真正ハチイ 
—スの詳細、伝承者、そしてどちらが後になつて起こつたこと 
かというような事柄、そしてさらに多くの諸条件を検証し、ど 
れを選ぶかを理解するのてす。もしくはムジユタ匕ドのイマー 
ムは、何らかの問題に含まれるハデイースが自分には伝わつて 
いない場合には、類推によつて判断を下していました。その弟 
子たちはその問題を証明するハデイースを学び、また別の判断 
を下しました。しかし弟子たちはこのような見解を示す際にも 
、宗派のイマームたちの教義から離れることはありません。そ 
の後に訪れたムジユタ匕ドのムフテイたちも、このようにファ 
トゥワを出していました。ここから理解されることは、四つの 
宗派のイマームたち、そしてその宗派て育成された厶ジユタ匕 
ドたちに従うムスリムたちは、アツラーと預言者ムハンマドの 
判断に従うことになるのてす。このムジユタ匕ドたちは、クル 
アーンやハデイースから、他の人々の理解てきなかつた意味を 
読み取りました。そしてそれを説いたのてす。ムスリムたちも 
、彼らが書物やハデイースから理解した事柄に従いました。な 
ぜなら蜜蜂章第43節ては、「あなた方がもし知らな 1 1のて'あれ 
ば、知つている人に尋ねなさい」と命じられているからてす。 

このクルアーンの言葉は、皆がクルアーンやハテイー 
スを理解てきるわけてはないこと、理解てきな 1 1人もいるとい 
うことを示しています。理解てきない人へは、クルアーンやハ 
デイースにつ 1 1て理解しようと努めるのてはなく、理解してい 
る人に尋ねて学ぶことが命じられて 1 1るのてす。クルアーンや 
ハデイースの意味を皆が正しく理解て'きるのてあれば、何十も 
の誤つた宗派が現れることもなかつたてしょう。これらの宗派 
を起こした人々は皆、深い知識を持つ学者て'した。しかし彼ら 
のうち誰も、クルアーンやハチイースの意味を正しく読み取る 
ことはてきなかつたのてす。誤つて理解し、正しい道から離れ 
てしまつたのて'す。そして何百万ものムスリムを災いへと導く 
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要因となりました。クルアーンやハチィースを誤って読み取る 
という点にお t 〗 て一部の人々は非常に自らの意見に固執し、正 
しい道を行くムス 1 」ムを不信心者、偽信者と呼ぶほどになって 
いました。トルコ語に翻訳され、ひそかにトルコに持ち込まれ 
た「ケシュフシュ’シュブハット」という名のワッハーブ派の 
本ては、スンナ派の信条にある、信者を殺すこと、財産を奪う 
ことは認められるとされています。」 

アッラーは各宗派のイマームたちがイジュティハード 
を行い、それぞれの宗派を設け、全ての信者がそれらの宗派に 
集うということを、愛される預言者ムハンマドのウンマにのみ 
恵まれました。アッラーは教義について説くイマームを創造さ 
れることによって、逸脱した人々や偽信者、人の姿をしたシャ 
イターンたちが信仰、信仰に関する知識を蹂躪することを防が 
れると同時に、宗派を導くイマームたちをも創造され、その教 
えを蹂躪から守られているのてす。キリスト教やユダヤ教ては 
このような恵みはなく、宗教は変化させられ、玩具のよラな扱 
いを受けたのてす。 

アッラーの使徒「アッラーが祝福と平安をお与えくだ 
さいますように」の死の400年後には、イジュティ ハー ドを行 
う ことのてきる知識の深 1 1学者はすてに L 1ないということがイ 
スラーム学者たちの意見の一致のもと、発表されました。今て 
は、イジュティ ハー ドしなければ 1 1けな 1 1と主張する人は理性 
に関わる病気もしくは宗教に関する無知を抱えた人てあるとさ 
れます。偉大な学者てある「ジェラーレッディン.スユーティ 
」 w は、イジュティ ハー ドを行える段階に達していると語りま 
した。当時の学者たちは彼に一つの質問を出し、それには二つ 
の答えがあり、どちらが正しいと考えるかと尋ねました。彼は 
答えることがてきませんてした。仕事が多く、それに時間を費 
やすことがて'きないと訴えたのてした。しかし彼に求められて 
いたことは、ファトゥワについてイジュティ ハー ドを行うこと 
てした。これはイジュティハードの中て'最も低 1 1段階の行為て 
した。 イフ ー U . スユーティのような深い知識を持つ学者がフ 
ア トウワにつ 1 1てイジ ユ テイハードを行うことを避けたのて'あ 


[1] スユー テイ.アブドゥルラフマーンは911年「西暦1505年」にエ 
ジブトで死去しました」 
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れば、ムスリムたちが絶対的なイジユティハードを行うことを 
主張する人々については無知以外の何ものてあると言えるてし 
ょうか。イマーム，ガザーリー [1] は彼の時代にムシユタ匕ドが 
存在しないことをその「イフヤーウル • ウルーム」という本て 
示して I 〗 ます。 

ムジユタ匕ドてはない一人のムス 1 」ムが真正なハティ 
ースについて学び、宗派のイマームのそれに従わな11判断を下 
すことが彼にとって困難て'あれば、このムスリムは四つの宗派 
の内そのハティースに適切なイジユティハードを行ったムジユ 
タヒドを探し求め、行動をそれに合わせることがひつようとな 
ります。偉大な学者てあるイマーム • ナワウィー [2] 「ラウダー 
トゥッタリビン」はその書物て'この点を詳しく説いています。 
なぜなら、イジユティハードの段階に達していな 1 1人がクルア 
ーンやスンナから意味を読み取ることは許容されないからてす 
。一部の無知な人々は、自分がイジユティハードの段階に達し 
ていること、クルアーンやハチィースの意味を読み取ることが 
てきること、四つの宗派のうちどれかに従う必要性がないこと 
を主張しています。そして何年も従ってきた宗派を放棄してい 
ます。この誤った考えて'、宗派を損なおうとしているのてす。 
我々のような者は宗教学者の見解には従わない、といった無知 
な、無知さをひけらかすような発言をしているのてす。このよ 
うな発言により、その優秀さてはなく、知ったかぶりをしてい 
るだけてあること、卑小な存在てあることを暴露していること 
に気が付いていないのてす。こうした人々の中には、皆がそれ 
ぞれにクルアーンの解釈を読み、そこから意味を読み取らなけ 
れば I u すな t 〗 と主張する無知な人々も含まれて 1 1ます。決して 
このような人を学者てあると見なし、そのような人の本を読む 
ことを避けなければいけないのて'す。人は四つの宗派の中から 
、望むもの、気に入ったものを選ぶことがてきます。しかし、 
これらの宗派のそれぞれの容易さを探し求め、「タルフィク」 
を行うことは許されていません。「タルフィク」とは、それぞ 
れの宗派の容易なところだけを集め、何かを行う際にはその行 


[1] イマーム•ムハンマド•ガザーリーは505年「西暦1111年」に卜 
ウーシユの町で死去しました」. 

[2] ヤフヤー.ナワウイーは676年「西暦1277年」にダマスカスで死 
去しました。 
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為がどの宗派にも適つていないことを意味します。何かを行う 
際に四つの宗派のうちどれかに従つ た後て 、すなわちその行為 
が四つの宗派のうちどれかに適つて 1 1る場合に、他の三つの宗 
派においても適切 r 認められるものとなるよう、その為に必要 
な事柄をてきる限り適応するのてあれば、それはタクワー「篤 
信」と呼ばれる物てあり、大きなサワーブがあります。 

ハディースを読んてよく理解てきるムスリムは、まず 
自らの宗派の論拠て'あるハディースを学び、そしてそのハチィ 
—スが奨励していることを行い、禁じていることを避け、イス 
ラームの教えの尊さ、そしてアツラーとその使徒の御名とその 
特質の完全さ、預言者ムハンマドの人生と徳、奇蹟、さらにこ 
の世界、来世、天国と地獄のあり方、天使とジン、過去のウン 
マと預言者たち、啓典、そしてクルアーンと預言者ムハンマド 
の優位性、その家族と友人たちのあり方、そして世界の終焉の 
兆候、その他たくさんの現世と来世に関する事柄を学ぶ必要が 
あります。預言者ムハンマドのハディースては、現世と来世に 
関する全ての知識がまとめられています。 

ここて書いてきたことが理解されるならば、ムジユタ 
匕ドがハディースから読み取つた宗教上の規定について価値が 
ないという人がどれほど無知てあるか、明らかになるて'しょう 
。ハディースが教えている無数の知識の中て、イパータや行為 
について教えるハティースは少数てす。一部の学者によると 
500程度とされています。繰り返されているものをも数えたと 
しても、3000を超えることはありません。これた'けの少ない八 
ディースの中て'、何らかの真正ハディースを、四つの宗派のイ 
マームの誰も知らずにいた、ということは考えられないのてす 
。真正ハディースは、四つの宗派のうち少なくともどれか一つ 
のイマー厶が、論拠として取り上げているのてす。自らの宗派 
におけるある行いが、真正て'ある何らかのハディースに従わな 
11と見なすムス 1 」ムは、そのハチィースを基づ 1 1てイジユティ 
ハドを行つた別の宗派に従つてその行いをなすべきてす。自ら 
の属する宗派のイマー厶もその同じハディースについては知つ 
ており、しかしそれよ U もより確実て'あると理解された、もし 
<は新しいものが出て来た為に前のものが取り消された別のハ 
ディースに従つて、あるいはムジユタ匕ドたちにしかわからな 
い別の理由によつてこのハデイースを論拠としなかつた可能性 
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があるのてす。あるハディースが真正なものて'あると理解した 
ムスリムが、そのハディースに従わない自宗派の規定を放棄し 
、そのハチィースに従うことはよいことてはあれ、この人はこ 
のハディースの意味を読み取つている別の宗派に従うことが必 
要となるのてす。なぜならその宗派のイマームはその論拠から 
、そのームスリムが理解していない事柄をも読み取り、そのハ 
ディースに基づいて行動することに支障がない、と判断してい 
るからてす。同時にこれは、自らの宗派に従いつつ行うことも 
許されます。なぜなら各宗派のイマームたちのイジユティハド 
は、必ず確実な論拠に基づくものた'からてす。それらの論拠が 
知られていないことを、イスラームは支障と見なします。なぜ 
なら、四つの宗派のイマームは誰も、イジユティハドを行う際 
にクルアーンやスンナから離脱していな11からてす。彼らの宗 
派とは、クルアーンやスンナの解説なのてす。彼らはクルアー 
ンやスンナの意味と規定をムスリムたちに説 1 1たのてす。人々 
が理解てきるような形て'説明し、本としたのてす。四つの宗派 
のイマー厶たちのこれらの行いは、イスラームにおいて非常に 
大きな貢献て'あり、アツラーが彼らを助けられなければ、人力 
の及ぶところて'はなかつたてしょう。これらの宗派は、預言者 
ムハンマドが正しい預言者てあること、イスラームの教えが真 
正なものてあることを示す最も強い根拠の一つなのてす。 

イマームたちのイジユティハドにおける相違点は、イ 
スラーム法学に関する問題に限られています。つまり、信条、 
信仰に関しては一切の相違点はありません。宗教上確実に認識 
され、もしくは論拠を伴つて確実に伝えられたハティースから 
得られたイスラーム法学上の知識においても、相違点はありま 
せん。イスラー厶法学上のいくつかの点て、意見を異にしてい 
るのてす。その論拠の確実さに関する見解の相違がその理由と 
なつています。この小さな相違点は、このウンマにとつて慈悲 
てす。ムスリムは自分が望む、自分にとつて容易となる宗派に 
属することがてきます。預言者ムハンマドはこの相違を吉報と 
して伝えられ、そしてそれは実現したのて'す。 

クルアーンやハティースて'明白に語られている信仰に 
関する知識、もしくは法学に関する知識についてイジユティハ 
ドを行うことは許されません。それは逸脱の要因となり、大き 
な罪となります。信仰に関する知識においては正しい道は唯一 
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て'あり、それは「スンナに従う人々の宗派」てす。ハチイース 
て'慈悲として言及されて 1 1る相違点とは、法学的な見解におけ 
る相違点なのてす。 

四つの宗派が、行動における法規において異なつた見 
解を持つ事柄て'は、そのうちの一つのみが正しいものとなりま 
す。この正しい判断に従う人は二つのサワーブを、正しくない 
判断に従つて 1 1る人は一つのサワーブを得ます。宗派が慈悲て 
あることは、一つの宗派を離れて他の宗派の法規に従うことが 
許されることを示します。しかしこの四つの宗派以外の、スン 
ナに従う人々の宗派、さらにはサハーパに従うことは許されて 
いません。なぜなら彼らの宗派は本にされておらず、忘れられ 
たものてあるから T す。今日知られる四つの宗派以外のものに 
従うことは不可能となつたのてす。サハーパに従うことは許容 
されていない、とい5ことをイスラーム学者たちは意見を一致 
させて伝えている、とイマーム_アブー • パクル • ラージー [1] 
が語つています。 

宗派とムジユタ匕ド、特に四つの宗派のイマームの優 
位性、そして見解の一致や類推といつた手段を用いて示した判 
断が、自身の見解て'はなくクルアーンやスンナをもとにしたも 
のてあることをさらに理解することを望む人には、イマーム • 
アブドウルワッハーブ.シャラーニの『偉大なる規律』「ミー 
ザーヌル • キユブラー」及び「ミーザーヌル • フウドリッイエ 
」という書物をお勧めします。」 

上記の本「フッジエトウッラーヒアーレルアーレミー 
ン」からの抜粋は以上て'す。ここて'紹介した文章はアラビア語 
の原文から翻訳されたものてす。他の出版物と同様、ここても 
他の書物からの抜粋を括弧の中て示し、引用文と私たち自身の 
文章とを区別しています。この本「フッジエトウッラーヒアー 
レルアーレミーン」のアラビア語原文は、1974年にイスタンブ 
ールて'発行されています。 

「クルアーンては、宗教学者とは言われていない」と 
いう表現は、正しいものて'はありません。多くの箇所て'、学者 


[1] アブー.バクル•アフメッド.ラージーは370年「西暦980年」に 
死去しました。 
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や知識が称賛されているのてす。アブドウルガーニ • ナブルシ 
一は「ハチイーカ」というその書物て'以下のように記していま 
す。 


預言者章の第7節て'は「もしあなたがた、これが分ら 
ないなら訓戒を受けた民に聞け」と命じられています。この章 
句ては、知らない人が学者たちに尋ね、学ぶことが命じられて 
います。イムラーン家章の第7節ては「それて'知識の基礎が堅 
固な者は言う」と、第18節ては「天使たちも正義を守る知識を 
授つた者もまた「それを証言する」と、また物語章の第81節て 
は「それからわれは、かれとその屋敷を地の中に埋めてしまつ 
た。かれには、アツラーの外に助け手もなく、また自分を守る 
ことも出来なかつた。」と、またビザンチン章第56節ては「だ 
が知識と信仰を授かつた者たちは、言うであろう。「あなたが 
たはアツラーの定めに基いて、復活の日まて確かに滞在しまし 
た。これが復活の日です。だがあなたがたは気付かなかつたの 
て'すと」語られています。また夜の旅章第108節て'は「そして 
「祈つて」、『わたしたちの主の栄光を讃えます。本当に主の 
御約束は果たされました。』と言う。」と、巡礼章第54章ては 
「また知識を与えられている者たちは、この「クルアーン」が 
あなたの主からの真理て'あることを知り、心を謙虚にしてそれ 
を信じる。」と、蜘蛛章第節て'は「いやこれこそは、知識を与 
えられた者の胸の中にある明瞭な印」とされています。サバア 
章第6節ては「知識を授かつた者なら、主があなたに下された 
ものは真理て'あつて、それが偉力ある方、讃美すべき方の道に 
導くものてあることが分るて'あろう。」と、抗弁する女章の第 
節て'は「知識を授けられた者の位階を上げられる」と、また 
創造者章の第28節て'は「アツラーのしもべの中て'知識のある者 
だけがかれを畏れる」と、部屋章第13節ては「アツラーの御許 
て最も貴い者は、あなたがたの中最も主を畏れる者てある」と 
語られています。 

「ハティーカ」の365ページにあるハチィースては、 
「アツラーと天使たち、そして生命を持つ全ての存在は人々に 
善を教える人にドウアーする」「最後の審判の日には、まず預 
言者たち、そして学者たち、次いて'殉教者たちがとりなしを行 
う」「人々よ、知りなさい。知識は学者たちから聞くことによ 
つて得られる」「学びなさい。学ぶことはイパーダてある。教 
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える者、学ぶ者には聖戦ほどのサワーブが与えられる。教える 
ことは、サダカをすることのようて'ある。学者たちから学ぶこ 
とは、タハージユドの礼拝を行うことのようて'ある」と命じら 
れています。フアトウワに関する書物を記しているター匕ル- 
ブハ—リは次のように語つています。「法学書を学ぶこと 
は、夜に礼拝する事よりさらによい行いて'す。なぜなら、フア 
ルドてあること、ハラームてあることを学者たちから、もしく 
は彼らによつて書かれた本から学ぶことがフアルドてあるから 
てす。自ら実行し、他の人々に教える為に法学書を読むことは 
、タスビーフの礼拝を行うことよりもよいことてす。ハテイー 
スては「学ぶことは、全てのナーフイラの「義務てない」礼拝 
よりもよりよい。なぜなら自分自身へも、それを教える人にも 
、益があるからてある」「他者に教える為に学ぶ人へは、スッ 
ドウークとしてのサワーブが与えられる」とされています。イ 
スラームに関する知識は師や書物からのみ得られるのて'あり、 
イスラー厶に関する書物や教育など必要てはないとい5人は偽 
りを述べているのてす。彼らはムスリムをだまし、災いへと導 
いて 1 1るのてす。宗教書における知識はクルアーンとハデイー 
スから得られたものなのて'す」 1 [2] ハデイーカ」からの訳は以上 
てす。 


アツラーはその使徒を、クルアーンを伝え、教える為 
に遣わされました。サハーパたちはクルアーンにおける知識を 
預言者ムハンマドから学びました。学者たちは、サハーパたち 
から学びました。そして全てのムスリムも、学者たちや彼らの 
書物から学びました。ハティースて'は「知識とは宝庫てある。 
その 鍵は、尋ねて学ぶことて'ある」「学びなさい、そして教え 
なさい」「全ての物事にはその源がある。篤信の源は、豊富な 
知識を持つ人の心にある」「知識を教えることは罪の償いとな 
る』と言われています。 

イマーム.ラツバーニ「アツラーの祝福あれ」は「メ 
クトゥーパツト/書簡集」という名の本の第一巻、第193の手紙 
て'、次のように語つています。 


[1] ターヒル•ブハーリーは542年「西暦1147年」に死去しました。 

[2] ハーデイカの作者アブドウルガーニ•ナブルシーは1143年「西暦 
1731年」に死去しました。 
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「ムカツラフ」てある人はまずその信仰、信条を正す 
ことが必要て'す。すなわちスンナに従う学者たちの書いた信仰 
に関する知識を学び、それらを正しい形て'信じることて'す。ア 
ツラーがこの偉大な学者たちの努力に豊かなサワーブを与えて 
くださいますように。アーミーン。最後の審判の日に地獄の罰 
から救われるかどうかは、彼らが教えた事柄を信じるかどうか 
にかかつている。地獄から救われる人とは、ただこの人々の道 
を行く人々なのてす。その道を行く人々を「スンナ派」といい 
ます。アツラーの使徒「アツラーが祝福と平安をお与えくださ 
いますように」とサハーバたちの道をたどるのは、ただ彼らな 
のてす。クルアーンとハデイースから読み取られた知識のうち 
、価値があり正し11ものはただこの偉大な学者たちがクルアー 
ンやハチイースから学び取 IJ 、 人々に教えた知識なのて'す。な 
ぜなら教えを変えようとする人々、宗派に従わない人々がそれ 
ぞれ、その誤つた考えや短絡的な理論によつてスンナやクルア 
—ンから読みとつたものを主張して t 〗 るからて'す。スンナに従 
う学者たちを軽視し、矮小化しようとするのて'す。つまり、ク 
ルアーンやスンナから読み取られたとされるすべての言葉、全 
ての文章を事実てあると思 1 1込むべきてはなく、耳触りのいい 
言葉によるプロパガンダに騙されないようにする必要があるの 
てす。 


スンナに従う学者たちが教える正しい信条の理解の為 
には、偉大な学者デアルトウルブステイ師の書かれたペルシア 
語の「エルムーテメツト/ el - mutemed 」 という本が非常に役立 
ち、明白に書かれています。容易に理解することがてきるもの 
てす。1989年にハキーカトウ出版から発行されています。フア 
ドウルツラー.ビン.ハサン.トウルブステイはハナフイー派 
の法学者てす。1263年に死去しています。 

信条、すなわち信仰すべき事柄についてただした後は 
「ハラール、ハラーム、フアルド、ワージブ、スンナ、マンド 
ウーブ、マクルーフ」てあるものを、スンナに従う学者たちの 
書いた法学書から学び、それらに従うことが必要てす。この学 
者たちの尊さを理解しない無知な人々が書いた誤った本を読む 
べきてはありません。アツラーがお守りくださいますように。 
信仰すべき事柄において、スンナに従う宗派に適っていない信 
条を持つムスリムは、来世において地獄から救われることがて 
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きません。正しい信条を持つ人のイパーダに気の緩みがあつた 
場合は、悔悟をしなかつたとしても、許される可能性がありま 
す。許されなかつたとしても、罰を受けた後て'地獄から救われ 
ます。大切なのは信条をただすことてす。ハージヤ • ウパイド 
ウッラー匕 • アフラル [11 は語つています。「全ての発見、全て 
の奇蹟が私に与えられたとしても、スンナの道に適する信条が 
与えられなければ、私は滅亡してしまう。発見や奇蹟が私には 
なかつたとしても、スンナに従う道に適う信条が与えられるな 
ら、私は全く悲しまない」 

今日、インドのムスリムは孤立しています。イスラー 
ムを敵視する人々が各方面から攻撃を行つています。今日イス 
ラームへの奉仕の為に1リラを差し出すことは、他の時代に何 
千リラと与えることよりもより大きなサワーブとなります。イ 
スラームに対してなされる最大の奉仕は、スンナに従う人々の 
書物、信仰やイスラームに関する書物を求め、それを村々や若 
者たちに分配することて'しょう。その奉仕を与えられた幸福な 
、幸運な人は誰てあれ、それに喜び、大いに感謝するべきてす 
。イスラームの為に奉仕することはいつの時代てあれサワーブ 
てす。しかし、イスラームが弱められ、嘘や中傷によつてイス 
ラームを損なおうという努力がなされて11る時代に、スンナに 
従う人々の信条を広く伝えようとすることは、何倍も大きなサ 
ワープてす。預言者ムハンマド「アッラーが祝福と平安をお与 
えくださいますように」はサハーパに次のように言われていま 
す。「あなた方が生まれてきた時代には、アッラーの命令と禁 
止事項のうち9割に従い、1割に従わなかつたならば、あなた方 
は滅亡するて'あろう。しかしあなた方以降には、命令と禁止事 
項のうち1割に従う人が救われるような時代が訪れる」「（ミ 
シユカートウ，メサビフ）の第一巻、第179ページ及びティル 
ムズィーの「キターブルフィテン」の79番にあります。」 

このハディースて告げられている時代こそが、今の時 
代なのてす。イスラームを攻撃する存在を見極め、彼らを好ま 
ないことが必要となります。力を使つて行う聖戦は、国家が行 
うものてす。国家の軍が行うのて'す。ムスリムがこのような聖 


[1] ウバイドウッラーヒ.アフラルは895年「西暦1490年」にサマル 
カンドで死去しました。 
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戦を行うのて'あれば、兵士として国家の与えた役割に従うこと 
になります。「言葉と文章て行われる聖戦は、力を用いてなさ 
れる聖戦よりもよ IJ 尊いということも別の箇所て'書かれていま 
す。スンナに従う学者たちの書物、言葉を広める為には、奇蹟 
を起こしたり、学者てあつた IJ することは必須条件て'はないの 
てす。全てのムスリムがこれを行おうと努力することが必要て 
す。機会を逃さないようにしなければなりません。最後の審判 
の日には全てのムスリムにこのことが尋ねられ、なぜイスラー 
ムの為に奉仕しなかつたのかと尋ねられるてしょ5。イスラー 
ム法学の書物を広める努力をしなかつた人、宗教的な知識を伝 
える努力をしなかつた人、誰にも援助をしなかつた人には大き 
な罰が与えられるでしょう。弁解や言 I >訳は受け入れられない 
て'しょう。預言者たちは、人々のうち最も優れ、尊い存在てあ 
る一方て、決して休むことはありませんてした。アツラーの教 
え、永遠の幸福のための道を伝える為に日夜努力を払いました 
。奇蹟を求める人々には、「奇蹟はアツラーが創造される。私 
の役割は、アツラーの教えを伝えることてある」と答えていま 
した。その道において努力奮闘する時には、アツラーも彼らを 
助けられ、奇蹟を創造されました。私たちも、スンナに従う学 
者たちの書物や言葉を伝えること、力ーフィルや敵たち、イス 
ラームに対する中傷や迫害を行う人々が嘘偽りを語つているの 
だということを若者たちに知らせることが必要てす。これらを 
知らせることは陰口とはなりません。命じられていることを実 
践することとなるのてす。この道においてその財産、力、技術 
をもつて努力しない人々はその罰を逃れることはてきないてし 
ょう。この道における努力の際に苦労や迫害に直面することは 
、大きな幸福、大きな利益と見なすべきてす。預言者ムハンマ 
ドは、アツラーの命令を伝える際に、無明時代の人々の攻撃を 
受けていました。大変な苦労をされたのてす。偉大な人々の中 
ても最も偉大て'あり、選ばれ、アツラーの愛されるお方てある 
預言者ムハンマドは「私の味わつた苦労はどの預言者たちも味 
わつていない」と言われていました。 

「メクトウーパツト/書簡集」からの翻訳文はここまて 

てす。 

全てのムス 1 」ムは、スンナの道に従つた信条を学び、 



それを教えられる相手に教えなければならな 1 1のてす。スンナ 
に従う学者たちの言葉を伝える本や新聞を見つけ、それを求め 
、若い人々、知つている人々にも送るべきてす。そして彼らが 
それを読むよう働きかけるべきてす。イスラームに敵対する人 
々につ 1 1て説いて11る書物をも伝えるべきてす。 

地上の全てのムス 1 J ムに正しい道を示し、預言者ムハ 
ンマドの教えを、変化させず、損なわせずに学ぶ上ての導きと 
なる「スンナに従う学者たち」とは、四つの宗派のイジユティ 
ハドを行う段階にまて'達している学者たちのことてす。彼らの 
うち最も偉大なのは四人の人々て'あり、その一人目が偉大なる 
「イマー厶.アブー.ハニーファ • ヌ マン.ビン. サー ビトゥ 
」てす。彼はイスラーム学者の中て'最も偉大な人々の一人てす 
。スンナに従う人々の長てす。翻訳文は、「サアーデティ•エ 
ぺディツイエ/永遠の幸福」「有益な知識」といつた本に記され 
ています。ヒジユラ歴80年にクーフアて'生まれ、150年にパブ 
ダッドて'殉教しています。 


二人目てある「イマーム • マー 1 」ク，ビン • アナス」 
も、大変偉大な学者てす。匕ジュラ歴90年にマディーナに生ま 
れ、179年にそこて亡くなリました。89年生きたことがイブニ 
-アービディンて記されています。祖父はマーリク • ビン•ア 
ブー • アーミルてした。 

三人目は、「イマーム，ムハンマド • ビン • イド 1 」一 
ス-シャーフィー」てした。150年にパレスティナのガザて生 
まれ、204年にエジブトて亡くなりました。 

四人目は、「イマー厶.アフマド • ビン.ハンパル」 
てした。164年にパクダッドて'生まれ、241年にそこて亡くなり 
ました。彼はイスラームとい5建物の基盤となる柱て'した。 

今日、この四人のイマームのうち誰にも従わない人は 
、大きな危険性の中にいます。正しい道から逸れてしまつてい 
るのてす。彼ら以外にも、スンナに従う学者たちはたくさんい 
ました。彼らも、正しい宗派を持つていました。しかし時と共 
にこれらの宗派は忘れられ、書物として残されなかつたのてす 
。例えば「フカハーイ_セビア/七人の学者」と呼ばれるマチィ 
—ナの七人の偉大な学者たちや、ウマル • ビン • アブドウルア 
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シズ、スフヤン • ビン • ウヤイナ' イスハツク_ビン，ラー 
ハワイフ、 ダー ウーディ.ターイ、アーミル.ビン.シェラー 
匕リ_シャアビー、レイス，ビン • サアド、アマシユ • ムハン 
マド.ビン.ジャリル.タパーリー、スフヤーン.サウリ[ 2] 、 
アブドゥルラフマーン_アウザーイ「アツラーが彼らをお慶び 
くださ t 〗 ますように」がその例てす。 

サハーパの全てが、正しい道において、教えを伝える 
星て'した。そのうちの誰てあつても、全世界を正しい道へと導 
くのに十分な存在て'した。彼らはムジユタ匕ドて'あり、それぞ 
れの宗派を持つていました。多くの宗派は互いに類似するもの 
てした。しかしそれらの宗派はまとめられず、本にされていな 
い為、それらに従うことは不可能なのてす。この四人のイマー 
ムの宗派、すなわち信じ、実行すべき事柄に関してイマームた 
ちが伝えたことは、彼ら自身やその弟子たちがまとめ、本にし 
ています。今日、全てのムス 1 2 」厶がこの四人のイマームのいず 
れかの宗派に属し、その宗派に従つて生きること、イパーダを 
行うことが必要てす。この四つの宗派のどれかに従うことを望 
まない人は、「スンナに従う人」てはないのて'す。 


この四人のイマームの弟子のうち二人は、信仰に関す 
る知識を広めるという点て非常に優れていました。これにより 
、信条、信仰における宗派は二つとな IJ ました。クルアーンと 
ハチィースに適した正しい信仰とは、この二人が伝えた信仰な 
のてす。スンナに従う人々の信仰に関する知識を地上に広めた 
のは、この二人なのてす。一人目は「アブー • ハサン • アシュ 
アリー」て'あり、匕ジュラ歴266年にパスラて'生まれ、330年に 
パクダッドて'亡くなりました。二人目は「アブー • マンスール 
• マーチュリチィー」て'あり、333年にサマルカンドて亡くな 
りました。全てのムスリムの信条はこの偉大なイマームのどち 
らかに従うことが必要となります。 

アウリヤー「聖人」の宗派もまた、正しいものてす。 
イスラー厶からわずかても離れたものてはあ IJ ません。イスラ 


[1] スフヤーン.ビン.ウヤイナは198 年「西暦 813 年」 にマッカで 死 
去しました。 

[2] スフヤーン•サウリは161年「西暦778年」にバスラで死去しまし 
た。 
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ームを、世俗的な利益のための道具とし、財産や地位を得る為 
に聖人、伝道者、宗教者として現れる嘘に満ちた人はいつの時 
代にもいました。今日ても、あらゆる分野て、あらゆる働きて 
、あらゆる任務においてそのような人々がいます。自分の利益 
や快楽を他者に害を与えることによつて確保するような人々を 
見て、そのような人々が混じりこんている任務、分野の全てを 
悪 L 1ものと見なすことは正しくな 1 1行いてあり、無知な行為て 
す。だから、逸脱した宗教者や無知て'見せかけだけの宗派に属 
する人々を見て、イスラーム学者、神秘主義者、そして奉仕の 
歴史において誉れあるページを満たしてきた偉大な人々を非難 
しては11けな 1 1のてす。そういつた人々を非難する人が正しく 
な 1 1のだということを理解すべきてす。アウリヤーには奇蹟が 
あり、それらは正しく、真実て'す。イマーム，ヤフィー w は次 
のように語つています。「アブドゥルカディル • ゲイラーニ 1 [2] 
の奇蹟は人々の口から口へと非常に広まつており、それを疑う 
こと、信じないことはてきない。なぜならあらゆる場所てそれ 
が広まつているということは、その「テパーテユル」保証書の 
よラなものだからてある」 

礼拝を行う人については、イスラームを否定するよう 
な事柄を明白に、強制されずに語り、もしくは用い、力ーフィ 
ルてあることが理解されたのてない限り、他人に従い、彼は力 
—フィルだと述べることは許されていません。力ーフィルのま 
まて死んだことを確認していない限り、呪うこともてきません 
。力ーフィルに対してて'あれ、呪うことは許されていません。 
従つて呪いを行わないことがよりよいとされます。 

5. 信仰するべき六つの事柄のうち五つめは、「来世を信 
じること」てす。この時の始まりは、その人の死んだ日て'す。 
キヤーマ「復活の日」の終わ U まて'てす。「最後の日」といわ 
れるのは、その後にはもう夜が来ないこと、あるいは世界より 
後に来ることにちなみます。ハチィースて伝えられていこの「 
日」は、私たちが知つている夜や昼といつた意味てはありませ 
ん。ある時、を意味するものてす。キヤーマがいつ起こるかは 


[1] アブドゥッラー•ヤーフイーは768年「西暦1367年」にマッカで 
死去しました。 

[2] アブドゥルカデイル.ゲイラーニは561年「西暦1161年」にバグ 
ダッドで死去しました。 



教えられての1ません。その時につ 1 1ては誰も理解てきて 1 1ませ 
ん。しかし預言者ムハンマドは多くのその兆候、始ま IJ につい 
て教えられました。マフデイが現れ、預言者イーサーは天から 
ダマスカスに下ります。ヤジュジュと呼ばれる人々が各地を混 
乱に陥れます。太陽が西から登り、大きな地震が起こります。 
宗教的な知識は忘れ去られます。悪事がはびこります。教えを 
持たず、道徳的にいやしい人々が支配者となり、アツラーの命 
令に従うことを妨げます。あらゆる場所 r 禁じられている事柄 
が実行されます。イエメンから一つの炎が上がります。天と山 
が砕け散ります。太陽と月が光を失います。海が互いにまじり 
あい、沸き立ち、干上がります。 

罪を行つたムスリムは「フアースク」と呼ばれます。 
フアースクと力ーフイルには、墓て'罰が与えられます。当然、 
このことを信し'る必要があります。死者が墓に置かれると、私 
たちには知ることのてきない形て復活させられ、安楽または罰 
が彼を待ち受けます。「ムンカルとナキル」という二人の天使 
が未知の恐ろしい人の姿て現れ、質問をすることがハデイース 
て明白に説かれています。墓ての問いは、一部の学者たちによ 
れば信条の一部に関するものてあり、また一部の学者によれば 
信条の全てに関するものとなります。だから子供たちに「あな 
たの神は？あなたの教えは？あなたは誰のウンマ？キブラはど 
の方向？どの宗派？」という問いの答えを教えるべきなのてす 
。スンナの道を行かない人にはこの問いに答えることがてきな 
いことが「タジキラーイ_クルトゥビー」 [1] という書物て説か 
れています。正しく答えた人の墓は広くなり、その場に天国へ 
の窓が開かれます。朝晩、天国の様々な場所を見ることがてき 
、また天使たちによつてよい振る舞いを受け、吉報が伝えられ 
ます。正しい答えを出すことがてきなければ鉄の槌て打たれ、 
その声を人間やジン以外の全ての被造物が聴きます。墓は非常 
に狭められ、骨が互いに重なり合うほどに締め付けられます。 
地獄からの窓が開かれ、朝晩地獄の光景が見せられます。そし 
て墓の中て最後の審判まて重 1 1罰を受けます。 


[1] タジキラーイ.クルトウビーの著者 ムハンマド. クルトウビーは 
671年「西暦1272年」に死去しました。ムフタサール.タジキラ 
ーイ.クルトウビー 簡潔 版は ハキー カトウ出版によって1421 年 「 
西暦2000年」に新たに出版されました。 
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よいことを行つてきた人々の帳面は右側から、罪を犯 
した人、悪い人の帳面は背後もしくは左側から渡されます。よ 
いこと悪いこと、重要なこと些細なこと、秘められたこと秘め 
ずに行つたこと全てが帳面に記されています。記録の天使「キ 
ラーマン • 力ーテイビーン」が知らないことて'すら、人の肢体 
が報告をすることもしくはアツラーが告げられることによつて 
すべて明らかにされ、その全てについて勘定がなされます。マ 
フシヤルの場て'は、アツラーが求められる全ての秘密が明らか 
にされます。天使たちには「地と天て'あなた方は何を行つたの 
か」と、預言者たちには「アツラーの定められたことをそのし 
もべたちにいかに伝えたのか」と、皆には「預言者たちにどの 
ように従つたのか。あなた方に伝えられた役割をどのように果 
たしたのか。互 1 1の間にある権利をどのように行使したのか」 
と尋ねられます。マフシェルの場ては、信仰を持ち、行動や道 
徳が立派てあつた人々には褒賞と恵みが、悪 1 1性格を持ち誤つ 
た行動をとつていた人々には重い罰が与えられます。 
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アツラーは、アツラーに何ものかを配することと不信 
仰以外はお望みの信者の大小全ての罪をその恵みによつて許さ 
れます。多神教徒や力ーフイルとして死んだ人は決して許され 
ることはないことが告げられています。啓典を持つ、あるいは 
持たな11力ーフイル、すなわち預言者ムハンマドが全ての人々 
の為の預言者てあることを信じない人、彼が伝えた規定、すな 
わち命令や禁止事項のどれか一つて'あれ好まな 1 1人は、その状 
態て死んだ場合当然地獄に入れられ、無限の罰を受けます。 

審判の日に、行為や行動を計る為、私たちには知るこ 
とのてきない形の「秤」があります。地と天が一つの受け皿に 
収まる秤てす。善行の側は輝かしく、地上の右側、天国の側に 
あります。罪の側は暗く、地上の左側、地獄の側にあ IJ ます。 
現世ての行い、言葉、考え、視点はそこて形を得て、よいこと 
は輝かしく、悪いことは暗く醜く見え、この秤て地締められま 
す。この秤は、現世にある秤とは全く似ていないものて'す。重 
い方が上になり、軽い方が下になると言われています。学者の 
一部によると、様々な種類の砰があるとも言われています。学 
者の多くは、秤が何個あつてどのような形状て'あるかは明らか 
にされておらず、これらについて考えるべきて'はな11としてい 
ます。 


「スラート橋」というものがあります。スラート橋は 
アツラーの命令によ IJ 地獄の上に設けられます。皆に、この橋 
を渡ることが命じられます。その日、全ての預言者たちが「主 
よ、平安をお与えください」と懇願します。天国に行く人々は 
、橋を簡単に渡り、天国に入ります。稲妻のように、風のよう 
に、もしくは疾走する馬のように、この人々は橋を渡ります。 
スラート橋は毛よりも細く、刃よりも銳いのて'す。現世におい 
てイスラームに従うこともまたこのようてす。イスラームに完 
全に従おうとすることは、スラート橋を渡ることに似ています 
。現世て我欲との戦いの困難さに耐えた人々は、来世てスラー 
卜橋を容易に渡ることがてきます。イスラームに従わず、我欲 
に固執した者は、スラート橋を渡ることが非常に困難になりま 
す。だからこそアツラーは、イスラームの示す正しい道に「ス 
ラートゥ*ムスタキーム」という名を与えられたのてす。この 
名称の類似性は、イスラームの道を行くことがスラート橋をわ 
たることのようて'あることを示しています。地獄に行く人々は 
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スラート橋を渡ることがてきず、地獄に落ちます。 

預言者ムハンマド「アツラーが祝福と平安をお与えく 
ださいますように」に特有の「カウサルの泉」があります。そ 
の大きさは歩 1 1て一か月かかる程と言われます。水は乳よりも 
なお白く、その香りは麝香よりもすばらしいとされています。 
周囲には星よりも多くの杯があります。一度飲んだ人は、地獄 
にいたとしても二度とのどの渴きを覚えません。 

「とりなし」は真実てす。悔悟せず死んだムスリムの 
大小の罪の許しの為に預言者たち、聖人たち、誠実な人たち、 
そして天使たち、その他アツラーが許しを与えられた人がとり 
なしを行い、それが認められます。預言者ムハンマド「アツラ 
一が祝福と平安をお与えくださいますように」は「わがウンマ 
のうち、大罪を犯した者の為にとりなしを行おう」と言われて 
11ます。マフシャルの場てのとりなしには五つの種類がありま 
す。 


一つめ：審判の日、マフシャルの場の混雑と長い時間待 
たされることに嫌気を感じた罪びとたちが叫び声をあげ、少し 
ても早く裁きが行われることを求めます。この為にとりなしが 
行われます。 

二つめ：尋問や裁きが容易に、迅速に行われるよう、と 
りなしが行われます。 

三つめ：罪を犯した信者が、スラート橋から地獄に落ち 
な11よう、地獄の罰から救われるようとりなしが行われます。 

四つめ：罪が多くある信者が地獄から出られるよう、と 
りなしが行われます。 

五つめ：天国ては無限の恵みがあり、永遠にそこにとど 
まることがてきます。しかしそこには8 つの 段階があります。 
皆の位階は、信仰や行動の程度によつて決まります。天国に行 
く人々の位階が上がるよう、とりなしが行われます。 

次の段階に、天国と地獄があります。天国は七層の点 
の上にあります。地獄は全ての下にあ U ます。8段階の天国と7 
段階の地獄があります。天国は地球や太陽、天よりもより大き 
いとされます。地獄は太陽よりも大きいとされます。 



6. 信仰するべき 6 つの事柄の 6 つめは、「運命と、よい 
ことも悪いことも全てアツラーからて'あることを信じること」 
てす。人々に起こるよいことも災いも、益も害も、利益も損失 
も全てアツラーの定められたことなのてす。運命「カタル」と 
は辞書によるなら、多さを測定すること、判断し命じることと 
いう意味になります。多さと大きさ、という意味にもなります 
。アツラーが、何かの存在を望まれていたことをカタルといい 
ます。カダル、すなわち存在することが願われた事柄が実際に 
存在することを「カター」といいます。カターとカダルという 
言葉は、互いに逆の意味て用いられることもあります。その場 
合、カターは、全ての時間を通して創造される全てのものを、 
アツラーが前もって願っておられた、ということを意味します 
。全てのものを、カダーに従い、少なかったり多かったりする 
ことなく創造されることをカタルといいます。アツラーは後に 
起こる全てのことを前もって、限りのない過去において既に、 
ご存じてした。この知識のことを「カダーとカダル」と呼びま 
す。古代ギリシアの哲学者はこれを「永遠の恵み」と呼びまし 
た。全ての被造物はこのカダーから存在に至ったのてす。限り 
のない過去における知識に適した形て物事が存在することを、 
カダーとカダルといいます。カダルを信仰する為にはよく理解 
し、信じる必要があります。アツラーは何かを創造することを 
すてに意志され、求められたのてあれば、その量の多少が帰ら 
れることもなく、求められたままの形て存在することになるの 
てす。存在することを望まれたことが存在しないこと、存在し 
ないことを望まれたことが存在することはあり得ません。 

あらゆる動物、植物、生命を持たない存在「固体、液 
体、気体、星、微粒子、原子、電子、電磁波、要するに全ての 
被造物の動き、物理的な事象、化学反応、核反応、エネルギー 
のやり取り、生命体における生理的な作用」の全てが存在する 
かしないか、しもべのよい行い、悪い行い、現世と来世てそれ 
らの罰を受けること、そしてあらゆる事柄が限りのない過去に 
お 1 1てアツラーの知識に存在して11たのてす。アツラーはこれ 
ら全てを前もってご存じて'した。過去から未来にかけて発生す 
る全ての物事、特性、行動、事象を、あらかじめご存じてあっ 
た形に応じて創造されるのてす。人の善悪のあらゆる行い、ム 
スリムにならないこと、不信仰、意志的にもしくは望まずに行 
う全ての事柄を、アツラーが創造されたのてす。創造され、次 
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項されるのはただアツラーてす。要因が生じさせた全てのもの 
を、創造されたのはただアツラーてす。「全てを要因と共に創 
造されるのてす」 

例えば、火はものを焼きます。しかし燃焼させられる 
のはアツラーなのて'す。火は、ものを焼くことに何の関係もあ 
IJ ません。しかし次のような法則があります。ものは、火が触 
れることのない限り、そこに燃焼という現象は創造されないの 
てす。火は、燃焼温度にまて'温度を高めるということ以外は何 
も行つていません。有機物に存在する炭素、水素、酸素に結び 
つきを与え、電子のやりとりを生じさせるのは火てはありませ 
ん。真実を見ることがてきない人は、これらを火が行つている 
と考えます。焼き、燃焼反応を生じさせるのは火てはないのて 
す。酸素ても、熱てもありません。電子のやり取りてもありま 
せん。焼くのは、ただアツラーなのてす。これらの全ては、燃 
焼の為の要因として創造されたのて'す。知識のない人は、火が 
焼いていると考えます。小学校を終えた人なら、「火が焼く」 
という言葉を気に入らな 1 1てしょう。空気が燃焼させて t 〗 ると 
言います。中学校を終えた人はこれを認めないてしょう。空気 
中の酸素が燃焼させてというてしょう。高校を終えた人は、燃 
焼させるのは酸素だけて'はなく、電子を惹きつける要素は皆、 
同じ性質を持つ、というてしょう。大学を終えた人は物質と共 
にエネルギーをも計算に入れます。このように知識が増えるに 
つれて、物事の内面に近づいていき、要因と見えるものの背後 
により多くの要因が存在することを理解していくのてす。知識 
、科学の最高地点にある真実を直接ご覧になつた預言者たちと 
、その偉大な人々の後に続き、知識の大海からのしずくに出会 
つたイスラーム学者たちは、今日燃焼させるもの、作用を生じ 
させるものと考えられて 1 1ることがそれぞれ無力て力のない要 
因て'あり、被造物てあること、真に作用を生じさせるものは要 
因てはなく、アツラ ー r あることを教えています。 

燃焼させるのは、アツラーなのてす。アツラーは火が 
なくても燃焼させることがてきます。しかし火によつて焼くこ 
とは法則的なことに過ぎず、もし焼くことを望まれなければ火 
の中にあつてもそれは燃えません。預言者イブラー匕ームは火 
の中ても焼かれませんてした。アツラーは彼を愛されるがゆえ 
に、その法則を破られたのて'す。実際、燃焼を妨げる物質をも 
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創造されて 1 1ます。これらの物質を化学者が発見して11るのて 
す。 

アツラーが望まれるなら、全てを要因なして創造され 
たてしょう。火がなくても物は燃え、食べなくても満腹になる 
ことがてきたてしょう。また飛行機なし r 空を飛ぶことがてき 
たてしょう。無線なして'、遠方の音を聞くことがてきたてしょ 
う。しかし恵みとして、しもべに対するよい振る舞いとして、 
全ての創造を要因と結び付けられました。一定の物事を、一定 
の要因と共に創造することを望まれたのて'す。そのみわざを要 
因の下に隠されました。そのお力を、要因の下に隠されたのて 
す。アツラーが何かを創造することを求める人は、その要因に 
働きかけ、それによつてそれに達します。ランプを灯すことを 
望む人は、マツチを使います。オリーブオイルを絞り出すこと 
を望む人は、榨り機を用います。頭が痛い人は、アスピリンを 
服用します。天国に入り、無限の恵みに到達したい人は、イス 
ラームに従うのてす。自らの頭を銃て'撃てば、人は死にます。 
毒を飲む人も死にます。汗まみれのときに水を飲む人は病気に 
なります。罪を犯した人、信仰を失う人も、地獄に入ります。 
皆、どのような要因に働きかけるのてあれ、それが要因となつ 
ているものに出会うのて'す。ムス 1 j ムの本を読む人は、イスラ 
ームを学び、気に入り、ムスリムとなります。教えを持たない 
人たちと共にいて、彼らの言葉を聞く人は、宗教的に無知な状 
態となります。宗教的に無知な人の多くは、力ーフィルとなり 
ます。人は、何らかの場所に導く要因に乗つた場合には、その 
場所に行くのてす。 

神が頭れる時、全てのことを容易になされる 
要因を創造され、瞬時にそれを恵まれる 

アツラーが物事を要因と共に創造されていなければ、 
誰も、誰かを必要とすることはなかつたてしょう。皆、全てを 
アツラーから求め、何かに働きかけることはなかつたてしょう 
。その場合、人々の間て雇用者、被雇用者、労働者、職人、学 
生、教師、その他人間的な結びつきは生じ得ず、世界の均衡は 
壊されていたて'しょう。美しいものと醜いもの、よいものと悪 
いもの、従順と反抗の間に違いがなかつたてしょう。 

アツラーが求められさえすれば、この法則を他の形て 
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創造されたて'しょう。全てをその法則に応じて創造されたてし 
ょう。例えば、アツラーが望まれれば、力ーフイルたち、現世 
て自分の快楽に溺れて t げこ人たち、人を傷つけだます人を天国 
に入れられていたて'しょう。信仰を持つ人、イパーダを行う人 
、善行を行う人を地獄に入れることもてきたて'しょう。しかし 
クルアーンの言葉やハデイースは、アツラーがこのようには望 
まれて 1 1ないことを示して 1 1るのてす。 

人の全ての行い、望んて行つたこと、望まずに行つた 
こと、全ての行動を創造されるのはアツラーてす。しもべの自 
発的な行動、仕事を創造される為、人に「意志」を与えられ、 
この選択や願望が、行いの創造への要因とされたのて'す。しも 
ベが何かを行なうことを望んだ場合、アツラーもそれを望まれ 
れば、その行いを創造されます。しもべがそれを求めず、望ま 
ず、アツラーもそれを望まれなければ、その行いは想像されま 
せん。 


アツラーが望まれれば、創造されます。しもべが望んだ 
行いを創造されることは、何かに炎が触れた際にそのものの燃 
焼を創造されることに似ています。ナイフが触れると、切れる 
という状態が創造されます。切るのは、ナイフてはないのてす 
。ナイフは、切れる為の要因となつているのてす。つまり、し 
もべの自発的な行動、彼らの願い、行動の選択、そしてそれを 
望むことを、要因と共に創造されるのてす。しかし自然界の動 
きは、しもべの求めることには結びついてはいません。これら 
はただアツラーが望まれることにより、別の要因と共に創造さ 
れるのてす。太陽の、細胞の、しずくの、細胞の、細菌の、原 
子の物質や特性、動きを創造されるのはただアツラーてす。ア 
ツラー以外に創造者はいないのてす。しかし、生命を持たない 
物質の動きと、人間や動物の自発的な動きの間には次の違いが 
あります。しもべが何かを行うことを望み、選択し、アツラー 
もそれを望まれれば、しもべを動かされるのてす。しもべが行 
動することは、しもべが自らてきることてはないのてす。さら 
に人は、どのように行動しているかすら知りません。人の全て 
の動作は、無数の物理的、科学的な事象から生じているのてす 
。生命を持たないものの動きには、「選択」はありません。火 
が触れた時に燃焼が創造されるのは、火が焼くことを選択し、 
望んだからてはないのて'す。 
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アツラーが愛され慈しまれるしもべについて、彼の善 
良て役に立つ意志をアツラーも望まれ、創造されます。こうい 
った人の悪く有害な意志はアツラーも望まれず、創造されない 
のてす。こういったしもべからは常によい、効果的な行いが生 
じます。彼らは、多くのことがてきなかったと言って悲しみま 
す。しかしこれらが有害てある為に創造されなかったというこ 
とを考え、理解していれば、決して悲しむことはなかったてし 
ょう。そのことを喜び、アツラーに感謝していたてしょう。ア 
ツラーは人の選択、自発的な行いを、彼らの心が選択し、意図 
した後に創造することを前もって意志され、それを求められて 
いました。前もってこのように望まれていなかったとすれば、 
自発的な行動てすら私たちが求めることなく、アツラーが無理 
やり創造されていたことてしょう。自発的な行動を、私たちが 
それを望んてから行われる理由は、前もってそのように望まれ 
ていた為てす。つまり、アツラーの意志が司っているのて'す。 

しもべの自発的な行為は、二つの事柄から生じます。 
—つめは、しもべの選択、意志、力によるものてす。この為、 
しもべの行為を「努力する」と呼びます。努力は人の特性てす 
。二つめは、アツラーの創造によるものて'す。アツラーの命令 
、禁止、善行、罰は人に努力という特性がある為てす。戦列者 
章第96節て'は、「本当にアツラーは、あなたがたを創り、また 
あなたがたが、造るものをも「創られる」。」とされています 
。この章句て'は、人の行動においてその心による選択と、意志 
があることを示しています。強制て'はな 1 1ことを明白に示して 
いるのてす。だからこそ、「人の行い」といわれるのてす。例 
えば、アリーが打った、折ったと言われます。一方て、全てが 
カダーとカダルによつて創造されたことを明らかにして t 〗 るの 
てす。 


しもべの仕事がなされること、創造されることにおい 
てまずこの仕事をしもべの心が選択し、意図することが必要て 
す。しもべは、力が及ぶことを意図します。この望み、願いを 
「ケスブ「努力、奮闘」」というのてす。故ア ー S チィ師はこ 
のケスブが行いの創造の要因て'あること、影響を与えているこ 
とを述べています。このケスブの選択て'ある行いの創造に影響 
は与えない、ということも誤りてはないて'しょう。なぜなら創 
造された行11としもべの求めた行11は別ものてはな 1 1からてす 
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。つまり、しもべは望むこと全てを行うことはてきないのてす 
。望ん TU ないことが創造されることもあります。しもべの望 
んだことを全て行5こと、望まないことは行わないことは、し 
もべとしてのあり方に適したものて'はあ U ません。神の崇高さ 
に反発することになります。アツラーが恵みを施され、憐れみ 
を感じられ、しもべが必要としているカダルと命令、禁止事項 
にス違うことがてきるだけの力と強さ、つまりエネルギーを与 
えられたのて'す。例えば、健康てお金も持つ人は、生涯に一度 
ハツジに行くことができます。空にラマターンの新月が見られ 
ると、毎年一か月断食をすることがてきます。24時間の中て5 
回、義務てある礼拝を行うことがてきます。ニサーブの量に達 
している財産、お金を持つ人は、そこから1年が経由するとそ 
の40分の1の金と銀を取り分け、ムスリムたちにザカートを支 
払うことがてきます。つまり人は自らの自発的な行いを、望む 
場合は行い、望まない場合は行わないのてす。アツラーの偉大 
さはここて理解されるのてす。無知て愚かてある人は、カダー 
とカダルの問題を理解てきない為に、スンナの道を行く学者た 
ちの言葉を信じないのて'す。しもべの力と選択について疑念を 
持ちます。人の自発的な行いにおいても、無力て強制されてい 
ると思11込むのてす。一部の行11においてしもべの選択がなか 
つたことを目にし、スンナの道を行く人々を非難します。この 
歪んだ言葉は、彼らに意志と選択があることを示しているのて 
す。 


何かを行うか行わな 1 1かに力が十分て'あることを「ク 
ドゥラ」といいます。行うか行わないかと選択し、選ぶことを 
イフティヤル「選択」ことといいます。選ばれたことを行おう 
と望むことをイラーダ「望むこと」といいます。何かが受け入 
れられ、反発されないことをルザー「受け入れること、甘受す 
ること、満足すること」といいます。物事の実行に影響を与え 
る条件と意志と力を一つにまとめることをハルク「創造」と呼 
びます。影響のない形て、一つにまとまることを「ケスブ」と 
UI 1ます。選択するもの全てが創造者てある必要はな 1 1のて'す 
。同様に意志を持つものが皆、満足することは必要てはありま 
せん。アツラーを、創造者かつ選択者と呼びます。しもべを、 
努力者かつ選択者と呼びます。 


アツラーはしもべの従順さ、あるいは罪を意図され、 



創造されます。ただし、従順には満足され、罪には満足されず 
、それを好まれません。全ては アツ ラーの意志と創造によつて 
存在するのてす。家畜章第102節ては「それが アツ ラー、あな 
たがたの主て'ある。かれの外に神はないのてある。凡てのもの 
の創造者て'ある」と命じられています。 

「ムタツズイラ派」て'ある人々は、意志と満足の間の 
区別を見ることがてきず、逸脱しました。人は自らが望んだ行 
いを自ら創造する、といつたのてす。「ジャブリヤー派」の人 
々は、完全に逸脱してしまいました。創造なくして選択が存在 
しないことを理解てきなかつたのて'す。人には選択がないと思 
い込み、人を石や薪と同じようなものと見なしたのてす。人々 
は「絶対に誤つていることてすが」罪を犯したことにはならな 
いとしていました。全ての悪事を行わせるのはアツラーである 
といつたのて'した。ジャブリヤー派の人々がいうように人に意 
志と選択がなければ、悪事や罪はアツラーが無理やり行わせる 
ものなのてあれば、手足を縛られ山から転がり落ちる人と、歩 
きながら、周囲を確認しながら山を下りる人との行動が互いに 
異なつてはいないはずて'す。しかし前者が転がることは強制さ 
れたことてあ U 、後者が歩 1 1て下りることは意志と選択による 
ものなのてす。この間の違いを見ることがてきない人は、狭い 
視野を持つているのてす。さらにクルアーンの言葉を信じてい 
ないことになるのてす。アツラーのご命令、禁止事項を不要な 
ものと見なしたことになるのてす。ムタツズイラ派もしくは運 
命論者と呼ばれる人々がいうように、人が望むことを自ら創造 
すると考えることは、「凡てのものの創造者て'ある」というク 
ルアーンの言葉を信じないことてある上に、創造において人間 
をアツラーと同位に置くことになるのてす。 

シーア派の人々はムタツズイラ派の人々のように、人 
は望んだことを創造すると言います。ロパが棒て'打たれても水 
の上を歩いて行かないことをその証拠として11ます。彼らは、 
人が何かを行うことを望み、かつアツラーがそれを望まなかつ 
た場合には、アツラーの望んだとおりの結果になる、というこ 
とを考えないのてす。ここからムタツズイラ派の言葉誤つてい 
ることが理解されます。つまり人は望むことを全て行うことは 
てきず、また創造することもて'きません。彼らがいうように人 
の望むことが全て実現するのて'あれば、それはアツラーが無力 
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て'あることを意味します。アツラーは無力さから遠くかけ離れ 
た存在てす。ただ、アツラーの意志によつて物事がなるのてす 
。全てを創造し、存在させられるのはただアツラーてす。アツ 
ラーてあることとは、こういうことなのてす。人間について「 
彼はこれを創造した、我々はこれを創造した、彼らはこれを創 
造した」という形て話すこと、書くことは非常に醜い行為てす 
。アツラーに対する不敬てあり、不信仰の要因となるものてす 


しもべの選択や行動は、自らの意志によつてなるもの 
てはない、さらにはそれについて知るもしない、無数の物理的 
、化学的、生理的な事象によつて生じています。この細やかさ 
を理解した良心を備える科学者は、自らの選択による行為を「 
私が創造した」ということはいうに及ばず、「私が行つた」と 
11うことにすら苦痛を感じます。アツラーに対し恥ずかしく感 
じるのて'す。知識、理解力、そして徳が不十分な人は、あらゆ 
る場所て'あらゆることを語ることに苦痛を感じません。 

アツラーはこの世界て'全ての人々に憐みを掛けられま 
す。彼らが必要としている全てのことを創造され、皆に与えら 
れます。現世て快適に、安らいて暮らせるよう、来世ても永遠 
の幸せに到達することがてきるよう、何をするべきかを明白に 
教えておられます。自分の我欲、悪い友達、有害な書物やメデ 
ィアに欺かれ、不信仰や逸脱の道にそれてしまつた人々のうち 
、お望みの者を導かれます。彼らを正しい道に導かれるのてす 
。残忍て粗暴な人々にはこの恵みを与えられることはありませ 
ん。彼らを、彼らの気にいる、彼らの求める、そしてはまり込 
んている不信仰という沼て放つておかれます。 

「イーティカドナーメ/信条の書」という書物の翻訳は以 
上てす。この翻訳を行つたフェイズツラー師は、エルジンジャ 
ンのケマフの町の出身て'す。長年、シヨケて教授職に就いてい 
ました。1323年「西暦1905年」に亡くなつています。この本の 
作者はメヴラーナ.ハー 1 J チィ.パーダディ.オスマーニは、 
匕ジュラ歴1192年にパクダツドの北部にあるシェフラズルとい 
う町に生まれ、1242年「西暦1826年」にダマスカスて亡くなつ 
ています。オスマン • ズィンヌーラインの血を引く人てあるこ 
とからオスマーニと呼ばれています。弟のメブラーナ • マフム 
—ド.サー匕ブ師に、イマーム.ナワーウイーの「ハデイース 
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• アルパイン」という書の二つめのハデイースてある、「ジブ 
リールのハデイース」として有名なハデイースを読ませていた 
時に、メブラーナ.マフムード • サー匕ブ師はこのハデイース 
を解釈し、書くことをこの兄に求めます。メヴラーナ_ハーリ 
デイは弟の輝かし11心を満足させる為にこの願 1 1を受け入れ、 
このハデイースの解釈をペルシア語て書いて11ます。 

理性よ、目覚め、目を開きなさい、偉大なるアツラーに懇願しなさい 
その道から決して離れては11けない、偉大なるアツラーに懇願しなさい。 

日に五回礼拝をし、ラマターン月には斎戒を行11なさい 
財産があればザカートを支払11なさい、偉大なるアツラーに懇願しなさい 

11つかあなたの目は見えなくなり、耳は聞こえなくなる 
この機会はもはや与えられない、偉大なるアツラーに懇願しなさい 

健康の豊かさを知りなさい、あらゆる時間が恵みであると気づきなさい 
命令に従11なさい、偉大なるアツラーに懇願しなさい 

生涯を無駄に過ごしては11けない、我欲に力を与えては11けない 
目覚めなさい！不注意てああつてはいけない、偉大なるアツラーに懇願しなさい 

罪が多くあつたとしてもアツラーから望みを絶つては11けない 
アツラーの許しは豊かにあるのだから、偉大なるアツラーに懇願しなさい 

夜明け前、慈悲があらゆる場所に降り注がれる 
あなたの心が清められる、偉大なるアツラーに懇願しなさい 

アツラーの名を思い起こし、魂と心を清めなさい 
ナイチンゲールのように声をあげなさい、偉大なるアツラーに懇願しなさい 
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シェレフツデイン.厶ニーリーの書簡集 
「要因に働きかけることが'必要てある」 

インドて'育つた偉大なイスラーム学者の一人シェレフ 
ツチイン • アフマド • ビン.ヤフヤ • ムニーリーの「メクトウ 
—パツト/書簡集」という書物の18番目の書簡て'は次のように 
述べられています。 

多くの人は、疑いや妄想によつて行動し、過ちを犯し 
ます。このような誤つた考えを持つ人々の一部は、「アツラー 
は我々のイパーダを全く必要としていない。我々のイパーダは 
アツラーには何の効果もない。イパーダを行う人と、反発して 
それを行わない人は、アツラーの偉大さの前ては同等て'ある。 
イパーダを行う人は無駄に苦痛や苦労を味わつている」といい 
ます。このような考え方は誤りてす。イスラームを知らない為 
にこのように語つているのてす。イパーダがアツラーにとつて 
効果のあることてあり、その為にアツラーがそれを命じられて 
いると考えているのてす。この考え方は大きな誤りてす。あり 
得ないことを事実だと思い込んているのてす。人の行うイパー 
ダの効果は、ただその本人にとつてのものてす。このことをア 
ツラーは「創造者章第18節」て明白に示されています。「その 
身を清める者は、唯自分の魂のために清める」このような誤つ 
た考えを持つ人は、食事療養を行わない病人に似ています。こ 
の病人に医師が食事療養を勧めます。この病人は「自分が食事 
療法をしなくても医師には何の害もないだろう」といい、食事 
療法を行わないのてす。医師には害がない、という点て'は事実 
てす。しかし自らに害を及ぼしているのてす。医師は自分にと 
つて効果がある為てはなく、彼がその病気から救われるように 
と食事療法を勧めたのてす。医師の勧めに従えば、恢復するこ 
とがて'きます。従わなければ死んてしまうのてす。医師には何 
の害もありません。 

誤つた考えを持つ人の一部は、全くイパーダを行いま 
せん。 A ラームて'あるものを避けることもありません。つまり 
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イスラー厶に従 1 1ません。「アツラーは気前のよ 1 1お方て'あり 
、慈悲深い。しもべを深く憐れまれる。その許しは無限にある 
。誰にも罰は与えられない」と考えます。そう、最初の二つの 
言葉は事実て'す。しかし最後の方の言葉は誤りて'す。ここてシ 
ヤイターンが彼らを欺いて 1 1るのてす。反抗へと彼らを導いて 
います。理性を持つ人はシヤイターンに騙されないのて'す。ア 
ツラーは気前よく、慈悲深いお方てあると同様、その罰は厳し 
いものて'す。非常に苦しいものてす。この世界ては多くの人々 
が貧困や苦痛の中て'生きて 1 1るのを目にします。多くのしもべ 
に、軽減されることなく苦しみの中て生活させておられます。 
気前よく、糧を与えるお方てある一方て、農業て'農民が苦しむ 
ことなく一切れのパンを与えられることもありません。全てを 
生かされるお方てある一方て、飲み食いしない人々を生かされ 
ることはありません。薬を用いない病人を癒されることもあ IJ 
ません。生きること、病気にならないこと、財産を得ることと 
いつた現世ての恵みの全てについて要因を創造され、その要因 
に働きかけない人には憐れみをかけられることはなく、現世て 
の恵みを与えられないのてす。薬は、非物質的 • 物質的な二つ 
の部分からなります。全ての病気を癒す非物質的な薬は、サダ 
力をすること、ドゥアーをすることてす。「病気になつた時に 
はサダカをして、回復しなさい」「多くの悔悟を行うことは、 
全ての苦痛への薬て'ある」というハチィースは有名て'す。物質 
的な薬はたくさんあります。経験によつて理解されるのてす。 
非物質的な薬を用いることは、物質的な薬を見出す助けにもな 
ります。来世ての恵みを得ることもまた、このようてす。不信 
仰は、心と魂を殺す毒のようなものてす。怠惰て'あることも、 
魂をやませます。これらに薬が与えられなければ、魂は病み、 
死んてしまいます。不信仰や無知て'あることの唯一の薬は、知 
識て'あり、英知てす。怠惰さの薬は、礼拝すること、全てのイ 
パーダを行うことてす。誰かが毒を飲み、「アツラーは慈悲深 
いお方てある。私を毒の害から守られる」といつていれば、彼 
は病気になつて死んてしまうてしょう。下痢をしている人がひ 
まし油を飲めば、糖尿病の人が甘いものや粉ものを食べれば、 
病状が悪化します。人の肉体は繊細て'壊れやす 1 1ものてあ IJ 、 
必要てある物質「食べ物、衣服、住居」が多くあります。これ 
らを見つけ、イスラー厶に適した形て'利用する為に用意するこ 
とは非常に困難て'す。この仕事を容易にするために、人には「 
我欲」というまた別の力が与えられているのてす。動物にはこ 
の力が創造される為の理由がありません。我欲は、肉体に必要 
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な事柄がなされることを求めます。それらを十分すぎるほど行 
うことは我欲にとって心地よいものてす。我欲の求めるものを 
「欲望」といいます。欲望が理性と相談することなく、必要以 
上のことを行うことは、心と体、そして他者に害を及ぼし、罪 
となります。「永遠の幸福」の32ページを参照にしてください 
。 誤った考えを持つ人の一部は、絶食をして修行を行います 
。これによってイスラームが好まない欲望、怒り、快楽への欲 
望を根本から絶つことを願っています。イスラームがこれらを 
消し去ることを命じていると考えて 1 1るのてす。長11時間空腹 
の苦しみを味わい、これらの悪 1 1欲望が消え去れないことを目 
にし、イスラームが実現不可能なことを命じていると考えるの 
てす。「イスラームのこの命令は実行不可能だ。人はその本質 
にある性格から救われることはてきない。これらから救われる 
為に努力することは、黒い人を白くするようなものて'ある。て 
きもしないことを行おうと努力することは、人生を無駄に費や 
すことてある」といっているのてす。彼らは誤った考えを持ち 
、誤った行動をしているのてす。特にイスラームがこのような 
ことを命じていると考えることは、まさに無知て愚かなことて 
す。なぜならイスラームは、怒りや欲望といった人間らしいあ 
り方を消し去ることを命じてはいないのて'す。このように語る 
ことはイスラームへの中傷となります。イスラームがこのよう 
なことを命じていたとすれば、教えの主てある預言者ムハンマ 
ドにそういった特質がなかったことてしょう。しかし預言者ム 
ハンマドは「私は人間てある。皆と同様、私も怒る」といわれ 
ていました。時に立腹されているのが見られていました。その 
怒りは常にアツラーの為て'した。アツラーはクルアーンのイム 
ラーン家章第134節て'「怒りを押えて人びとを寛容する者」を 
賞賛されて 1 1ます。怒らな 1 1人を賞賛されてはいな 1 1のてす。 
誤った考えを持つ人々が「人は欲望を消し去るべきだ」という 
ことは、大きな間違いなのて'す。預言者ムハンマドが9人の妻 
を持ったことは、この言葉が過ちてあることを明白に示してい 
ます。誰かが性欲を失ったのてあれば、薬を飲んて'それを得な 
ければいけないのてす。怒りについても同様てす。人は妻と子 
供を怒りという性質によって守ります。イスラームの敵に対し 
、この性質の助けによって戦います。子供を持ち、死後に誉れ 
と共に思い起こされることは、性欲によって可能となります。 
これらはイスラームが賞賛し、好む事柄なのてす。 

イスラームは欲望や怒りを消し去ることてはなく、そ 
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の二つをコントロールし、教えに適した形て用いることを命じ 
ています。騎士が馬を、猟師が犬を殺すことて'はなく、彼らを 
しつけ、彼らの役に立つようにすることが必要なのと同様てす 
。つまり、欲望と怒りは、猟師の犬、騎士の馬のようてす。こ 
の二つがなければ、来世ての恵みを獲得することもてきません 
。しかしこれらを活用して益を得る為には、しつけをし、教え 
に適した形て'用いることが必要なのてす。しつけを受けず、熱 
情のままに教えの定めたラインを越えるのてあれば、人を滅亡 
へと導きます。修行を行うことはこの二つの性質を消し去るた 
めてはなく、しつけをして教えに従うようする為なのてす。こ 
れを可能にすることは、誰にとっても可能なことてす。文明と 
は、原子の力を利用すること、ジエツト機を造ることて'はあり 
ません。文明とはこれらを人間への奉仕の為に用いることてす 
。これはイスラームに従うことて'可能となります。 

誤った考えを持つ四番目のグルーブは、彼ら自身を欺 
いています。「全てが前もって定められていたことだ。子供や 
生まれてくる前に「重鎮」になるか「罪人」になるか決まって 
いる。これは後から変わることはない。だからイパーダを行う 
ことに価値はない」というのてす。預言者ムハンマドはカター 
とカダルが変わらないこと、全てが前もって定められていたこ 
とを説かれた時、教友たちは次のようにいいました。「その定 
めを信頼し、イパーダをやらなくてもいいのて'は」預言者ムハ 
ンマドは彼らに対し、「イパーダを行いなさい！前もって定め 
られていたことを行うことは皆にとって容易て'ある」と答えら 
れました。つまり、アツラーが前もって重鎮になると定められ 
た人は、この世界て'重鎮としての行動をとるのてす。ここから 
理解されることは、前もって重鎮と決められた人がイパーダを 
行うこと、罪人といわれた人が反発すること、健康に生きるこ 
とが定められたっ人が現世て'糧と薬を口にすること、病気にな 
って死ぬと定められた人が糧や薬を口にしないことと似ていま 
す。空腹や病気て死ぬことが前もって定められている人は、糧 
や食料を得ることがかなわないのてす。豊かになることが定め 
られた人には、利益を得る道が開かれます。東部に行くことが 
定められた人には、西部に行く道が閉ざされます。私たちが知 
る小話によれば、天使アズラーイールが預言者スライマーンの 
そばに来た時、そこにいた人の顔を注意深く見つめていました 
。この人は、天使のこの厳しい視線を恐れました。アズラーイ 
ールが去ると、スライマーンに懇願し、風に命令して自分を西 
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の国のどこかに運び、アズラーイールから助けるよう求めまし 
た。アズラーイールが再び戾ってきた時、スライマーンはなぜ 
その人の顔を厳し11視線て'見つめたのかを尋ねました。アズラ 
—イールは「一時間後、西の国の町の一つて彼の命を取ること 
を命じられていた。彼があなたのそばに11るのを見て驚 t げこ為 
に注意深く見つめたのだ。命令に従って西部に行くと彼がそこ 
におり、私は彼の命を取った」と答えました。この小話はジエ 
ラーレツチィン • ルーミー [1] の「マスナヴィー」という本て長 
く説明されています。このように、前もって定められていたこ 
とは命令てはなく、知なのてす。前もって定められていたカダ 
ルが実現する為、この人はアズラーイールを恐れました。アズ 
ラーイールはそのカダルに従ったのてす。前もって定められて 
いたことが、要因のつながりと共に実現したのて'す。同様に、 
前もって重鎮になると定められていた人は、信仰すること、修 
行して悪い性質を取り除くことが可能となります。家畜章第 
125節て'は「凡そアツラーが導こうと御望みになった者は、イ 
スラームのためにその胸を開く」とされています。前もって罪 
人となることが知られていた人、すなわち地獄に行くことが定 
められていた人は、「イパーダを行う必要はない。皆、重鎮に 
なるか罪人になるか前もって決められている」といいます。こ 
のように考え、イパーダを行わなくなるのてす。このように考 
えてイパーダを行わなくなることは、彼が前もって罪人となる 
ことを定められたことを示すのてす。このように無知てあるこ 
とが定められた人は「全ては前もって定められている。無知て 
あることが定められて 1 1る人が学ぶことには何の効果もない」 
と考えます。このようにして学ばず、努力せず、無知なままて' 
I »るのてす。誰かが農業に従事して豊かな財産を得ることが定 
められていれば、畑を耕し、種を撒くことがてきます。重鎮と 
定められた人が信仰を持ち、イパーダを行うこと、罪人と定め 
られた人が力ーフィルとなること、反抗することもこれと同様 
てす。愚かな人はこれを理解てきないのてす。「信仰やイパー 
ダを行うことと前もって重鎮と定められていること、もしくは 
教えを否定し反抗することと罪人となることの間にどのような 
関係があるのか」と考えます。浅い考えてこのことを理解しよ 
うとします。全てを自らの考えて読み取ろうとします。しかし 
人の知性には限界があります。知性の及ばな11ことを知性て'理 


[1] ジェラーレツデイン•ルーミーは 672 年「西暦 1273 年」にコンヤ 
で死去しました。 
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ルサレムのアル • アクサ • モスクて何年も祈念やイパーダを行 
って過ごしている人が、イパーダの条件とイフラースを学んて 
いなかった為にサジユダを放棄した時には非常に甚大な害をな 
し、彼は駄目になってしまいました。洞窟のサハーパたちの犬 
は、穢れたものてあるのに、誠実な人々について数歩、歩いた 
というだけて'非常に高められ、決して落ちることもなくなった 
のてす。この状態は人々を驚かせます。何世紀にもわたって学 
者たちはこの神秘を読み解くことがてきませんてした。人の理 
性はこの英知を理解することがてきな11のて'す。預言者アーダ 
ムに、天国の果実を食べることが禁じられ、しかし彼がそれを 
食べることをアツラーは前もってご存じてある為、それを望ま 
れました。シヤイターンに預言者アーダムへのサジユダが命じ 
られ、そしてサジユタしないことを望まれました。「私を探し 
求めなさい」と言われ、しかしイフラースを持たない人がアツ 
ラーを見出すことを望まれませんてした。神の道を行く人は、 
「まったく理解てきない」としかいえずに来たのてす。我々は 
どのように捉えるべきてしょうか。アツラーは、人々が信仰す 
ること、イパーダを行うことを必要としているわけてはありま 
せん。力ーフィルとなること、罪を犯すことも、アツラーには 
何の害も及ぼしません。アツラーは被造物を一切の形て必要と 
はされないのてす。知識は迫害を取り除く為の、無知は罪を犯 
す事の要因とされました。知識から信仰や服従が生じ、無知て 
あることからは不信仰と罪が生じます。服従は、とても小さな 
ものてあったとしてもそれを逃すべきてはありません。罪は、 
非常に小さなものに見えたとしても、それに近づ 1 1ては 1 1けな 
いのてす。イスラーム学者たちは次のように語っています。三 
つのことは、三つの事柄の要因となります。服従は、アツラー 
のご満悦を得る為の要因てす。罪を犯すことはアツラーのお怒 
りの要因となります。信仰することは、誉れ高く、尊い存在と 
なることの要因てす。だから、小さな罪を犯すことてすら、十 
分に避けるべきなのてす。アツラーのお怒りは、一つの罪から 
生じ得ます。全ての信者について、自分よりもよいと見なすベ 
きて'す。その信者が、アツラーが深く愛されるしもべてあるか 
も知れないからてす。それぞれの人にとって、前もって定めら 
れていることは、決して変えることはてきません。常に罪を犯 
し、全く服従したことのないムスリムても、アツラーが望まれ 
る場合は許されます。雌牛章第30節て'天使たちが「あなたは地 
上て悪を行い、血を流す者を置かれるのてすか」といった時、 
アツラーは「彼らは悪を行わない」とはいわれていません。「 
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られます。宗教上の知識と科学的な知識てす。これらを必要な 
だけ学ぶことはフアルドてす。例えば、薬の飲み方、量、そし 
て電灯を使う人は電気についてわずかても学ぶことはフアルド 
てす。学ばなければ死がもたらされる可能性すらあります。 

フアルドとハラー厶を信じつつも、怠惰てあったり、 
悪 t »友達に従った IJ することて'イパーダを行わな 1 1人が、悔悟 
を行わずに死ねば、罪がなくなるまて'天国て'焼かれます。フア 
ルドを学ばない人、それを知ったとしてもそれに価値や重要性 
を置かない人、悲しまない人、アツラーを恐れることなく放棄 
する人はムスリムてあることから逸脱し、力ーフィルとなりま 
す。地獄て永遠に、無限に焼かれます。ハラームを行うことも 
同様て'す。 

何らかのイパーダのイ 1 J ムを学ばない人、条件を知ら 
な 1 1人が行ったイパーダは、イフラースを持って行って t げこと 
しても、真正なものとはな IJ ません。全く行わなかったかのよ 
うに地獄て'焼かれるのて'す。条件を学び、注意して行う人のイ 
パーダは、真正なものとなります。地獄の罰から救われます。 
しかしイフラースを持って行わなかったのてあれば、このイパ 
—ダとその善行はどれも受け入れられず、サワーブを得ること 
もありません。アツラーはこの種のイパーダや慈善、善行を好 
まれないことを告げておられます。イリムとイフラースを伴っ 
て行われな 1 1イパーダには効果はな 1 1のて'す。人を不信仰や罪 
、罰から救うことはありません。生涯を通してこのようなイパ 
—ダを行い、不信仰のうちに死んだ多くの偽信者が知られてい 
ます。イリムとイフラースを伴って行われたイバーダが、人を 
現世て不信仰と罪から救い、高めるのてす。来世ても、地獄の 
罰から救うことを、アツラーは食卓章第9節と時間章て誓われ 
ています。アツラーは約束に忠実なお方てす。約束されたこと 
は必ず行われるのてす。 

アツラーはしもべの手て報復をされる 

知らない人はしもべが行ったと考える 
物事は全て創造主アツラーのものてあり、しもべの手によって行われる 
命令がなければ、ごみてさえ動けるとは思つては I >けない 
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アッラーは存在され、唯一てあられ、アッラー以外 
の全てのものはかつて無てあり、 

再び無となる 

私たちは周囲の存在を、感覚器官を用いて認識します 
。感覚器官に影響をあたえるものを「存在」と呼びます。存在 
するものが私たちの五感に与える影響、効果を「特質」、「性 
質」といいます。存在はこの特質によつて互いと区別されます 
。光、音、水、空気、ガラスはそれぞれが個別の存在て'あり、 
「被造物」てす。重さと体積を持つもの、すなわち空間を埋め 
るものを「物質」、「物体」と呼びます。物質は互いに、性質 
と特質によつて区別されます。空気、水、石、ガラスはそれぞ 
れが異なる物質てす。光や音は物質てはあ U ません。なぜなら 
光や音は空間を埋めず、重さもないからてす。全ての存在は、 
「エネルギー」、すなわち「力」を持ちます。つまり、何らか 
の作用を及ぼすことがてきます。全ての物質は固体、液体、気 
体の三つの状態をとります。固体には形があります。液体や気 
体の状態てある物質には、それ自体に固有の一定の形はありま 
せん。それらは、それらが存在する入れ物の形を取ります。存 
在が形を持つ場合、それは「物体」と言われます。物質は常に 
物体の形て存在します。例えば、鍵、針、机、スコッブ、ねじ 
といつた物体て'す。つまりその形状は様々てす。しかしこれら 
は全て、鉄という物質からて'きています。物体は二種類に分類 
されます。単体と、複合体て'す。 

「世界は常に変化する」、すなわちあらゆる物体に常 
に変化が生じています。例えば動くことによつて場所を変えま 
す。大きくなつたり小さくなつたりします。色が変わります。 
生命を持つ存在て'あれば、病気になり、死にます。これらの変 
化を「事象」もしくは「出来事」といいます。外部からの影響 
がない限り、物質には何の変化も起こりません。何らかの事象 
が生じた時に、物質の構造が壊されず、その本質は変化しない 
場合、それを「物理的な現象」と呼びます。紙が破れることは 
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物理的な現象てす。ある現象て物理的な現象が発生する為には 
、この物質に何らかの力が影響を及ぼすことが必要て'す。物質 
の構造を破壊し、本質を変化させる事象を、「化学的な現象」 
といいます。紙が燃えて灰になることは化学的な現象てす。あ 
る物質て化学的な現象が生じる為には、この物質に別の物質が 
影響を及ぼすことが必要となります。二つもしくはそれ以上の 
物質が互11に影響を及ぼし、それぞれに化学的な現象が生じる 
ことを「化学反応」といいます。 

物質に化学反応が起こること、つまり互いに影響を与 
えることは、最も小さな部分て生じます。物質のこの最小の部 
分を、「原子」といいます。全ての物体は原子からてきていま 
す。つまり、原子の集積てす。原子の構造は互いに似ています 
が、大きさと重さが異なつています。この為、現在ては105種 
類の原子が知られています。最も大きな原子て'すら、最も強力 
な顕微鏡ても見えな11程に小さいのてす。互 t H こ似て11る原子 
が一か所にまとまることにより、「単体」もしくは「要素」が 
生じます。105種類の原子がある為、105種類の単体があります 
。鉄、硫黄、水銀、酸素、炭はそれぞれが要素て'す。別々の原 
子が一体化することから、「複合体」もしくは「混合体」が生 
じます。何十万もの複合体が存在します。水、アルコール、塩 
、石灰などが複合体です。複合体は二つもしくは二つ以上の単 
体が互いに結びつくことから生じます。単体の結合は、原子が 
互いに一体化することから生じます。 


全ての物体、例えば山、海、各種の植物や動物は、こ 
の105種類の要素からて'きています。生命を持つ、持たないに 
関わらず全ての物体の基盤は、常にこの105種類の要素なのて 
す。全ての物体はこの105種類の要素のどれかもしくは複数の 
原子が集まつたことから生じています。空気、土、水、熱、光 
、電気、そして細胞は、集まつた物体を分裂させ、もしくは結 
合させる要因となります。「要因なして何らかの変化が生じる 
ことはありません。」この変化において要素、すなわちこれら 
の存在の基盤は、物体から物体へと場所を変え、あるいは一つ 
の物体から離れて自由に動くようになります。私たちは物体が 
無となるのを目にすることがてきます。見たことをもとに判断 
して、誤るのて'す。なぜなら無になる、存在するといつている 
この様子は、物質の変化以外の何ものてもないのて'す。何らか 
の物体、例えば墓にある死体が無になることは、新たな物体、 
例えば水、ガス、土壌の成分が存在するようになる、という形 
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て生じて 1 1るのてす。ある変化て存在するようになつた新たな 
物質が感覚器官に影響を与えなければ、これらが生じているこ 
とを理解てきません。だから変化した最初の物質について、私 
たちは無となつたというのて'す。 

105種類の要素の全てが形を変え、全ての要素て物理 
的、化学的な現象が生じていることをも見ることがてきます。 
—つの要素が、別の複合体に加わると、イオンという状態にな 
ります。つまり原子は電子を与えるか、受け取ります。これに 
より、この要素の様々な物理的、化学的な特性が変化します。 
全ての要素の原子は、一つの核と、「電子」と呼ばれる樣々な 
量の、より小さなものて'てきています。核は原子の中心にあ U 
ます。水素以外の全ての原子の核は陽子「プロトン」と「中性 
子」と呼ばれるもの rr きています。陽子は、プラスの電気を 
帯びています。中性子は電気を帯びていません。電子は、マイ 
ナスの電気て'あり、核の周囲を動いています。電子は常にその 
軌道上を動き、かつその軌道を変えます。 

原子の核においても変化や分裂が起こることが、「放 
射能」と呼ばれる要素から理解されています。核のこの分裂て 
は、ある要素から他の要素に代わること、物質が消え、エネル 
ギー「力」となることも理解され、この変化はアインシユタイ 
ン 111 によつて計算すらされています。つまり複合体と同様、要 
素においても常に変化があり、一つの状態から別の状態へと変 
わつていくのて'す。生命を持つもの、持たないもの、全ての物 
質は変化し、すなわち前のものが消え、新しいものが顕れます 
。今存在する全ての生命「全ての植物、動物」は、以前には無 
てした。他の生命体がいたのてす。生命を持たないものについ 
ても同様てす。生命を持つ • 持たない全ての存在、例えば一つ 
の要素てある鉄、もしくは複合体てある石、骨、そして全ての 
物質、全ての細胞が常に変化しています。つまり以前のものが 
消え、新しいものが生じます。新しく生じた物質となくなつた 
物質が互いに似ていれば、人はこの変化を理解せず、この物質 
が常に存在していると考えます。映画て'、動き続けるフィルム 
の上て常に新しい画像が行き来して 1 1るのに、観客はこれを理 
解せず、同じ絵がスクリーンて'動いていると考えることに似て 
います。紙が燃えて灰になると、この変化を理解する為に、紙 


[1] アインシュタインはユダヤ人の 物理学者 であり、1375 年「西暦 
1955 年」 に死去しました。 
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がなくなつて灰が生じたといいます。氷が溶けると、氷がなく 
なつた、水が生じたといいます。近代的な物理の知識は、「永 
遠の幸福」の本の546、971、1041ページても詳しく書かれて 
います。そちらをも読んてみてください。 

「シェリフ • アカーイド」の本の冒頭ては次のように 
記されています。 

全ての存在は、アツラーの存在のしるしてあり、アツラ 
—の存在を示すものてある為、被造物の全てが「アーレム」と 
呼ばれます。被造物のうち、一つの種類てあるものについても 
それぞれをアーレムといいます。例えば、人間のアーレム、天 
使のアーレム、動物のアーレム、生命を持たない物質のアーレ 
ムなどてす。全ての種が、一つのアーレムなのてす。 

「シャル匕 • メワークフ」 11] という書物ては次のよう 
に書かれています。 

アーレム、つま U 全てのものは、ハーチィス、つま U 
創造されたものてす。すなわち、無てあつた後て'存在するよう 
になつたのて'す。常に互いからも生じているということは先に 
も述べています。物体の物質も特性も、ハーディスてす。ここ 
ては4つのことが考えられます。 

1. ムスリム、ユダヤ教徒、ナザレ人、拝火教徒によれば 
、物体の物質も性質もハーテイスてす。 


2. アリストテレスや彼に従う哲学者たちによれば、物体 
の物質や性質はカテイーム、すなわち始まりのないものて'あ U 
、常に存在しているとしています。この言葉が誤りてあること 
を、近代の化学の知識が明白に示しています。このように信じ 
、考える人はイスラームから逸脱したことになります。カーフ 
イルとなるのてす。イブニ • シナー 1 [2] 3 やファーラビー 131 、もカデ 
イームてあるとしていました。 

3. アリストテレス以前の哲学者によると、物質はカデイ 


[1] シャルヒ.メワークフの著者サイード•シェリフ•アリー • ジュル 
ジャーニーは816年「西暦1413年」にシラズーで死去しました。 

[2] イブニ-シナー•フセインは428年「西暦1037年」に死去しまし 
た。 

[3] ムハンマド.ファラービーは339年「西暦950年」にダマスカスで 
死去しました。 
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—ムてあり、性質はハーテイスてあるとしています。今日科学 
者の多くも、このような誤つた考えを持つています。 

4. 物質がハーテイスてあり、性質がカデイームてあると 
考える人はいませんてした、カリノスはこの4つのうち、どれ 
かに決めることがてきませんてした。 
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に J りらはか r まさ。、在す、無性 
-ったわかの限葉始造すれ存まて。知 
よ来終無も無言' 創てまもえいだ、 
のらも、るてなはらの生間言つのは 
次かりはいい知とかるら人がにくと 
に限まとてつ無こ無なかのとといこ 
ら無始これに、う。と人どここてる 
さ卩、うらのいいす要の、じるしえ 
をはいえもなと T 必別ば同じ殖考 
石とと考るわたのががれて生増と 
た限たといぐれいと人あいらて J 
き無来たてそまなこ、 r つかっい 



。変化することは、無限て'あることてはなく無から創造された 
こと、つまり「常に変わらず存在するもの」、て'はなく「存在 
することも無のままであること」もあり得るもの、てあること 
を示すのてす。 


質問：この世界を創造されたお方ご自身とその特質は 
カチィー厶て'あり、永遠てす。この世界はカディー厶てあるこ 
とは必要てはな t »のて'しょうか。 

答え：カチィームて'ある創造主が、物質、細胞を様々 
な要因と共に変化させられていること、つまり無とされ、それ 
らの代わりの他のものが創造されているのを私たちは常に目に 
します。カティームてある創造主が意図され、望まれた時、す 
なわちいつても、物質を互いの中から創造されます。あらゆる 
種類のもの、あらゆる物質、あらゆる細胞を要因と共に創造さ 
れたように、それを意図された時には要因や媒介なしに無から 
創造されるのてす。 

あらゆる種類の被造物がハーティスて'あることを信じ 
る人は、それがはかないものてあること、すなわち再び無とな 
ることをも信じます。無てあり、その後創造されたものが再び 
無となることは明らかて'す。多くの存在が消えていくのを、今 
現在ても目にしているのて'す。 

ムスリムとなる為には、物質や物体、つまり全ての存 
在が無から創造され、再び無となることを信じなければ 1 1けな 
いのてす。物体が無てあつた後て存在を始めていること、再び 
無となること、つまり形や特性が失われることを私たちは目に 
します。物体が無になると、物質が残つていたとしても、この 
物質が永遠て'はな 1 1こと、ずつと以前にアツラーによつて創造 
されていたこと、審判の日には再び無となることは先に述べた 
通りてす。現代の科学知識は、これを信じることの妨げにはな 
IJ ません。信じないことは科学への中傷てあり、イスラームと 
敵対することを意味します。イスラームは科学技術を拒みませ 
ん。宗教的知識を学ばないこと、イパーダの務めを果たさない 
ことを拒んているのてす。科学技術もイスラームを否定しては 
いません。むしろそれを支え、評価しているのてす。 

様々な種類の被造物がノ\ — ティスて'あるのてあれば、そ 
れを無から創造した存在があります。なぜなら、一切の事象は自 
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ら発生することはてきないからてす。今日工場て'は、何千もの薬 
、家具、工業品、貿易品、電子機器、軍事機材が製造されていま 
す。これらの多くは細かな計算と何百もの経験の後て得られるも 
のてす。これらのうちどれか一つについて'てあれ、勝手に存在し 
たと彼らはいつているて'しようか。これらを意識的に、自発的に 
造つていること、そして全てにそれを造つた存在#('必要となると 
彼らは主張して 1 1るのてす。その一方て'生命体や非生命体に見ら 
れ、各世紀に新たな発見、より詳細な発見がなされ、その多くを 
11まだに私たちが知ることのてきな I 〗 何百万もの物質と事象が、 
勝手に生じたと主張して 1 1るのてす。この二面性は深 1 1頑迷さか 
、明らかな愚かさ以外の何もの r あり得るてしようか。全ての物 
質、全ての動きを存在させられる唯一の創造主が存在するのてす 
。この創造主は「常に存在しているお方」てす。つまり、無てあ 
つたのが後になつて存在し始めたのてはな I 〗 のて'す。常に存在し 
ていることが必要なのて'す。存在する為に何かを必要とすること 
はありません。常に存在することが必要て'なければ、存在するこ 
ともしないことも可能て'あるものとなつたてしよう。あらゆる種 
類の被造物と同様、ハーデイス、すなわち被造物となつていたて' 
しよう。被造物は他の被造物が変化すること、あるいは消失する 
ことから存在を始めます。それをも創造した存在が必要となりま 
す。こラして無数の創造者が必要となります。被造物の変化が永 
遠てはあり得ないことを、先に述べた通りに考えるなら、創造者 
たちも無限てはあり得ず、創造における第一の創造者から始まる 
、ということがわかります。なぜなら、創造者たちが互いを創造 
していくことが無限に続くと考えるなら、どの創造者も存在しな 
いべきて'あるからてす。ここて、創造されていない最初の創造者 
が、被造物の唯一の創造主なのて'す。その創造主の前にも後にも 
、他の創造者はいないのてす。創造主は創造されることはなく、 
常に存在します。一瞬て'あれ無となれば、全てが無となります。 
常に存在するお方はあらゆる観点から、何かを必要とすることが 
全くありません。天と地、原子、生命体を秩序ある、計算された 
形て創造されるお方の力、強さが無限て'あること、英知の主て'あ 
ること、望んだことをすぐに行われること、唯一てあること、決 
して何の変化も生じないことが必要となります。力が無限てなけ 
れば、そして英知を備えていなければ、このように秩序あり計算 
された形て創造されることはなかつたて'しよう。この創造主が複 
数て'あれば、何かの創造に関して皆の望みが一致しな 1 1場合には 
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、その望みどおりに行うことができない1存在は創造主とはなれず 
、被造物は非常に混乱した状態になるでしょう。より深い知識を 
得る為には、アリ，ウシー w の書いた「アマリー • カシータ」と 
11う本のアラビア語もしくはトルコ語版を読んてください。 

創造主には一切の変化も生じません。世界を創造され 
る以前も、今も、同じ状態てあられました。全てを無から創造 
されたように、常に、全てを創造されているのてす。なぜなら 
変化することは、被造物てあること、無から創造されたことを 
示すからてす。創造主が常に存在され、無とならないことは上 
記の通 u てす。だから、アツラーには一切の変化が生じないの 
てす。被造物は最初の創造てアツラーを必要としたように、ど 
の瞬間にお 1 1てもやはり必要として 1 1るのてす。全てを創造さ 
れ、全ての変化を生じさせられたのはただアツラーてす。秩序 
を設け、人々が生きやすくする為、そして文明的てある為に全 
てをその要因と共に創造されたのて'す。要因をアツラーが創造 
されたように、その要因が影響を及ぼすこと、作用することも 
また、アツラーが創造されました。人は、要因が物質に影響を 
あたえる際に媒介となります。 

空腹となると何かを食べること、病気になると薬を飲 
むこと、ろうそくを灯す為にはマツチをすること、水素を得る 
為には亜鉛に酸をかけること、セメントをつくる石灰岩と年度 
を混ぜること、牛乳を得る為には牛を買うこと、電気を得る為 
には水力発電所を造りこと、各種の工場を造ること、要因を用 
いることは、新しいことの創造への媒介となります。人間の意 
志と力も、アツラーが創造された要因てす、人も、アツラーの 
創造における媒介となるのて'す。アツラーはこのように創造さ 
れることを望まれました。つまり、人が何かを創造したという 
ことは、理性にも教えにも合わない、無知な言葉なのてす。 

人は、自らを創造し、生かし、必要とするものをも創 
造し与えられる創造主を愛し、そのお方のしもべとなることが 
必要てす。つまり、アツラーにイパーダを行い、崇拝し、従い 
、敬意を示すことが必要て'す。常に必ず存在し、唯一てあるこ 
の神の名が「アツラー」て'あることがアツラーご自身により明 
白に告げられています。しもべはアツラーが教えられた名称を 
変える権利を持ちません。正当な権利なしに行われたことは権 


[1] アリ-ウシーは575年「西暦1180年」に死去しました。 


- 111 - 



利の侵害てあり、非常に醜 1 1行為となるのてす。 

キリスト教徒たち、神父たちは、創造主が三体てある 
ことを信じています。上記の文章はキ U スト教の、神父たちの 
言葉が誤つたものてあることを証明しているのてす。 

知識がなければ、教えは流れ去つてしまラ 
そラてあるならば、無知といわれる恥ずべき状態から 

救われる為の努力をしなければ I »けない、民族を挙げて 
教訓となつたこの災11は十分てはなかつたというのか？ 

この災11といラ教訓が何を損なわせたか、あなたが考えるならば 
脳が溶け、涙のよラに目から流れるだろ5 

最後に起こつたこの出来事が何を意味するか、あなたが知るならば 
あなたが我に帰らなければ、この民族は失われるだろラ 

なぜなら、新し I »衝擊にはもはや耐えられな11から 
なぜなら、今度は死の眠りから覚めることはな11から 

道徳をただし、科学の為に大いに努力することが必要てある 
教えに従11原子と共に武器を携えた閩志とならなければならない 

教えの知識、戦う力を優れたものにするべきてある 
民族にやすらぎを与えるのは、ただこの二つなのだ 


Bu Kitab, Japonca Iman ve Islam kitabidir. 
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